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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め定められた取得条件が成立したことに基づいて、特別情報を取得する情報取得手段
と、
　当該情報取得手段の取得した特別情報を、複数の数として予め定められた所定数を上限
として記憶する取得情報記憶手段と、
　前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報が、予め設定されている付与情報に対
応しているか否かの付与判定を行うとともに、前記取得情報記憶手段に複数の特別情報が
記憶されている場合にはそれら複数の特別情報に対して前記付与判定を順次行う付与判定
手段と、
　当該付与判定手段による付与判定の結果が、判定対象の特別情報が前記付与情報に対応
しているとする付与対応結果となったことに基づいて、遊技者に対して特典を付与する特
典付与手段と、
　前記付与判定手段により前記付与判定が行われたことに基づいて遊技回用動作が開始さ
れ、前記付与判定手段の判定結果に対応した報知結果とし前記遊技回用動作が終了される
ことを遊技回の１回として、前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報に応じて各
遊技回の前記遊技回用動作が行われるように報知手段を制御する遊技回制御手段と、
を備えた遊技機において、
　前記情報取得手段により取得された所定の特別情報について当該所定の特別情報が前記
付与判定の対象となった場合における判定結果に対応する情報を、その特別情報が前記付
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与判定の対象となるよりも前のタイミングにおいて特定する先特定手段と、
　前記先特定手段による特定が行われた場合に、該先特定手段による特定結果に対応する
対応情報が含まれる複数の示唆情報を設定する設定手段と、
　前記先特定手段により特定対象となった前記所定の特別情報が前記付与判定の対象とな
るよりも前のタイミングを開始時点として前記設定手段により設定された前記複数の示唆
情報の報知を予め定められた所定周期で変化させ、所定の終了タイミングにて前記変化を
終了させる特別報知を、前記報知手段又はそれとは異なる報知手段において行わせる特別
報知制御手段と、
　前記特別報知を開始してから終了するまでの報知期間を算出する期間算出手段と、
を備え、
　前記設定手段は、前記複数の示唆情報のうちの前記対応情報により前記特定結果の内容
が示唆された状態で前記変化が終了されるように、前記所定周期と前記期間算出手段によ
り算出された前記報知期間とに基づいて、前記特別報知の開始時に報知される前記示唆情
報を設定するものであり、
　前記遊技回制御手段は、前記遊技回用動作を開始してから当該遊技回用動作を終了する
までの動作期間を設定する動作期間設定手段を備え、当該動作期間設定手段により設定さ
れた動作期間に基づいて前記遊技回用動作を実行するものであり、
　前記特別報知の開始タイミングにて実行中の実行遊技回に係る前記動作期間の残り期間
を把握する把握手段と、
　前記実行遊技回と前記所定の特別情報に対応する遊技回との間にて実行される遊技回に
関する前記動作期間の情報を、前記実行遊技回と前記所定の特別情報に対応する遊技回と
の間にて実行される遊技回に対応する特別情報が前記付与判定の対象となるよりも前のタ
イミングにおいて特定する先動作期間特定手段と、
を備え、
　前記期間算出手段は、前記把握手段により把握された残り期間の情報と、前記先動作期
間特定手段により特定された前記動作期間の情報と、に基づいて前記報知期間の算出を行
うものであり、
　前記特別報知制御手段は、前記複数の示唆情報を巡回変化させるものであり、
　前記動作期間設定手段により設定される動作期間は、当該設定される時点での遊技状況
に応じて、前記先動作期間特定手段により特定された時点での動作期間と異なり得る構成
であり、
　これら動作期間の差が、前記示唆情報の巡回周期の自然数倍となるように設定されてい
ることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えばパチンコ遊技機等の遊技機においては、遊技領域に設けられた始動入球部に遊技
球が入球したことを契機として、当たり遊技状態等の所定遊技状態に移行させるか否かの
抽選が行われる。また、例えば遊技領域に設けられた表示装置では、上記抽選が行われた
ことに基づいて絵柄の変動表示が開始され、当該変動表示の最終的な停止表示に際して上
記抽選結果に応じた停止結果が表示されるという１遊技回分の表示演出が実行される。ま
た、絵柄の変動表示が行われている最中に遊技球が始動入球部に入球した場合、当たり抽
選に用いる情報が予め定められた所定数（例えば４個）を上限として保留記憶されるよう
になっているパチンコ遊技機がある。保留記憶された場合には、絵柄の変動表示が終了し
た後に、前記保留記憶された情報を用いて当たり判定が行われ、次回の絵柄の変動表示が
開始される（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－８１８５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、遊技機においては遊技への注目度を高める必要があり、この点について未だ改
良の余地がある。
【０００５】
　本発明は、上記例示した事情等に鑑みてなされたものであり、遊技への注目度を好適に
高めることが可能な遊技機を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　以下、上記課題を解決するための手段について記載する。
【０００７】
　請求項１記載の発明は、
　予め定められた取得条件が成立したことに基づいて、特別情報を取得する情報取得手段
と、
　当該情報取得手段の取得した特別情報を、複数の数として予め定められた所定数を上限
として記憶する取得情報記憶手段と、
　前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報が、予め設定されている付与情報に対
応しているか否かの付与判定を行うとともに、前記取得情報記憶手段に複数の特別情報が
記憶されている場合にはそれら複数の特別情報に対して前記付与判定を順次行う付与判定
手段と、
　当該付与判定手段による付与判定の結果が、判定対象の特別情報が前記付与情報に対応
しているとする付与対応結果となったことに基づいて、遊技者に対して特典を付与する特
典付与手段と、
　前記付与判定手段により前記付与判定が行われたことに基づいて遊技回用動作が開始さ
れ、前記付与判定手段の判定結果に対応した報知結果とし前記遊技回用動作が終了される
ことを遊技回の１回として、前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報に応じて各
遊技回の前記遊技回用動作が行われるように報知手段を制御する遊技回制御手段と、
を備えた遊技機において、
　前記情報取得手段により取得された所定の特別情報について当該所定の特別情報が前記
付与判定の対象となった場合における判定結果に対応する情報を、その特別情報が前記付
与判定の対象となるよりも前のタイミングにおいて特定する先特定手段と、
　前記先特定手段による特定が行われた場合に、該先特定手段による特定結果に対応する
対応情報が含まれる複数の示唆情報を設定する設定手段と、
　前記先特定手段により特定対象となった前記所定の特別情報が前記付与判定の対象とな
るよりも前のタイミングを開始時点として前記設定手段により設定された前記複数の示唆
情報の報知を予め定められた所定周期で変化させ、所定の終了タイミングにて前記変化を
終了させる特別報知を、前記報知手段又はそれとは異なる報知手段において行わせる特別
報知制御手段と、
　前記特別報知を開始してから終了するまでの報知期間を算出する期間算出手段と、
を備え、
　前記設定手段は、前記複数の示唆情報のうちの前記対応情報により前記特定結果の内容
が示唆された状態で前記変化が終了されるように、前記所定周期と前記期間算出手段によ
り算出された前記報知期間とに基づいて、前記特別報知の開始時に報知される前記示唆情
報を設定するものであり、
　前記遊技回制御手段は、前記遊技回用動作を開始してから当該遊技回用動作を終了する
までの動作期間を設定する動作期間設定手段を備え、当該動作期間設定手段により設定さ
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れた動作期間に基づいて前記遊技回用動作を実行するものであり、
　前記特別報知の開始タイミングにて実行中の実行遊技回に係る前記動作期間の残り期間
を把握する把握手段と、
　前記実行遊技回と前記所定の特別情報に対応する遊技回との間にて実行される遊技回に
関する前記動作期間の情報を、前記実行遊技回と前記所定の特別情報に対応する遊技回と
の間にて実行される遊技回に対応する特別情報が前記付与判定の対象となるよりも前のタ
イミングにおいて特定する先動作期間特定手段と、
を備え、
　前記期間算出手段は、前記把握手段により把握された残り期間の情報と、前記先動作期
間特定手段により特定された前記動作期間の情報と、に基づいて前記報知期間の算出を行
うものであり、
　前記特別報知制御手段は、前記複数の示唆情報を巡回変化させるものであり、
　前記動作期間設定手段により設定される動作期間は、当該設定される時点での遊技状況
に応じて、前記先動作期間特定手段により特定された時点での動作期間と異なり得る構成
であり、
　これら動作期間の差が、前記示唆情報の巡回周期の自然数倍となるように設定されてい
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、遊技への注目度を好適に高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施形態におけるパチンコ機を示す正面図である。
【図２】遊技盤の構成を示す正面図である。
【図３】パチンコ機の電気的構成を示すブロック図である。
【図４】（ａ），（ｂ）図柄表示装置の表示画面における表示内容を説明するための説明
図である。
【図５】当否抽選などに用いられる各種カウンタの内容を説明するための説明図である。
【図６】主制御装置のＭＰＵにおけるタイマ割込み処理を示すフローチャートである。
【図７】主制御装置のＭＰＵにおける作動口用の入賞処理を示すフローチャートである。
【図８】主制御装置のＭＰＵにおける通常処理を示すフローチャートである。
【図９】主制御装置のＭＰＵにおける遊技回制御処理を示すフローチャートである。
【図１０】主制御装置のＭＰＵにおけるデータ設定処理を示すフローチャートである。
【図１１】主制御装置のＭＰＵにおける変動開始処理を示すフローチャートである。
【図１２】演出制御装置及び表示制御装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図１３】（ａ）～（ｃ）保留予告の内容を説明するための説明図である。
【図１４】主制御装置のＭＰＵにおける保留予告用の確認処理を示すフローチャートであ
る。
【図１５】（ａ），（ｂ）遊技回の変動表示時間を説明するための説明図である。
【図１６】主制御装置のＭＰＵにおける保留コマンドの設定処理を示すフローチャートで
ある。
【図１７】演出制御装置のＭＰＵにおける保留表示制御用コマンド対応処理を示すフロー
チャートである。
【図１８】演出制御装置のＭＰＵにおける保留表示決定処理を示すフローチャートである
。
【図１９】演出制御装置のＭＰＵにおける大当たり用の保留予告設定処理を示すフローチ
ャートである。
【図２０】（ａ）～（ｃ）保留予告の表示パターンを説明するための説明図である。
【図２１】演出制御装置のＭＰＵにおける外れ用の保留予告設定処理を示すフローチャー
トである。
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【図２２】演出制御装置のＭＰＵにおける変動表示制御処理を示すフローチャートである
。
【図２３】演出制御装置のＭＰＵにおける変動開始用処理を示すフローチャートである。
【図２４】演出制御装置のＭＰＵにおける変動中用処理を示すフローチャートである。
【図２５】演出制御装置のＭＰＵにおける変動終了用処理を示すフローチャートである。
【図２６】（ａ），（ｂ）保留予告が行われる様子を説明するための説明図である。
【図２７】（ａ），（ｂ）保留予告と遊技回の関係を説明するための説明図である。
【図２８】（ａ），（ｂ）第２の実施形態における、保留予告の内容を説明するための説
明図である。
【図２９】主制御装置のＭＰＵにおける保留コマンドの設定処理を示すフローチャートで
ある。
【図３０】演出制御装置のＭＰＵにおける保留表示制御用コマンド対応処理を示すフロー
チャートである。
【図３１】（ａ）演出制御装置のＭＰＵにおける連続演出決定処理を示すフローチャート
であり、（ｂ）連続回数テーブルを説明するための説明図である。
【図３２】演出制御装置のＭＰＵにおける保留表示決定処理を示すフローチャートである
。
【図３３】演出制御装置のＭＰＵにおける大当たり用の保留予告設定処理を示すフローチ
ャートである。
【図３４】（ａ）～（ｃ）保留予告の表示パターンを説明するための説明図である。
【図３５】演出制御装置のＭＰＵにおける外れ用の保留予告設定処理を示すフローチャー
トである。
【図３６】演出制御装置のＭＰＵにおける変動終了用処理を示すフローチャートである。
【図３７】演出制御装置のＭＰＵにおける変動中用処理を示すフローチャートである。
【図３８】（ａ），（ｂ）遊技回と保留予告の関係を説明するための説明図である。
【図３９】（ａ），（ｂ）遊技回と保留予告の関係を説明するための説明図である。
【図４０】第３の実施形態における、当否抽選などに用いられる各種カウンタの内容を説
明するための説明図である。
【図４１】主制御装置のＭＰＵにおけるデータ設定処理を示すフローチャートである。
【図４２】主制御装置のＭＰＵにおける変動表示時間の設定処理を示すフローチャートで
ある。
【図４３】演出制御装置のＭＰＵにおける連続演出決定処理を示すフローチャートである
。
【図４４】（ａ）保留予告が行われる様子を説明するための説明図であり、（ｂ）演出制
御装置のＭＰＵにおける保留表示設定処理を示すフローチャートである。
【図４５】（ａ）～（ｃ）保留予告の変形例を説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　＜第１の実施形態＞
　以下、遊技機の一種であるパチンコ遊技機（以下、「パチンコ機」という）の第１の実
施形態を、図面に基づいて説明する。図１はパチンコ機１０の正面図である。
【００１１】
　パチンコ機１０は、図１に示すように、当該パチンコ機１０の外殻を形成する外枠１１
と、この外枠１１に対して前方に回動可能に取り付けられた遊技機本体１２とを有する。
遊技機本体１２は、内枠（図示略）と、その内枠の前方に配置される前扉枠１４と、内枠
の後方に配置される裏パックユニット（図示略）とを備えている。
【００１２】
　遊技機本体１２のうち内枠が、左右両側部のうち一方を支持側として外枠１１に回動可
能に支持されている。また、内枠には、前扉枠１４が回動可能に支持されており、左右両
側部のうち一方を支持側として前方へ回動可能とされている。また、内枠には、裏パック
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ユニットが回動可能に支持されており、左右両側部のうち一方を支持側として後方へ回動
可能とされている。
【００１３】
　なお、遊技機本体１２には、その回動先端部に施錠装置（図示略）が設けられており、
遊技機本体１２を外枠１１に対して開放不能に施錠状態とする機能を有しているとともに
、前扉枠１４を内枠に対して開放不能に施錠状態とする機能を有している。これらの各施
錠状態は、パチンコ機１０前面にて露出させて設けられたシリンダ錠１７に対して解錠キ
ーを用いて解錠操作を行うことにより、それぞれ解除される。
【００１４】
　内枠には遊技盤２４が搭載されている。ここで、遊技盤２４の構成を図２に基づいて説
明する。図２は、遊技盤２４の正面図である。
【００１５】
　遊技盤２４には、ルータ加工が施されることによって前後方向に貫通する大小複数の開
口部が形成されている。各開口部には一般入賞口３１，可変入賞装置３２，上作動口３３
，下作動口３４，スルーゲート３５、可変表示ユニット３６、メイン表示部４３及び役物
用表示部４４等がそれぞれ設けられている。
【００１６】
　一般入賞口３１、可変入賞装置３２、上作動口３３及び下作動口３４への入球が発生す
ると、それが遊技盤２４の背面側に配設された検知センサ（図示略）により検知され、そ
の検知結果に基づいて所定数の賞球の払い出しが実行される。
【００１７】
　その他に、遊技盤２４の最下部にはアウト口３７が設けられており、各種入賞口等に入
らなかった遊技球はアウト口３７を通って遊技領域から排出される。また、遊技盤２４に
は、遊技球の落下方向を適宜分散、調整等するために多数の釘３８が植設されているとと
もに、風車等の各種部材（役物）が配設されている。
【００１８】
　ここで、入球とは、所定の開口部を遊技球が通過することを意味し、開口部を通過した
後に遊技領域から排出される態様だけでなく、開口部を通過した後に遊技領域から排出さ
れない態様も含まれる。但し、以下の説明では、アウト口３７への遊技球の入球と明確に
区別するために、可変入賞装置３２、上作動口３３、下作動口３４又はスルーゲート３５
への遊技球の入球を、入賞とも表現する。
【００１９】
　上作動口３３及び下作動口３４は、作動口装置としてユニット化されて遊技盤２４に設
置されている。上作動口３３及び下作動口３４はともに上向きに開放されている。また、
上作動口３３が上方となるようにして両作動口３３，３４は鉛直方向に並んでいる。下作
動口３４には、左右一対の可動片よりなるガイド片（サポート片）としての電動役物３４
ａが設けられている。電動役物３４ａの閉鎖状態（非サポート状態又は非ガイド状態）で
は遊技球が下作動口３４に入賞できず、電動役物３４ａが開放状態（サポート状態又はガ
イド状態）となることで下作動口３４への入賞が可能となる。
【００２０】
　可変入賞装置３２は、遊技盤２４の背面側へと通じる大入賞口３２ａを備えているとと
もに、当該大入賞口３２ａを開閉する開閉扉３２ｂを備えている。開閉扉３２ｂは、通常
は遊技球が入賞できない又は入賞しにくい閉鎖状態になっており、内部抽選において開閉
実行モード（開閉実行状態）への移行に当選した場合に遊技球が入賞しやすい所定の開放
状態に切り換えられるようになっている。ここで、開閉実行モードとは、大当たり当選と
なった場合に移行することとなるモードである。当該開閉実行モードについては、後で詳
細に説明する。可変入賞装置３２の開放態様としては、所定時間（例えば３０ｓｅｃ）の
経過又は所定個数（例えば１０個）の入賞を１ラウンドとして、複数ラウンド（例えば１
５ラウンド）を上限として可変入賞装置３２が繰り返し開放される態様がある。
【００２１】
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　メイン表示部４３及び役物用表示部４４は、遊技領域の下部側の外縁に沿って配設され
た装飾部材３９に設けられている。装飾部材３９は、遊技盤２４の盤面からパチンコ機１
０前方に延出している。より具体的には、装飾部材３９の前面は、遊技領域をパチンコ機
１０前方から視認可能とするために前扉枠１４に設けられた窓パネル６２と対向しており
、さらに窓パネル６２との間の距離は遊技球１個分よりも狭くなっている。これにより、
装飾部材３９の前面の前方を遊技球が落下していくのが防止されている。
【００２２】
　装飾部材３９の前面から露出するようにしてメイン表示部４３及び役物用表示部４４が
設けられている。つまり、メイン表示部４３及び役物用表示部４４は、前扉枠１４の窓パ
ネル６２を通じてパチンコ機１０前方から視認可能となっているとともに、これら両表示
部４３，４４の前方を遊技球が落下していくのが防止されている。
【００２３】
　メイン表示部４３では、上作動口３３又は下作動口３４への入賞をトリガとして絵柄の
変動表示が行われ、その変動表示の停止結果として、上作動口３３又は下作動口３４への
入賞に基づいて行われた内部抽選の結果が表示によって明示される。つまり、本パチンコ
機１０では、上作動口３３への入賞と下作動口３４への入賞とが内部抽選において区別さ
れておらず、上作動口３３又は下作動口３４への入賞に基づいて行われた内部抽選の結果
が共通の表示領域であるメイン表示部４３にて明示される。そして、上作動口３３又は下
作動口３４への入賞に基づく内部抽選の結果が開閉実行モードへの移行に対応した当選結
果であった場合には、メイン表示部４３にて所定の停止結果が表示されて変動表示が停止
された後に、開閉実行モードへ移行する。
【００２４】
　なお、メイン表示部４３は、複数のセグメント発光部が所定の態様で配列されてなるセ
グメント表示器により構成されているが、これに限定されることはなく、液晶表示装置、
有機ＥＬ表示装置、ＣＲＴ、ドットマトリックス等その他のタイプの表示装置によって構
成されていてもよい。また、メイン表示部４３にて変動表示される絵柄としては、複数種
の文字が変動表示される構成、複数種の記号が変動表示される構成、複数種のキャラクタ
が変動表示される構成又は複数種の色が切り換え表示される構成などが考えられる。
【００２５】
　役物用表示部４４では、スルーゲート３５への入賞をトリガとして絵柄の変動表示が行
われ、その変動表示の停止結果として、スルーゲート３５への入賞に基づいて行われた内
部抽選の結果が表示によって明示される。スルーゲート３５への入賞に基づく内部抽選の
結果が電役開放状態への移行に対応した当選結果であった場合には、役物用表示部４４に
て所定の停止結果が表示されて変動表示が停止された後に、電役開放状態へ移行する。電
役開放状態では、下作動口３４に設けられた電動役物３４ａが所定の態様で開放状態とな
る。
【００２６】
　可変表示ユニット３６には、絵柄の一種である図柄を変動表示（又は、可変表示若しく
は切換表示）する図柄表示装置４１が設けられている。また、可変表示ユニット３６には
、図柄表示装置４１を囲むようにしてセンターフレーム４２が配設されている。このセン
ターフレーム４２は、その上部がパチンコ機１０前方に延出している。これにより、図柄
表示装置４１の表示画面の前方を遊技球が落下していくのが防止されており、遊技球の落
下により表示画面の視認性が低下するといった不都合が生じない構成となっている。
【００２７】
　図柄表示装置４１は、液晶ディスプレイを備えた液晶表示装置として構成されており、
後述する表示制御装置により表示内容が制御される。なお、図柄表示装置４１は、液晶表
示装置であることに限定されることはなく、プラズマディスプレイ装置、有機ＥＬ表示装
置又はＣＲＴといった他の表示装置であってもよい。
【００２８】
　図柄表示装置４１には、例えば上、中及び下に並べて図柄が表示され、これらの図柄が
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左右方向にスクロールされるようにして変動表示されるようになっている。この場合、図
柄表示装置４１における変動表示は、上作動口３３又は下作動口３４への入賞に基づいて
開始される。すなわち、メイン表示部４３において変動表示が行われる場合には、それに
合わせて図柄表示装置４１において変動表示が行われる。そして、例えば、開閉実行モー
ドとして可変入賞装置３２の大入賞口３２ａの開放が行われることとなる開閉実行モード
に移行する遊技回には、図柄表示装置４１では予め設定されている有効ライン上に所定の
組み合わせの図柄が停止表示される。
【００２９】
　ちなみに、いずれかの作動口３３，３４への入賞に基づいて、メイン表示部４３及び図
柄表示装置４１にて変動表示が開始され、所定の停止結果を表示し上記変動表示が停止さ
れるまでが遊技回の１回に相当する。
【００３０】
　センターフレーム４２の前面側における左上部分には、メイン表示部４３及び図柄表示
装置４１に対応して保留数を発光表示するメイン保留発光部４５が設けられている。メイ
ン保留発光部４５はＬＥＤで構成されている。遊技球が上作動口３３又は下作動口３４に
入賞した個数は最大４個まで保留され、メイン保留発光部４５の点灯によってその保留個
数が表示されるようになっている。
【００３１】
　センターフレーム４２の右上部分には、役物用表示部４４に対応して保留数を発光表示
する役物用保留発光部４６が設けられている。役物用保留発光部４６はＬＥＤで構成され
ている。遊技球がスルーゲート３５を通過した回数は最大４回まで保留され、役物用保留
発光部４６の点灯によってその保留個数が表示されるようになっている。
【００３２】
　遊技盤２４には、内レール部５１と外レール部５２とが取り付けられており、これら内
レール部５１と外レール部５２とにより誘導レールが構成され、内枠において遊技盤２４
の下方に搭載された遊技球発射機構（図示略）から発射された遊技球が遊技領域の上部に
案内されるようになっている。遊技球発射機構は、前扉枠１４に設けられた発射ハンドル
５４が操作されることにより遊技球の発射動作が行われる。
【００３３】
　内枠の前面側全体を覆うようにして前扉枠１４が設けられている。前扉枠１４には、図
１に示すように、遊技領域のほぼ全域を前方から視認することができるようにした窓部６
１が形成されている。窓部６１は、略楕円形状をなし、上述した窓パネル６２が嵌め込ま
れている。窓パネル６２は、ガラスによって無色透明に形成されているが、これに限定さ
れることはなく合成樹脂によって無色透明に形成してもよい。
【００３４】
　窓部６１の周囲には、各種発光部等の発光手段が設けられている。当該各種発光部の一
部として表示発光部６３が窓部６１の上方に設けられている。これら各種発光部はＬＥＤ
から構成されている。また、表示発光部６３の左右両側には、遊技状態に応じた効果音な
どが出力されるスピーカ部６４が設けられている。
【００３５】
　前扉枠１４における窓部６１の下方には、手前側へ膨出した上側膨出部６５と下側膨出
部６６とが上下に並設されている。上側膨出部６５内側には上方に開口した上皿７１が設
けられており、下側膨出部６６内側には同じく上方に開口した下皿７２が設けられている
。上皿７１は、後述する払出装置より払い出された遊技球を一旦貯留し、一列に整列させ
ながら遊技球発射機構側へ導くための機能を有する。また、下皿７２は、上皿７１内にて
余剰となった遊技球を貯留する機能を有する。上皿７１及び下皿７２には、裏パックユニ
ットに搭載された払出装置から払い出された遊技球が排出される。
【００３６】
　内枠の背面側には、主制御装置と、演出制御装置と、表示制御装置とが搭載されている
。また、内枠の背面に対しては既に説明したとおり裏パックユニットが設けられており、
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当該裏パックユニットには、払出装置を含む払出機構部と、払出制御装置と、電源及び発
射制御装置とが搭載されている。以下、パチンコ機１０の電気的な構成について説明する
。
【００３７】
　＜パチンコ機１０の基本的な電気的構成＞
　次に、パチンコ機１０の電気的構成について、図３のブロック図に基づいて説明する。
【００３８】
　主制御装置８１に設けられた主制御基板２０１には、ＭＰＵ２０２が搭載されている。
ＭＰＵ２０２には、当該ＭＰＵ２０２により実行される各種の制御プログラムや固定値デ
ータを記憶したＲＯＭ２０３と、そのＲＯＭ２０３内に記憶される制御プログラムの実行
に際して各種のデータ等を一時的に記憶するためのメモリであるＲＡＭ２０４と、割込回
路、タイマ回路、データ入出力回路、乱数発生器としての各種カウンタ回路などが内蔵さ
れている。なお、ＭＰＵ２０２に対してＲＯＭ２０３及びＲＡＭ２０４が１チップ化され
ていることは必須の構成ではなく、それぞれが個別にチップ化された構成としてもよい。
これは、他の制御装置のＭＰＵにおいても同様である。
【００３９】
　ＭＰＵ２０２には、入力ポート及び出力ポートがそれぞれ設けられている。ＭＰＵ２０
２の入力側には、主制御装置８１に設けられた電断監視基板２０５、払出制御装置９７及
び各種検知センサ２１１などが接続されている。この場合に、電断監視基板２０５には電
源及び発射制御装置９８が接続されており、ＭＰＵ２０２には電断監視基板２０５を介し
て電力が供給される。また、各種検知センサ２１１の一部として、一般入賞口３１、可変
入賞装置３２、上作動口３３、下作動口３４及びスルーゲート３５などといった入賞対応
入球部（払出対応入球部）に対して１対１で対応させて設けられた複数の検知センサが接
続されており、主制御装置８１のＭＰＵ２０２において各入球部への入賞判定（入球判定
）が行われる。また、ＭＰＵ２０２では、上作動口３３又は下作動口３４への入賞に基づ
いて大当たり発生抽選を実行するとともに、スルーゲート３５への入賞に基づいてサポー
ト発生抽選を実行する。
【００４０】
　ＭＰＵ２０２の出力側には、電断監視基板２０５、払出制御装置９７及び演出制御装置
８２が接続されている。払出制御装置９７には、例えば、上記入賞対応入球部への入賞判
定結果に基づいて賞球コマンドが出力される。この場合、賞球コマンドの出力に際しては
、ＲＯＭ２０３のコマンド情報記憶エリア２２３が参照される。そして、一般入賞口３１
への入賞を特定した場合には、１０個の遊技球の払出に対応した賞球コマンドが出力され
、可変入賞装置３２への入賞を特定した場合には、１５個の遊技球の払出に対応した賞球
コマンドが出力され、上作動口３３への入賞を特定した場合には、３個の遊技球の払出に
対応した賞球コマンドが出力され、下作動口３４への入賞を特定した場合には、４個の遊
技球の払出に対応した賞球コマンドが出力される。
【００４１】
　演出制御装置８２には、変動用コマンド、種別コマンド、変動終了コマンドなどの各種
コマンドが出力される。この場合、これら各種コマンドの出力に際しては、ＲＯＭ２０３
のコマンド情報記憶エリア２２３が参照される。これら各種コマンドの詳細については、
後に説明する。なお、上記各コマンドは、所定のバイト数の情報として構成されており、
当該所定のバイト数の情報として各種情報が含まれている。
【００４２】
　また、ＭＰＵ２０２の出力側には、可変入賞装置３２の開閉扉３２ｂを開閉動作させる
可変入賞駆動部３２ｃ、下作動口３４の電動役物３４ａを開閉動作させる電動役物駆動部
３４ｂ、及びメイン表示部４３が接続されている。主制御基板２０１には各種ドライバ回
路が設けられており、当該ドライバ回路を通じてＭＰＵ２０２は各種駆動部の駆動制御を
実行する。
【００４３】
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　電断監視基板２０５は、主制御基板２０１と電源及び発射制御装置９８とを中継し、ま
た電源及び発射制御装置９８から出力される最大電圧である直流安定２４ボルトの電圧を
監視する。払出制御装置９７は、主制御装置８１から入力した賞球コマンドに基づいて、
払出装置９６により賞球や貸し球の払出制御を行うものである。
【００４４】
　電源及び発射制御装置９８は、例えば、遊技場等における商用電源（外部電源）に接続
されている。そして、その商用電源から供給される外部電力に基づいて主制御基板２０１
や払出制御装置９７等に対して各々に必要な動作電力を生成するとともに、その生成した
動作電力を所定の電力経路を通じて供給する。また、電源及び発射制御装置９８は、主制
御基板２０１から出力された発射許可信号に基づいて遊技球発射機構の発射制御を担うも
のであり、遊技球発射機構は所定の発射条件が整っている場合に駆動される。
【００４５】
　演出制御装置８２は、主制御装置８１から入力した各種コマンドに基づいて、可変表示
ユニット３６に設けられた各保留発光部４５，４６及び前扉枠１４に設けられた表示発光
部６３やスピーカ部６４を駆動制御する。また、演出制御装置８２は、表示制御装置２１
２を制御する。表示制御装置２１２では、演出制御装置８２から入力したコマンドに基づ
いて、図柄表示装置４１の表示制御を実行する。
【００４６】
　ここで、図柄表示装置４１の表示内容について図４に基づいて説明する。図４は図柄表
示装置４１の表示画面Ｇを示す図である。
【００４７】
　図４（ａ）に示すように、図柄表示装置４１の表示画面Ｇには、複数の変動表示領域が
設定されている。具体的には、複数の変動表示領域として、上段・中段・下段の３つの図
柄列Ｚ１，Ｚ２，Ｚ３が設定されている。各図柄列Ｚ１～Ｚ３は、主図柄と副図柄が所定
の順序で配列されて構成されている。
【００４８】
　詳細には、上図柄列Ｚ１には、「１」～「９」の９種類の主図柄が数字の降順に配列さ
れるとともに、各主図柄の間に副図柄が１つずつ配されている。下図柄列Ｚ３には、「１
」～「９」の９種類の主図柄が数字の昇順に配列されるとともに、各主図柄の間に副図柄
が１つずつ配されている。つまり、上図柄列Ｚ１と下図柄列Ｚ３は１８個の図柄により構
成されている。これに対し、中図柄列Ｚ２には、数字の昇順に「１」～「９」の９種類の
主図柄が配列された上で「９」の主図柄と「１」の主図柄との間に「４」の主図柄が付加
的に配列され、これら各主図柄の間に副図柄が１つずつ配されている。つまり、中図柄列
Ｚ２に限っては、１０個の主図柄が配されて２０個の図柄により構成されている。そして
、表示画面Ｇでは、これら各図柄列Ｚ１～Ｚ３の図柄が周期性をもって所定の向きにスク
ロールするように変動表示される。また、図４（ｂ）に示すように、表示画面Ｇは、図柄
列毎に３個の図柄が停止表示されるようになっており、結果として３×３の計９個の図柄
が停止表示されるようになっている。
【００４９】
　また、表示画面Ｇには、５つの有効ライン、すなわち左ラインＬ１、中ラインＬ２、右
ラインＬ３、右下がりラインＬ４、右上がりラインＬ５が設定されている。そして、上図
柄列Ｚ１→下図柄列Ｚ３→中図柄列Ｚ２の順に変動表示が停止し、いずれかの有効ライン
に同一の数字が付された図柄の組み合わせが形成された状態で全図柄列Ｚ１～Ｚ３の変動
表示が終了すれば、後述する通常大当たり結果又は確変大当たり結果の発生として大当た
り動画が表示されるようになっている。
【００５０】
　本パチンコ機１０では、奇数番号（１，３，５，７，９）が付された主図柄は「特定図
柄」に相当し、確変大当たり結果が発生する場合には、同一の特定図柄の組み合わせが停
止表示される。また、偶数番号（２，４，６，８）が付された主図柄は「非特定図柄」に
相当し、通常大当たり結果が発生する場合には、同一の非特定図柄の組み合わせが停止表
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示される。
【００５１】
　なお、図柄表示装置４１における図柄の変動表示の態様は上記のものに限定されること
はなく任意であり、図柄列の数、図柄列における図柄の変動表示の方向、各図柄列の図柄
数などは適宜変更可能である。また、図柄表示装置４１にて変動表示される絵柄の種類は
上記のように数字が付された図柄に限定されることはなく、例えば、数字そのものが変動
表示される構成としてもよく、図柄そのものが変動表示される構成としてもよい。
【００５２】
　表示画面Ｇの下部には、保留表示領域Ｇａが設定されている。保留表示領域Ｇａは、遊
技球が上作動口３３又は下作動口３４に入賞した場合の最大保留個数と同一の数の単位保
留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４が左右方向に並べて区画表示されるようにして設けられている
。具体的には、遊技球が上作動口３３又は下作動口３４に入賞した場合の最大保留個数は
４個であり、これに対応させて保留表示領域Ｇａには、第１単位保留表示領域Ｇａ１、第
２単位保留表示領域Ｇａ２、第３単位保留表示領域Ｇａ３、第４単位保留表示領域Ｇａ４
が設定されている。
【００５３】
　例えば、遊技球が上作動口３３又は下作動口３４に入賞した場合の保留個数が１個の場
合には、第１単位保留表示領域Ｇａ１のみにて所定の保留用画像が表示され、遊技球が上
作動口３３又は下作動口３４に入賞した場合の保留個数が４個の場合には、第１単位保留
表示領域Ｇａ１～第４単位保留表示領域Ｇａ４の全てにおいて所定の保留用画像が表示さ
れる。
【００５４】
　さらに表示画面Ｇの下部には、保留表示領域Ｇａと並列させて実行用表示領域Ｇｂが設
定されている。実行用表示領域Ｇｂには、現在実行している遊技回に対応する上記所定の
保留用画像が表示される。
【００５５】
　＜各種カウンタ及び保留球格納エリアについて＞
　次に、上記の如く構成されたパチンコ機１０の動作について説明する。
【００５６】
　ＭＰＵ２０２は遊技に際し各種カウンタ情報を用いて、大当たり発生抽選、メイン表示
部４３の表示の設定、図柄表示装置４１の図柄表示の設定、役物用表示部４４の表示の設
定などを行うこととしており、具体的には、図５に示すように、大当たり発生の抽選に使
用する大当たり乱数カウンタＣ１と、確変大当たり結果や通常大当たり結果等の大当たり
種別を判定する際に使用する大当たり種別カウンタＣ２と、図柄表示装置４１が外れ変動
する際のリーチ抽選に使用するリーチ乱数カウンタＣ３と、大当たり乱数カウンタＣ１の
初期値設定に使用する乱数初期値カウンタＣＩＮＩと、メイン表示部４３及び図柄表示装
置４１における変動表示時間を決定する変動種別カウンタＣＳとを用いることとしている
。さらに、下作動口３４の電動役物３４ａを電役開放状態とするか否かの抽選に使用する
電動役物開放カウンタＣ４を用いることとしている。
【００５７】
　各カウンタＣ１～Ｃ３，ＣＩＮＩ，ＣＳ，Ｃ４は、その更新の都度前回値に１が加算さ
れ、最大値に達した後０に戻るループカウンタとなっている。各カウンタは短時間間隔で
更新され、その更新値がＲＡＭ２０４の抽選カウンタ用バッファ２３１に適宜格納される
。このうち抽選カウンタ用バッファ２３１において、大当たり乱数カウンタＣ１、大当た
り種別カウンタＣ２、リーチ乱数カウンタＣ３及び変動種別カウンタＣＳに対応した情報
は、上作動口３３又は下作動口３４への入賞が発生した場合に、取得情報記憶手段として
の保留球格納エリア２３２に格納される。
【００５８】
　保留球格納エリア２３２は、保留用エリアＲＥと、実行エリアＡＥとを備えている。保
留用エリアＲＥは、第１保留エリアＲＥ１、第２保留エリアＲＥ２、第３保留エリアＲＥ
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３及び第４保留エリアＲＥ４を備えており、上作動口３３又は下作動口３４への入賞履歴
に合わせて、抽選カウンタ用バッファ２３１に格納されている大当たり乱数カウンタＣ１
、大当たり種別カウンタＣ２、リーチ乱数カウンタＣ３及び変動種別カウンタＣＳの各数
値情報が保留情報として、いずれかの保留エリアＲＥ１～ＲＥ４に格納される。
【００５９】
　この場合、第１保留エリアＲＥ１～第４保留エリアＲＥ４には、上作動口３３又は下作
動口３４への入賞が複数回連続して発生した場合に、第１保留エリアＲＥ１→第２保留エ
リアＲＥ２→第３保留エリアＲＥ３→第４保留エリアＲＥ４の順に各数値情報が時系列的
に格納されていく。このように４つの保留エリアＲＥ１～ＲＥ４が設けられていることに
より、上作動口３３又は下作動口３４への遊技球の入賞履歴が最大４個まで保留記憶され
るようになっている。また、保留球格納エリア２３２は、保留数記憶エリアＮＡを備えて
おり、当該保留数記憶エリアＮＡには上作動口３３又は下作動口３４への入賞履歴を保留
記憶している数を特定するための情報が格納される。
【００６０】
　実行エリアＡＥは、メイン表示部４３の変動表示を開始する際に、保留用エリアＲＥの
第１保留エリアＲＥ１に格納された各値を移動させるためのエリアであり、１遊技回の開
始に際しては実行エリアＡＥに記憶されている各種数値情報に基づいて、当否判定などが
行われる。
【００６１】
　上記各カウンタについて詳細に説明する。
【００６２】
　大当たり乱数カウンタＣ１は、例えば０～２９９の範囲内で順に１ずつ加算され、最大
値に達した後０に戻る構成となっている。特に大当たり乱数カウンタＣ１が１周した場合
、その時点の乱数初期値カウンタＣＩＮＩの値が当該大当たり乱数カウンタＣ１の初期値
として読み込まれる。なお、乱数初期値カウンタＣＩＮＩは、大当たり乱数カウンタＣ１
と同様のループカウンタである（値＝０～２９９）。大当たり乱数カウンタＣ１は定期的
に更新され、遊技球が上作動口３３又は下作動口３４に入賞したタイミングでＲＡＭ２０
４の保留球格納エリア２３２に格納される。
【００６３】
　大当たり当選となる乱数の値は、ＲＯＭ２０３における当否情報群記憶手段としての当
否テーブル記憶エリア２２１に当否テーブル（当否情報群）として記憶されている。
【００６４】
　ここで、本パチンコ機１０では、当否抽選手段における抽選モードとして、低確率モー
ド（低確率状態）と高確率モード（高確率状態）とが設定されている。そして、低確率モ
ードにおいて参照される大当たり数値情報の数と、高確率モードにおいて参照される大当
たり数値情報の数とが異なっており、前者の方が後者よりも少ない数となっている。これ
により、高確率モードの方が低確率モードよりも大当たり当選となる確率が高くなる。
【００６５】
　大当たり種別カウンタＣ２は、０～２９の範囲内で順に１ずつ加算され、最大値に達し
た後０に戻る構成となっている。大当たり種別カウンタＣ２は定期的に更新され、遊技球
が上作動口３３又は下作動口３４に入賞したタイミングでＲＡＭ２０４の保留球格納エリ
ア２３２に格納される。
【００６６】
　大当たり種別カウンタＣ２に対する遊技結果の振分先は、ＲＯＭ２０３における振分情
報群記憶手段としての振分テーブル記憶エリアに振分テーブル（振分情報群）として記憶
されている。そして、かかる振分先として、通常大当たり結果と、確変大当たり結果とが
設定されている。
【００６７】
　通常大当たり結果は、開閉実行モードの終了後に、当否抽選モードが低確率モードとな
る大当たり結果である。また、確変大当たり結果は、開閉実行モードの終了後に、当否抽
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選モードが高確率モードとなる大当たり結果である。
【００６８】
　振分テーブルにおいて、「０～９」が通常大当たり結果に対応しており、「１０～２９
」が確変大当たり結果に対応しているが、この数値の振分は任意である。また、大当たり
結果の振分先は、上記の２種類に限定されることはなく、例えば、開閉実行モードにおい
て遊技球の獲得期待値が高低となるように複数のモードを設定し、当該開閉実行モードの
移行先のモードに差異を設けることで大当たり結果の種別を上記の２種類よりも増やす構
成としてもよい。
【００６９】
　リーチ乱数カウンタＣ３は、例えば０～２３９の範囲内で順に１ずつ加算され、最大値
に達した後０に戻る構成となっている。リーチ乱数カウンタＣ３は定期的に更新され、遊
技球が上作動口３３又は下作動口３４に入賞したタイミングでＲＡＭ２０４の保留球格納
エリア２３２に格納される。そして、ＲＯＭ２０３のリーチ用テーブル記憶エリアに記憶
されたリーチ用テーブルに基づいてリーチを発生させるか否かを決定することとしている
。例えば、「２００～２３９」がリーチ発生当選に対応した数値情報となるようにリーチ
用テーブルが設定されている。
【００７０】
　ちなみに、開閉実行モードに移行する遊技回においては、ＭＰＵ２０２では、リーチ乱
数カウンタＣ３の値に関係なくリーチ発生の決定を行う。
【００７１】
　ここで、リーチ表示（リーチ状態）とは、図柄（絵柄）の変動表示（又は可変表示）を
行うことが可能な図柄表示装置４１を備え、可変入賞装置３２が開閉実行モードとなる遊
技回では変動表示後の停止表示結果が特別表示結果となる遊技機において、図柄表示装置
４１における図柄（絵柄）の変動表示（又は可変表示）が開始されてから停止表示結果が
導出表示される前段階で、前記特別表示結果となり易い変動表示状態であると遊技者に思
わせるための表示状態をいう。
【００７２】
　換言すれば、図柄表示装置４１の表示画面に表示される複数の図柄列のうち一部の図柄
列について図柄を停止表示させることで、開閉実行モードの発生に対応した大当たり図柄
の組み合わせが成立する可能性があるリーチ図柄の組み合わせを表示し、その状態で残り
の図柄列において図柄の変動表示を行う表示状態のことである。
【００７３】
　より具体的には、図柄の変動表示を終了させる前段階として、図柄表示装置４１の表示
画面内の予め設定された有効ライン上に、開閉実行モードの発生に対応した大当たり図柄
の組み合わせが成立する可能性のあるリーチ図柄の組み合わせを停止表示させることによ
りリーチラインを形成させ、当該リーチラインが形成されている状況下において最終停止
図柄列により図柄の変動表示を行うことである。
【００７４】
　図４の表示内容について具体的に説明すると、先ず全図柄列Ｚ１～Ｚ３について高速変
動表示が開始される。この場合、どの図柄が表示されているかは認識できない又は困難と
なっている。その後、上図柄列Ｚ１の変動表示態様が、高速変動表示から、遊技者が表示
されている図柄を認識することができる低速変動表示に切り換わる。そして、上図柄列Ｚ
１の変動表示が終了するとともに、下図柄列Ｚ３の変動表示態様が高速変動表示から低速
変動表示に切り換わる。その後、下図柄列Ｚ３の変動表示が終了する。この場合、いずれ
かの有効ラインＬ１～Ｌ５に同一の数字が付された主図柄が停止表示されることでリーチ
ラインが形成される。そして、中図柄列Ｚ２の変動表示が高速変動表示から低速変動表示
に切り換わり、開閉実行モードが発生する場合には、リーチラインを形成している主図柄
と同一の数字が付された主図柄がリーチライン上に停止表示されるようにして中段の図柄
列Ｚ２における図柄の変動表示が終了される。
【００７５】
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　また、リーチ表示には、上記のようにリーチ図柄の組み合わせを表示した状態で、残り
の図柄列において図柄の変動表示を行うとともに、その背景画面において所定のキャラク
タなどを動画として表示することによりリーチ演出を行うものや、リーチ図柄の組み合わ
せを縮小表示させる又は非表示とした上で、表示画面の略全体において所定のキャラクタ
などを動画として表示することによりリーチ演出を行うものが含まれる。また、リーチ表
示が行われている場合又はリーチ表示の前に所定のキャラクタといった所定画像を用いた
予告表示を行うか否かの決定を、リーチ乱数カウンタＣ３やその他のカウンタを用いて行
うようにしてもよい。
【００７６】
　変動種別カウンタＣＳは、例えば０～１９９の範囲内で順に１ずつ加算され、最大値に
達した後０に戻る構成となっている。変動種別カウンタＣＳは定期的に更新され、遊技球
が上作動口３３又は下作動口３４に入賞したタイミングでＲＡＭ２０４の保留球格納エリ
ア２３２に格納される。変動種別カウンタＣＳは、メイン表示部４３における変動表示時
間と、図柄表示装置４１における図柄の変動表示時間とをＭＰＵ２０２において決定する
上で用いられる。なお、変動種別カウンタＣＳを用いて上記変動表示時間を決定する場合
には、ＲＯＭ２０３の変動表示時間テーブル記憶エリア２２２に記憶された変動表示時間
テーブルが参照される。
【００７７】
　電動役物開放カウンタＣ４は、例えば、０～２４９の範囲内で順に１ずつ加算され、最
大値に達した後０に戻る構成となっている。電動役物開放カウンタＣ４は定期的に更新さ
れ、スルーゲート３５に遊技球が入賞したタイミングでＲＡＭ２０４の電役保留エリアに
格納される。そして、所定のタイミングにおいて、その格納された電動役物開放カウンタ
Ｃ４の値によって電動役物３４ａを開放状態に制御するか否かの抽選が行われる。
【００７８】
　＜主制御基板２０１のＭＰＵ２０２にて実行される各種処理について＞
　次に、主制御基板２０１のＭＰＵ２０２にて各遊技回の遊技を進行させる上で実行され
るタイマ割込み処理及び通常処理を説明する。
【００７９】
　なお、ＭＰＵ２０２では、上記タイマ割込み処理及び通常処理の他に、電源投入に伴い
起動されるメイン処理が実行されるとともに、ＮＭＩ端子（ノンマスカブル端子）への電
断監視基板２０５からの電断信号の入力により起動されるＮＭＩ割込み処理が実行される
が、これらの処理については説明を省略する。
【００８０】
　＜タイマ割込み処理＞
　先ず、タイマ割込み処理について、図６のフローチャートを参照しながら説明する。本
処理はＭＰＵ２０２により定期的に（例えば２ｍｓｅｃ周期で）起動される。
【００８１】
　ステップＳ１０１では、読み込み処理を実行する。読み込み処理では、主制御装置８１
に接続されている上作動口３３及び下作動口３４に対応したセンサの状態を読み込むとと
もに、当該センサの状態を判定して検出情報（入賞検知情報）を保存する。
【００８２】
　ステップＳ１０１にて読み込み処理を実行した後は、ステップＳ１０２に進む。ステッ
プＳ１０２では、乱数初期値カウンタＣＩＮＩの更新を実行する。具体的には、乱数初期
値カウンタＣＩＮＩを１加算するとともに、そのカウンタ値が最大値に達した際０にクリ
アする。そして、乱数初期値カウンタＣＩＮＩの更新値を、ＲＡＭ２０４の該当するバッ
ファ領域に格納する。
【００８３】
　続くステップＳ１０３では、大当たり乱数カウンタＣ１、大当たり種別カウンタＣ２、
リーチ乱数カウンタＣ３及び電動役物開放カウンタＣ４の更新を実行する。具体的には、
大当たり乱数カウンタＣ１、大当たり種別カウンタＣ２、リーチ乱数カウンタＣ３及び電
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動役物開放カウンタＣ４をそれぞれ１加算するとともに、それらのカウンタ値が最大値に
達した際それぞれ０にクリアする。そして、各カウンタＣ１～Ｃ４の更新値を、ＲＡＭ２
０４の該当するバッファ領域に格納する。
【００８４】
　続くステップＳ１０４では、スルーゲート３５への入賞に伴うスルー用の入賞処理を実
行する。スルー用の入賞処理では、電役保留エリアに記憶されている役物保留記憶数が４
未満であることを条件として、前記ステップＳ１０３にて更新した電動役物開放カウンタ
Ｃ４の値を電役保留エリアに格納する。また、演出制御装置８２に対して、役物保留記憶
数と対応する可変表示ユニット３６の役物用保留発光部４６を点灯させるための処理を実
行する。
【００８５】
　その後、ステップＳ１０５にて、作動口３３，３４への入賞に伴う作動口用の入賞処理
を実行した後に、本タイマ割込み処理を終了する。
【００８６】
　＜作動口用の入賞処理＞
　作動口用の入賞処理について図７のフローチャートを参照しながら説明する。
【００８７】
　ステップＳ２０１では、ＲＡＭ２０４の各種フラグ格納エリア２３４における上作動口
入賞フラグ格納エリアに上作動口入賞フラグが格納されているか否かを判定する。当該上
作動口入賞フラグは、上作動口３３への遊技球の入賞が発生した場合に、上記タイマ割込
み処理（図６）の読み込み処理（ステップＳ１０１）にて格納される。上作動口入賞フラ
グが格納されていない場合には、ステップＳ２０２～ステップＳ２０６の処理を実行する
ことなくステップＳ２０７に進む。上作動口入賞フラグが格納されている場合には、ステ
ップＳ２０２に進む。
【００８８】
　ステップＳ２０２では、上作動口入賞フラグを消去する。続くステップＳ２０３では、
保留球格納エリア２３２の保留数記憶エリアＮＡに格納された値を読み出し、保留用エリ
アＲＥに保留記憶されている保留記憶数Ｎが上限値（本実施の形態では「４」）未満であ
るか否かを判定する。保留記憶数Ｎが上限値以上である場合には、そのままステップＳ２
０７に進む。保留記憶数Ｎが上限値未満である場合には、ステップＳ２０４に進み、保留
記憶数Ｎを１加算する。
【００８９】
　続くステップＳ２０５では、前回のステップＳ１０３にて更新した大当たり乱数カウン
タＣ１、大当たり種別カウンタＣ２、リーチ乱数カウンタＣ３及び変動種別カウンタＣＳ
の各値（各数値情報）を、保留用エリアＲＥの空き保留エリアＲＥ１～ＲＥ４のうち最初
の保留エリア、すなわち上記ステップＳ２０４にて１加算した保留記憶数Ｎと対応する保
留エリアに格納する。
【００９０】
　続くステップＳ２０６では、上作動口３３又は下作動口３４への入賞が発生したことを
サブ側（副側）の制御装置である演出制御装置８２及び表示制御装置２１２に認識させる
とともに、演出制御装置８２において保留予告を実行させるための処理である保留予告用
の確認処理を実行する。かかる処理については、後で詳細に説明する。
【００９１】
　ステップＳ２０１にて否定判定した場合、ステップＳ２０３にて否定判定した場合又は
ステップＳ２０６の処理を実行した後には、ステップＳ２０７にて、ＲＡＭ２０４の各種
フラグ格納エリア２３４における下作動口入賞フラグ格納エリアに下作動口入賞フラグが
格納されているか否かを判定する。当該下作動口入賞フラグは、下作動口３４への遊技球
の入賞が発生した場合に、上記タイマ割込み処理（図６）の読み込み処理（ステップＳ１
０１）にて格納される。下作動口入賞フラグが格納されていない場合には、そのまま本入
賞処理を終了する。下作動口入賞フラグが格納されている場合には、ステップＳ２０８に
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て下作動口入賞フラグを消去した後に、ステップＳ２０３～ステップＳ２０６の処理を実
行する。この場合、ステップＳ２０３～ステップＳ２０６の処理後におけるステップＳ２
０７の処理にて否定判定をすることで、本入賞処理を終了する。
【００９２】
　遊技領域に作動口として上作動口３３と下作動口３４とが設けられ両作動口３３，３４
への入賞が同時に発生し得る構成において、タイマ割込み処理の１回の処理回で、上作動
口３３への入賞が発生したか否か及び下作動口３４への入賞が発生したか否かが判定され
るとともに、両作動口３３，３４への入賞が同時に発生している場合には、それぞれの入
賞に対して、ステップＳ２０３～ステップＳ２０５の情報取得処理と、ステップＳ２０６
の入賞に基づくサブ側の制御装置への情報送信処理とが実行される。これにより、両作動
口３３，３４への入賞が同時に発生した場合であっても、上作動口３３への入賞に基づく
保留情報の取得及び下作動口３４への入賞に基づく保留情報の取得を正確に行うことがで
きるとともに、サブ側の制御装置への情報送信処理を早いタイミングで実行することがで
きる。
【００９３】
　＜通常処理＞
　次に、通常処理の流れを図８のフローチャートを参照しながら説明する。通常処理は電
源投入に伴い起動されるメイン処理が実行された後に開始される処理であり、通常処理で
は遊技の主要な処理が実行される。その概要として、ステップＳ３０１～Ｓ３０６の処理
が４ｍｓｅｃ周期の定期処理として実行され、その残余時間でステップＳ３０８，Ｓ３０
９のカウンタ更新処理が実行される構成となっている。
【００９４】
　通常処理において、ステップＳ３０１では、タイマ割込み処理又は前回の通常処理で設
定したコマンド等の出力データをサブ側の各制御装置に送信する。具体的には、賞球コマ
ンドの有無を判定し、賞球コマンドが設定されていればそれを払出制御装置９７に対して
送信する。また、各種保留コマンド、変動用コマンド、種別コマンド、変動終了コマンド
等の演出用コマンドが設定されている場合にはそれを演出制御装置８２に対して送信する
。
【００９５】
　次に、ステップＳ３０２では、変動種別カウンタＣＳの更新を実行する。具体的には、
変動種別カウンタＣＳを１インクリメントするとともに、カウンタ値が最大値に達した際
にはカウンタ値を０にクリアする。そして、変動種別カウンタＣＳの更新値を、ＲＡＭ２
０４の該当するバッファ領域に格納する。
【００９６】
　続くステップＳ３０３では、払出制御装置９７より受信した賞球計数信号や払出異常信
号を読み込む。その後、ステップＳ３０４では、各遊技回における遊技を制御するための
遊技回制御処理を実行する。この遊技回制御処理では、大当たり判定、図柄表示装置４１
による図柄の変動表示の設定、及びメイン表示部４３の表示制御などを行う。遊技回制御
処理については、後で詳細に説明する。
【００９７】
　その後、ステップＳ３０５では、遊技状態を移行させるための遊技状態移行処理を実行
する。この遊技状態移行処理により、遊技状態が開閉実行モード、高確率モードなどに移
行する。
【００９８】
　その後のステップＳ３０６では、下作動口３４に設けられた電動役物３４ａを駆動制御
するための電役サポート用処理を実行する。この電役サポート用処理では、電動役物３４
ａを開放状態とするか否かの判定、役物用表示部４４の表示制御などを行う。この場合、
既に説明した通り、スルーゲート３５への入賞を契機に抽選を行い、当該抽選結果に基づ
いて電動役物３４ａの駆動制御を行う。
【００９９】
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　続くステップＳ３０７では、次の通常処理の実行タイミングに至ったか否か、すなわち
前回の通常処理の開始から所定時間（本実施の形態では４ｍｓｅｃ）が経過したか否かを
判定する。そして、次の通常処理の実行タイミングに至るまでの残余時間内において、乱
数初期値カウンタＣＩＮＩ及び変動種別カウンタＣＳの更新を繰り返し実行する（ステッ
プＳ３０８，Ｓ３０９）。つまり、ステップＳ３０８では、乱数初期値カウンタＣＩＮＩ
の更新を実行する。具体的には、乱数初期値カウンタＣＩＮＩを１インクリメントすると
ともに、そのカウンタ値が最大値に達した際０にクリアする。そして、乱数初期値カウン
タＣＩＮＩの更新値を、ＲＡＭ２０４の該当するバッファ領域に格納する。また、ステッ
プＳ３０９では、変動種別カウンタＣＳの更新を実行する。具体的には、変動種別カウン
タＣＳを１インクリメントするとともに、そのカウンタ値が最大値に達した際０にクリア
する。そして、変動種別カウンタＣＳの更新値を、ＲＡＭ２０４の該当するバッファ領域
に格納する。
【０１００】
　ここで、ステップＳ３０１～Ｓ３０６の各処理の実行時間は遊技の状態に応じて変化す
るため、次の通常処理の実行タイミングに至るまでの残余時間は一定でなく変動する。故
に、かかる残余時間を使用して乱数初期値カウンタＣＩＮＩの更新を繰り返し実行するこ
とにより、乱数初期値カウンタＣＩＮＩ（すなわち、大当たり乱数カウンタＣ１の初期値
）をランダムに更新することができ、同様に変動種別カウンタＣＳについてもランダムに
更新することができる。
【０１０１】
　＜遊技回制御処理＞
　次に、ステップＳ３０４の遊技回制御処理を図９～図１１のフローチャートを参照して
説明する。
【０１０２】
　図９に示す遊技回制御処理では、先ずステップＳ４０１にて、開閉実行モード中か否か
を判定する。具体的には、ＲＡＭ２０４の各種フラグ格納エリア２３４における開閉実行
モードフラグ格納エリア（開閉実行状態情報記憶手段）に開閉実行モードフラグ（開閉実
行状態情報）が格納されているか否かを判定する。当該開閉実行モードフラグは、遊技状
態移行処理にて遊技状態を開閉実行モードに移行させる場合に格納され、同じく遊技状態
移行処理にて開閉実行モードを終了させる場合に消去される。
【０１０３】
　開閉実行モード中である場合には、ステップＳ４０２以降の処理、すなわちステップＳ
４０２～ステップＳ４０５の遊技回開始用処理及びステップＳ４０６～ステップＳ４０９
の遊技回進行用処理のいずれも実行することなく、本遊技回制御処理を終了する。つまり
、開閉実行モード中である場合には、作動口３３，３４への入賞が発生しているか否かに
関係なく、遊技回が開始されることはない。
【０１０４】
　開閉実行モード中でない場合には、ステップＳ４０２にて、メイン表示部４３が変動表
示中であるか否かを判定する。なお、この判定は、ＲＡＭ２０４の各種フラグ格納エリア
２３４における変動表示中フラグ格納エリア（変動表示中情報記憶手段）に変動表示中フ
ラグ（変動表示中情報）が格納されているか否かを判定することにより行う。変動表示中
フラグは、メイン表示部４３において変動表示を開始させる場合に格納され、その変動表
示が終了する場合に消去される。
【０１０５】
　メイン表示部４３が変動表示中でない場合には、ステップＳ４０３～ステップＳ４０５
の遊技回開始用処理に進む。遊技回開始用処理では、先ずステップＳ４０３にて、保留記
憶数Ｎが「０」であるか否かを判定する。保留記憶数Ｎが「０」である場合とは、保留球
格納エリア２３２に保留情報が記憶されていないことを意味する。したがって、そのまま
本遊技回制御処理を終了する。
【０１０６】
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　保留記憶数Ｎが「０」でない場合には、ステップＳ４０４にて保留球格納エリア２３２
に記憶されているデータを変動表示用に設定するためのデータ設定処理を実行し、さらに
ステップＳ４０５にてメイン表示部４３における変動表示及び図柄表示装置４１における
変動表示を開始させるための変動開始処理を実行する。変動開始処理を実行したら本遊技
回制御処理を終了する。
【０１０７】
　ここで、ステップＳ４０４のデータ設定処理及びステップＳ４０５の変動開始処理につ
いて、以下に詳細に説明する。
【０１０８】
　先ず、ステップＳ４０４のデータ設定処理について、図１０のフローチャートを参照し
て説明する。
【０１０９】
　データ設定処理では、先ずステップＳ５０１にて、保留記憶数Ｎを１減算する。続くス
テップＳ５０２にて、保留用エリアＲＥの第１保留エリアＲＥ１に格納されたデータを実
行エリアＡＥに移動する。
【０１１０】
　その後、ステップＳ５０３にて、保留用エリアＲＥの各保留エリアＲＥ１～ＲＥ４に格
納されたデータ（すなわち、保留情報）をシフトさせる処理を実行する。このデータシフ
ト処理は、第１保留エリアＲＥ１～第４保留エリアＲＥ４に格納されているデータを下位
エリア側に順にシフトさせる処理であって、第１保留エリアＲＥ１のデータをクリアする
とともに、第２保留エリアＲＥ２→第１保留エリアＲＥ１、第３保留エリアＲＥ３→第２
保留エリアＲＥ２、第４保留エリアＲＥ４→第３保留エリアＲＥ３といった具合に各エリ
ア内のデータがシフトされる。
【０１１１】
　続くステップＳ５０４では、保留エリアのデータのシフトが行われたことを演出制御装
置８２に認識させるための情報であるシフト時コマンドを設定する。その後、本データ設
定処理を終了する。ステップＳ５０４にて設定されたシフト時コマンドは、通常処理（図
８）におけるステップＳ３０１にて、演出制御装置８２に送信される。演出制御装置８２
では、シフト時コマンドを受信することで、メイン保留発光部４５における表示を保留個
数の減少に対応させて変更するための処理を実行する。また、演出制御装置８２は、表示
制御装置２１２を制御して、図柄表示装置４１の保留表示領域Ｇａにおける表示を保留個
数の減少に対応させて変更するための処理を実行する。
【０１１２】
　次に、ステップＳ４０５の変動開始処理について、図１１のフローチャートを参照して
説明する。
【０１１３】
　変動開始処理では、先ずステップＳ６０１にて、今回の変動開始処理に対応した保留情
報が大当たり当選に対応しているか否かを判定するための当否判定処理を実行する。当否
判定処理では、先ず当否抽選モードが高確率モードであるか否かを判定する。高確率モー
ドである場合には当否テーブル記憶エリア２２１に記憶されているテーブルのうち高確率
モード用の当否テーブルを参照して、実行エリアＡＥに格納された情報のうち当否判定用
の情報、すなわち大当たり乱数カウンタＣ１に係る値が高確率用の大当たり数値情報と一
致しているか否かを判定する。また、低確率モードである場合には当否テーブル記憶エリ
ア２２１に記憶されているテーブルのうち低確率モード用の当否テーブルを参照して、実
行エリアＡＥに格納されている大当たり乱数カウンタＣ１に係る値が低確率用の大当たり
数値情報と一致しているか否かを判定する。
【０１１４】
　ステップＳ６０１にて当否判定処理を実行した後は、ステップＳ６０２にて大当たり当
選であるか否かを判定する。具体的には、ＭＰＵ２０２のレジスタに大当たり情報が記憶
されているか否かを判定する。大当たり情報が記憶されている場合には、ステップＳ６０
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３にて種別判定処理を実行する。
【０１１５】
　種別判定処理では、実行エリアＡＥに格納された情報のうち種別判定用の情報、すなわ
ち大当たり種別カウンタＣ２によって更新された情報から取得した情報を把握する。また
、ＲＯＭ２０３の振分テーブルから確変大当たり情報に対応した情報を取得する。そして
、両情報を比較し、確変大当たり情報に対応しているか否かを特定する。
【０１１６】
　続くステップＳ６０４では、ステップＳ６０３における種別判定処理において特定した
情報に基づいて今回の大当たり当選の種別が確変大当たり結果であるか否かを判定する。
確変大当たり結果である場合には、ステップＳ６０５にて確変大当たり用の停止結果設定
処理を実行し、確変大当たり結果でない場合には、ステップＳ６０６にて通常大当たり用
の停止結果設定処理を実行する。また、ステップＳ６０２にて大当たり当選ではないと判
定した場合には、ステップＳ６０７にて外れ時用の停止結果設定処理を実行する。
【０１１７】
　ステップＳ６０５～ステップＳ６０７の各停止結果設定処理では、メイン表示部４３に
最終的に停止表示させる絵柄の態様の情報を、ＲＯＭ２０３に予め記憶されている情報か
ら特定し、その特定した情報をＲＡＭ２０４に記憶する。また、ステップＳ６０５及びス
テップＳ６０６では、今回の遊技回の当否判定結果が、確変大当たり結果又は通常大当た
り結果であることをＭＰＵ２０２にて特定するための情報をＲＡＭ２０４の各種フラグ格
納エリア２３４に格納する（対応するエリアに「１」の情報を記憶する）。具体的には、
ステップＳ６０５では確変大当たりフラグを格納し、ステップＳ６０６では通常大当たり
フラグを格納する。
【０１１８】
　ステップＳ６０５～ステップＳ６０７のいずれかの処理を実行した後は、ステップＳ６
０８にて、変動表示時間の設定処理を実行する。
【０１１９】
　変動表示時間の設定処理では、先ず今回の遊技回において図柄表示装置４１にてリーチ
表示が発生するか否かを判定する。具体的には、ＲＡＭ２０４に確変大当たりフラグ又は
通常大当たりフラグのいずれかが格納されているか否かを判定する。いずれかのフラグが
格納されている場合には、リーチ表示が発生すると判定する。また、上記各フラグのいず
れもが格納されていない場合であっても、実行エリアＡＥに格納されているリーチ乱数カ
ウンタＣ３に係る値がリーチ発生に対応した値である場合には、リーチ表示が発生すると
判定する。
【０１２０】
　リーチ表示が発生すると判定した場合には、ＲＯＭ２０３の変動表示時間テーブル記憶
エリア２２２に記憶されているリーチ発生用変動表示時間テーブルを参照して、作動口用
の入賞処理（図７）にて取得された変動種別カウンタＣＳの値に対応した変動表示時間情
報を取得し、その変動表示時間情報をＲＡＭ２０４の各種カウンタエリア２３３に設けら
れた変動表示時間カウンタ（変動表示時間計測手段）にセットする。一方、リーチ表示が
発生しないと判定した場合には、変動表示時間テーブル記憶エリア２２２に記憶されてい
るリーチ非発生用変動表示時間テーブルを参照して、作動口用の入賞処理にて取得された
変動種別カウンタＣＳの値に対応した変動表示時間を取得し、その変動表示時間情報を上
記変動表示時間カウンタにセットする。
【０１２１】
　なお、リーチ非発生時における変動表示時間は、保留記憶数Ｎの数が多いほど、変動表
示時間が短くなるように設定されている。また、サポートモードが高頻度サポートモード
である状況においては低頻度サポートモードである状況よりも、保留情報の数が同一であ
る場合で比較して、短い変動表示時間が選択されるようにリーチ非発生用変動表示時間テ
ーブルが設定されている。
【０１２２】



(20) JP 6318806 B2 2018.5.9

10

20

30

40

50

　以上のとおり、各遊技回の変動表示時間は、リーチ発生の有無及び変動種別カウンタＣ
Ｓの値をパラメータとして決定される。但し、各遊技回の変動表示時間は、他の保留情報
の内容、具体的には、他の保留情報に含まれる大当たり判定用の情報及び種別判定用の情
報をパラメータとすることなく決定される。
【０１２３】
　ステップＳ６０８にて変動表示時間の設定処理を実行した後は、ステップＳ６０９にて
、変動用コマンド及び種別コマンドを設定する。変動用コマンドには、リーチ発生の有無
の情報及び変動表示時間の情報が含まれる。また、種別コマンドには、遊技結果の情報が
含まれる。つまり、種別コマンドには、遊技結果の情報として、確変大当たり結果の情報
、通常大当たり結果の情報、外れ結果の情報などが含まれる。
【０１２４】
　ステップＳ６０９にて設定された変動用コマンド及び種別コマンドは、通常処理（図８
）におけるステップＳ３０１にて、演出制御装置８２に送信される。演出制御装置８２で
は、受信した変動用コマンド及び種別コマンドに基づいて、その遊技回における演出の内
容を決定し、その決定した演出の内容が実行されるように各種機器を制御する。この演出
の内容としては、図柄表示装置４１での図柄の変動表示態様が含まれており、この決定さ
れた図柄の変動表示態様は演出制御装置８２から表示制御装置２１２に表示内容コマンド
として出力される。表示制御装置２１２では、演出制御装置８２から受信した表示内容コ
マンドに基づいて、各遊技回に対応した図柄の変動表示が行われるように図柄表示装置４
１を表示制御する。その後、ステップＳ６１０にてメイン表示部４３において絵柄の変動
表示を開始させた後に、本変動開始処理を終了する。
【０１２５】
　遊技回制御処理（図９）の説明に戻り、メイン表示部４３が変動表示中である場合には
、ステップＳ４０６～ステップＳ４０９の遊技回進行用処理を実行する。遊技回進行用処
理では、先ずステップＳ４０６にて、今回の遊技回の変動表示時間が経過したか否かを判
定する。具体的には、ＲＡＭ２０４の変動表示時間カウンタエリアに格納されている変動
表示時間情報の値が「０」となったか否かを判定する。当該変動表示時間情報の値は、上
述したように、変動表示時間の設定処理（ステップＳ６０８）においてセットされる。ま
た、このセットされた変動表示時間情報の値は、タイマ割込み処理（図６）が起動される
度に、１減算される。
【０１２６】
　変動表示時間が経過していない場合には、ステップＳ４０７にて変動表示用処理を実行
する。変動表示用処理では、今回の遊技回に係る結果表示部における表示態様を変更する
。その後、本遊技回制御処理を終了する。
【０１２７】
　変動表示時間が経過している場合には、ステップＳ４０８にて変動終了処理を実行する
。変動終了処理では、上記ステップＳ６０５～ステップＳ６０７のいずれかの処理にてＲ
ＡＭ２０４に記憶した情報を特定し、その情報に対応した絵柄の態様がメイン表示部４３
にて表示されるように当該メイン表示部４３を表示制御する。
【０１２８】
　続くステップＳ４０９では、変動終了コマンドを設定する。ここで設定された変動終了
コマンドは、通常処理（図８）におけるステップＳ３０１にて、演出制御装置８２に送信
される。演出制御装置８２では、受信した変動終了コマンドに基づいて、その遊技回にお
ける演出を終了させる。また、当該変動終了コマンドは、演出制御装置８２から表示制御
装置２１２に送信され、表示制御装置２１２では当該変動終了コマンドを受信することに
より、その遊技回における最終停止図柄の組み合わせを確定表示（最終停止表示）させる
。ステップＳ４０９の実行後は、本遊技回制御処理を終了する。
【０１２９】
　＜保留予告について＞
　ここで、本パチンコ機１０では、保留球格納エリア２３２に記憶されている保留情報の
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内容を示唆する保留予告が、当該保留情報に係る遊技回が開始されるよりも前のタイミン
グにおいて所定の確率で行われる構成となっている。かかる保留予告は、主制御装置８１
から送信された所定のコマンドに基づいて演出制御装置８２にて所定の制御が実行される
ことにより行われる。当該保留予告に係る電気的構成及び処理構成を以下に説明する。
【０１３０】
　＜保留予告に係る電気的構成について＞
　先ず、演出制御装置８２及び表示制御装置２１２の電気的構成について、図１２のブロ
ック図を参照して以下に説明する。
【０１３１】
　演出制御装置８２に設けられた演出制御基板２４１には、ＭＰＵ２４２が搭載されてい
る。ＭＰＵ２４２には、当該ＭＰＵ２４２により実行される各種の制御プログラムや固定
値データを記憶したＲＯＭ２４３と、そのＲＯＭ２４３内に記憶される制御プログラムの
実行に際して各種のデータ等を一時的に記憶するためのメモリであるＲＡＭ２４４と、割
込回路、タイマ回路、データ入出力回路などが内蔵されている。
【０１３２】
　ＭＰＵ２４２には、入力ポート及び出力ポートがそれぞれ設けられている。ＭＰＵ２４
２の入力側には主制御装置８１が接続されている。主制御装置８１からは、変動用コマン
ド、種別コマンド及び変動終了コマンドといった遊技回制御用コマンド（遊技回制御用情
報）を受信する。また、シフト時コマンド及び後述する各種保留コマンドといった保留表
示制御用コマンド（保留表示制御用情報）を受信する。
【０１３３】
　ＭＰＵ２４２の出力側には、既に説明したように、可変表示ユニット３６に設けられた
各保留発光部４５，４６及び前扉枠１４に設けられた表示発光部６３やスピーカ部６４が
接続されているとともに、表示制御装置２１２が接続されている。この場合に、上記各種
コマンドは、それら受信したコマンドを解析し又は受信したコマンドに基づき所定の演算
処理を行って表示制御装置２１２に送信される。
【０１３４】
　表示制御装置２１２は、プログラムＲＯＭ２５３及びワークＲＡＭ２５４が複合的にチ
ップ化されたＭＰＵ２５２と、ビデオディスプレイプロセッサ（ＶＤＰ）２５５と、キャ
ラクタＲＯＭ２５６と、ビデオＲＡＭ２５７とがそれぞれ搭載された表示制御基板２５１
を備えている。
【０１３５】
　ＭＰＵ２５２は、演出制御装置８２から、各種コマンドを受信する。そして、それら受
信したコマンドを解析し又は受信したコマンドに基づき所定の演算処理を行ってＶＤＰ２
５５の制御（具体的にはＶＤＰ２５５に対する内部コマンドの生成）を実施する。
【０１３６】
　プログラムＲＯＭ２５３は、ＭＰＵ２５２により実行される各種の制御プログラムや固
定値データを記憶するためのメモリであり、背景画像用のＪＰＥＧ形式画像データも併せ
て記憶保持されている。
【０１３７】
　ワークＲＡＭ２５４は、ＭＰＵ２５２による各種プログラムの実行時に使用されるワー
クデータやフラグ等を一時的に記憶するためのメモリである。
【０１３８】
　ＶＤＰ２５５は、図柄表示装置４１に組み込まれた液晶表示部ドライバとしての画像処
理デバイスを直接操作する一種の描画回路である。ＶＤＰ２５５はＩＣチップ化されてい
るため「描画チップ」とも呼ばれ、その実体は、描画処理専用のファームウェアを内蔵し
たマイコンチップとでも言うべきものである。ＶＤＰ２５５は、ＭＰＵ２５２、ビデオＲ
ＡＭ２５７等のそれぞれのタイミングを調整してデータの読み書きに介在するとともに、
ビデオＲＡＭ２５７に記憶させる画像データを、キャラクタＲＯＭ２５６から所定のタイ
ミングで読み出して図柄表示装置４１に表示させる。
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【０１３９】
　キャラクタＲＯＭ２５６は、図柄表示装置４１に表示される図柄などのキャラクタデー
タを記憶するための画像データライブラリとしての役割を担うものである。このキャラク
タＲＯＭ２５６には、各種の表示図柄のビットマップ形式画像データ、ビットマップ画像
の各ドットでの表現色を決定する際に参照する色パレットテーブル等が保持されている。
【０１４０】
　なお、キャラクタＲＯＭ２５６を複数設け、各キャラクタＲＯＭ２５６に分担して画像
データ等を記憶させておくことも可能である。また、前記プログラムＲＯＭ２５３に記憶
した背景画像用のＪＰＥＧ形式画像データをキャラクタＲＯＭ２５６に記憶する構成とす
ることも可能である。
【０１４１】
　ビデオＲＡＭ２５７は、図柄表示装置４１に表示させる表示データを記憶するためのメ
モリであり、ビデオＲＡＭ２５７の内容を書き替えることにより図柄表示装置４１の表示
内容が変更される。ビデオＲＡＭ２５７には、保留表示領域Ｇａに対応した保留表示用エ
リア２７１が設定されている。
【０１４２】
　保留表示用エリア２７１には、保留表示領域Ｇａにおける第１～第４単位保留表示領域
Ｇａ１～Ｇａ４と１対１で対応するように、第１単位エリア２７２、第２単位エリア２７
３、第３単位エリア２７４、第４単位エリア２７５が設定されている。保留表示領域Ｇａ
の各単位保留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４では、各単位エリア２７２～２７５に書き込まれた
データに応じた画像が表示される。なお、データが設定されていない単位エリア２７２～
２７５に対応した単位保留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４では、何ら画像が表示されない又は図
柄表示装置４１の表示画面Ｇにおける背景画像が表示される。
【０１４３】
　＜保留予告の概要＞
　次に、本実施形態における保留予告の概要について、図１３を参照して説明する。図１
３（ａ）は、図柄表示装置４１の表示画面Ｇにおける保留表示領域Ｇａを説明するための
説明図であり、図１３（ｂ）は特別保留用画像Ｐｂの構成を説明するための説明図であり
、図１３（ｃ）は特別保留用画像Ｐｂの動きを説明するための説明図である。
【０１４４】
　図１３（ａ）に示すように、保留表示領域Ｇａの各単位保留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４に
は各々に所定の保留用画像が表示可能になっており、その保留用画像には、保留予告の内
容を報知するものでない通常保留用画像Ｐａと、保留予告の内容を報知する特別保留用画
像Ｐｂとが含まれている。各単位保留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４において、通常時（保留予
告が実行されない場合）には通常保留用画像Ｐａが表示され、保留予告が実行される場合
には特別保留用画像Ｐｂが表示される。
【０１４５】
　各単位保留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４には、保留情報の取得の順序が古いものからＧａ１
，Ｇａ２，Ｇａ３，Ｇａ４の順に保留用画像Ｐａ，Ｐｂが表示される。また、実行用表示
領域Ｇｂには、現在実行している遊技回に対応する保留用画像Ｐａ，Ｐｂが表示される。
この場合、各単位保留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４では、１つの遊技回が終了するのに伴い各
遊技回の保留用画像Ｐａ，ＰｂがＧａ４側からＧａ１側に１つずつ移動するとともに、第
１単位保留表示領域Ｇａ１に表示されていた保留用画像が実行用表示領域Ｇｂに移動する
ようになっている。
【０１４６】
　図１３（ａ）においては、単位保留表示領域Ｇａ１，Ｇａ３と実行用表示領域Ｇｂとに
通常保留用画像Ｐａが表示され、単位保留表示領域Ｇａ２に特別保留用画像Ｐｂが表示さ
れている。つまり、保留２個目の遊技回（現遊技回の２回後の遊技回）について保留予告
が行われている。
【０１４７】
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　本実施形態では、特別保留用画像Ｐｂは、サイコロのような六面体を斜め上方から見た
画像となっており、その六面体の３つ面を用いて保留予告が行われるようになっている。
つまり、図１３（ｂ）に示すように、特別保留用画像Ｐｂは、３つの変動用領域Ｒ１，Ｒ
２，Ｒ３を有しており、それら各変動用領域Ｒ１～Ｒ３に、保留情報の内容を示唆する画
像がそれぞれ表示される。この特別保留用画像Ｐｂは、あたかも六面体（サイコロ）が転
がるようにして動き、その動きに合わせて各変動用領域Ｒ１～Ｒ３に表示される画像がＲ
１～Ｒ３間で移動するようになっている。本実施形態では、所定時間（例えば２ｓｅｃ）
ごとに、各変動用領域Ｒ１～Ｒ３に表示される画像がＲ１→Ｒ２→Ｒ３→Ｒ１の順に移動
する。
【０１４８】
　特別保留用画像Ｐｂにおいて、各変動用領域Ｒ１～Ｒ３に表示される画像（示唆画像）
は、いずれかの大当たり結果を示唆する当選画像と、確変大当たり結果を示唆する確変画
像と、外れ結果を示唆する外れ画像とを含んでいる。なお本実施形態では、当選画像を「
当」、確変画像を「確」、外れ画像を「×」でそれぞれ表しているが、その表示画像は、
保留情報の内容を示唆できるものであれば任意でよい。上記以外に、例えば、当選画像を
笑顔マーク、確変画像をハートマーク、外れ画像をどくろマークで表すなどであってもよ
い。また、特別保留用画像Ｐｂは六面体（サイコロ形）以外に、サークル形状であっても
よい。いずれにしろ複数の変動用領域に表示される画像が順番にシフトする（ローテーシ
ョンする）形態になっていればよい。
【０１４９】
　各変動用領域Ｒ１～Ｒ３のうち中央に位置する変動用領域Ｒ１が予告の確定位置であり
、特別保留用画像Ｐｂの動き（六面体の転がり）が停止した時に確定位置（Ｒ１）に停止
している画像が、保留情報の内容を示唆する結果となっている。この場合、確定位置（Ｒ
１）とそれ以外（Ｒ２，Ｒ３）とを明確に区別できるようにすべく、確定位置（Ｒ１）に
おいて、当選／確変／外れの各画像を他よりも拡大表示したり、同画像を光らせて発光表
示させたりするとよい。
【０１５０】
　保留予告が実行される場合、図１３（ｃ）に示すように、各変動用領域Ｒ１～Ｒ３に当
選画像、確変画像、外れ画像のいずれかが表示され、これら各画像が所定周期で規則的に
ローテーションされる。なお、図では当選／確変／外れの各画像を１つずつ示すが、画像
の組み合わせ及び順序は任意である。例えば、当選画像が１つ＆外れ画像が２つ、当選画
像が２つ＆確変画像が１つ、３つすべてが当選画像、３つすべてが外れ画像等々であって
もよい。当然、これら各画像の組み合わせによっては遊技者の期待度が相違することとな
る。なお、本実施形態では、画像の組み合わせに少なくとも外れ画像が含まれるように設
定されている。すなわち本実施形態では、保留予告における所謂確定演出が含まれないよ
うに設定されている。これは、保留予告により保留の内容を予測する、という遊技を行う
意義を高める工夫である。
【０１５１】
　図１３（ｃ）では、当選／確変／外れの各画像が、変動用領域Ｒ１→Ｒ２→Ｒ３→Ｒ１
の順に、言うなれば時計回り方向（所定回転方向）に回転するようにしてそれぞれシフト
する。この場合、シフト（回転）の周期が２ｓｅｃであれば、６ｓｅｃ間で各画像が一周
する。そして、特別保留用画像Ｐｂの動きが停止した時点で、変動用領域Ｒ１に表示され
ている画像によって保留予告（遊技者への報知）が行われることとなる。
【０１５２】
　特別保留用画像Ｐｂは、当該画像がＧａ１～Ｇａ４間で移動する過程において動き（２
ｓｅｃ周期の動き）を継続するものであり、単位保留表示領域Ｇａ１にシフトした後に動
きを停止する。例えば、当初Ｇａ３にて表示されるとともに動きを開始した場合に次のＧ
ａ２でも動きを継続し、その後Ｇａ１で動きを停止する。この場合、特別保留用画像Ｐｂ
の動き（回転変動）が停止するタイミングは、特別保留用画像Ｐｂが実行用表示領域Ｇｂ
に移動する前であり、動きが停止した後に、その停止状態の特別保留用画像Ｐｂが第１単
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位保留表示領域Ｇａ１から実行用表示領域Ｇｂに移動する。したがって、保留予告の対象
となる保留情報の遊技回が実行される際には、実行用表示領域Ｇｂに、予告結果を示した
状態の特別保留用画像Ｐｂ（予告結果を示唆する画像）が表示される。この場合、遊技者
は、今回実行される遊技回の開始当初に、当該遊技回の結果を当該特別保留用画像Ｐｂに
より認識（予測）することが可能となる。
【０１５３】
　保留予告を行う場合には、特別保留用画像Ｐｂの動きの開始から停止までの動作期間（
すなわち保留予告の開始タイミングから予告報知が完了するタイミングまでの期間）が、
その動きの開始前に予め算出され、その動作期間と回転変動の周期（２ｓｅｃ）とに基づ
いて、特別保留用画像Ｐｂの動き始めの画像（各変動用領域Ｒ１～Ｒ３の画像）が決定さ
れる。
【０１５４】
　本実施形態における保留予告によれば、遊技者は、単位保留表示領域Ｇａ１においてど
の画像で停止するかを期待感と不安感とを持ちつつ推測することとなる。そして、遊技者
は、確定位置（Ｒ１）に利益画像（当選画像又は確変画像）がある場合にはそのまま停止
することを期待し、確定位置（Ｒ１）に不利益画像（外れ画像）がある場合には動きが継
続されることを期待する。本実施形態では、遊技者が、こうした特別保留用画像Ｐｂの動
き（以下の説明では、保留用変動表示ともいう）に注目しつつ、停止時の予告結果を推測
することで、既存の遊技演出とは異なる新規な遊技演出を楽しむことができるものとなっ
ている。
【０１５５】
　なお以下の説明では、特別保留用画像Ｐｂにおいて各変動用領域Ｒ１～Ｒ３で画像がシ
フトされる周期（２ｓｅｃ）をシフト周期ともいい、当該画像が１回り（巡回変動）する
周期（６ｓｅｃ）を周回周期（巡回周期）ともいう。
【０１５６】
　以下、当該保留予告を実行するための各処理について説明する。
【０１５７】
　＜保留予告に関する処理について＞
　次に、主制御装置８１のＭＰＵ２０２及び演出制御装置８２のＭＰＵ２４２にて実行さ
れる保留予告に関する処理について説明する。
【０１５８】
　＜保留予告用の確認処理＞
　先ず、主制御装置８１のＭＰＵ２０２にて実行される保留予告用の確認処理について、
図１４のフローチャートを参照して説明する。ここで、保留予告用の確認処理は既に説明
したとおり、タイマ割込み処理（図６）の一部の処理として設定された作動口用の入賞処
理（図７）のステップＳ２０６において実行される。
【０１５９】
　先ずステップＳ７０１では、保留用エリアＲＥに記憶されている保留情報であって、上
作動口３３及び下作動口３４の今回の入賞に基づきステップＳ２０５で取得した保留情報
である、大当たり乱数カウンタＣ１の値（大当たり判定用の情報）や、大当たり種別カウ
ンタＣ２の値（大当たり種別判定用の情報）、リーチ乱数カウンタＣ３の値（リーチ発生
の判定用の情報）、変動種別カウンタＣＳの値（変動種別に関する情報）を把握する。
【０１６０】
　続くステップＳ７０２では、ＲＡＭ２０４に保留用高確率フラグが格納されているか否
かを判定する。
【０１６１】
　ここで、保留用高確率フラグについて説明する。保留用エリアＲＥに格納された保留情
報は順次消化されるのに対して、保留予告用の確認処理は当該保留情報の消化タイミング
とは異なるタイミングにて実行される。この場合、所定の保留情報について保留予告用の
確認処理の対象となったタイミングと当該保留情報が消化されるタイミングとで抽選モー
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ドが異なる状況が発生し得る。例えば、所定の保留情報が保留予告用の確認処理の対象と
なったタイミングで抽選モードが低確率モードであっても、そのタイミングから所定の保
留情報が消化されるタイミングまでの間に確変大当たりに対応した保留情報が消化された
場合には抽選モードは高確率モードとなる。保留用高確率フラグは、上記抽選モードの変
化をＭＰＵ２０２にて把握し、その内容を保留予告用の確認処理における当否判定に反映
するためのフラグである。
【０１６２】
　保留用高確率フラグを設けたことで、保留用エリアＲＥに格納された保留情報によって
その後に消化される保留情報について抽選モードが変わる場合にも、正しい抽選モードに
て保留予告用の確認処理が行え、当否判定の把握を正確に行うことが可能となる。
【０１６３】
　ステップＳ７０２にて肯定判定をした場合には、ステップＳ７０３にて高確率モードに
対応した当否判定処理を実行する。また、ステップＳ７０２にて否定判定をした場合には
、ステップＳ７０４にて低確率モードに対応した当否判定処理を実行する。
【０１６４】
　ステップＳ７０３又はステップＳ７０４の実行後は、ステップＳ７０５にてステップＳ
７０３又はステップＳ７０４における当否判定の判定結果情報をＲＡＭ２０４に設けられ
た判定結果記憶エリアに一時記憶させる処理を実行する。これにより、当該判定結果記憶
エリアに記憶されている判定結果情報を把握することにより、今回の当否判定の判定結果
を把握することができる。
【０１６５】
　続くステップＳ７０６では、今回の保留情報が確変大当たりに対応したものか否かを判
定する。具体的には、判定結果情報が大当たり情報で且つ大当たり種別カウンタＣ２の値
が「１０～２９」であるか否かを判定する。ステップＳ７０６にて肯定判定をした場合、
ステップＳ７０７にて保留用高確率フラグに「１」を格納することによりフラグをセット
する。
【０１６６】
　ステップＳ７０６にて否定判定をした場合、ステップＳ７０８にて今回の保留情報が通
常大当たりに対応したものか否かを判定する。具体的には、判定結果情報が大当たり情報
で且つ大当たり種別カウンタＣ２の値が「０～９」であるか否かを判定する。ステップＳ
７０８にて肯定判定をした場合、ステップＳ７０９にて保留用高確率フラグを「０」クリ
アする。
【０１６７】
　ステップＳ７０７，Ｓ７０９のいずれかを実行した後か、ステップＳ７０８にて否定判
定をした場合には、ステップＳ７１０にて、保留コマンドの設定処理を実行して本保留予
告用の確認処理を終了する。
【０１６８】
　ステップＳ７１０にて実行される保留コマンドの設定処理は、保留情報の内容として遊
技結果の情報と変動表示時間の情報とを演出制御装置８２へ把握させるための処理である
。
【０１６９】
　ここで、各遊技回の変動表示時間について説明する。
【０１７０】
　先ず、リーチ表示の内容について説明する。本パチンコ機１０では、リーチ表示は、ノ
ーマルリーチとスーパーリーチとが設定されている。ここで、スーパーリーチとは、ノー
マルリーチよりも大当たり当選の期待度が高く設定されたリーチ表示である。さらにスー
パーリーチには、スーパーリーチＡとスーパーリーチＢとが設定されている。スーパーリ
ーチＡとスーパーリーチＢとは、スーパーリーチＡのほうがスーパーリーチＢよりも大当
たり当選の期待度が高く設定されており、演出内容も相違している。具体的には、スーパ
ーリーチＡでは、実写のムービーが再生されるように設定されており、スーパーリーチＢ
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では、アニメーションムービーが再生されるように設定されている。
【０１７１】
　両スーパーリーチＡ，Ｂは、いずれも一旦ノーマルリーチを実行した後に、上記の演出
が行われる。具体的に図４を再度参照して説明すると、上図柄列Ｚ１及び下図柄列Ｚ３に
おいていずれかの有効ラインＬ１～Ｌ５にリーチラインを形成した後に、中図柄列Ｚ２に
おいて遊技者が図柄を識別できる程度の速度（低速変動表示）で変動表示を実行する表示
態様がノーマルリーチに相当する。ノーマルリーチの場合、遊技結果に基づいて大当たり
結果であればリーチラインを形成する図柄と同じ図柄（以下の説明では、リーチ当たり図
柄ともいう）が同リーチライン上に停止表示され、外れ結果であればリーチラインを形成
する図柄と異なる図柄（主図柄又は副図柄）がリーチライン上に停止表示される。いずれ
かのスーパーリーチＡ，Ｂが選択されている場合には、ノーマルリーチにおいて中図柄列
Ｚ２における変動表示を一旦停止させ、その後、上記のムービー演出に切り替わるように
なっている。そして、いずれのスーパーリーチＡ，Ｂも、大当たり結果に対応するムービ
ー演出と外れ結果に対応するムービー演出とが設定されており、遊技結果に基づいて対応
するムービー演出が選択される。
【０１７２】
　ここで、ノーマルリーチからいずれかのムービー演出へ切り替わる場合（スーパーリー
チへ発展する場合）、当該切り替わりのタイミングは予め定められている。具体的には、
その切り替わりのタイミングは、変動表示中である中図柄列Ｚ２においてリーチ当たり図
柄がリーチラインを通過した後のタイミングであり、リーチ当たり図柄がリーチラインか
ら１図柄分変動方向側にずれた位置で一旦停止（停留表示又は仮停止表示）した後に、い
ずれかのムービー演出へ切り替わるように設定されている。そして、外れ結果の場合に選
択されるノーマルリーチにおいては、中図柄列Ｚ２が最長で変動した場合に、リーチ当た
り図柄がリーチラインから１図柄分変動方向側にずれた位置で停止するように設定されて
いる。つまり、当該リーチラインから１図柄分変動方向側にずれた位置でリーチ当たり図
柄が停止した場合には、外れ結果としてそのまま遊技回が終了するか、いずれかのムービ
ー演出へ切り替わるか、のいずれかとなる。したがって、遊技者は、中図柄列Ｚ２の変動
表示において、リーチ当たり図柄がリーチライン上を通過中はそのタイミングで停止表示
されることを期待し、当該リーチ当たり図柄がリーチラインを通過して停止した場合には
ムービー演出に切り替わることを期待する。
【０１７３】
　既に説明したとおり、遊技回における変動表示時間は、変動開始処理（図１１）の変動
時間の設定処理（ステップＳ６０８）にて設定される。かかる処理において、リーチ表示
が発生する場合にはリーチ発生用変動表示時間テーブルを参照し、リーチ表示が発生しな
い場合にはリーチ非発生用変動表示時間テーブルを参照して変動表示時間が設定される。
【０１７４】
　ここで、リーチ発生用変動表示時間テーブル及びリーチ非発生用変動表示時間テーブル
について詳細に、図１５を参照して説明する。
【０１７５】
　リーチ発生用変動表示時間テーブルでは、図１５（ａ）に示すように、保留球格納エリ
ア２３２に格納された変動種別カウンタＣＳの数値情報によって、リーチ表示の種類と変
動表示時間が一義的に定められている。具体的には、遊技結果がいずれかの大当たり結果
である場合には、リーチ乱数カウンタＣ３によらずにリーチ表示が発生する。この場合、
変動種別カウンタＣＳによって、リーチ表示の種類と変動表示時間が定められている。具
体的には、両スーパーリーチＡ，Ｂの方がノーマルリーチよりも選択される確率が高く、
また、スーパーリーチＡよりもスーパーリーチＢの方が選択される確率が高く設定されて
いる。そして、各リーチ表示の変動表示時間は、両スーパーリーチＡ，Ｂのほうがノーマ
ルリーチよりも長い。より具体的に説明すると、変動種別カウンタＣＳが「０～４９」の
場合にはスーパーリーチＡが選択され、「５０～１７９」の場合にはスーパーリーチＢが
選択され、「１８０～１９９」の場合にはノーマルリーチが選択される。両スーパーリー



(27) JP 6318806 B2 2018.5.9

10

20

30

40

50

チＡ，Ｂが選択された場合の変動表示時間はいずれも「６０ｓｅｃ」であり、ノーマルリ
ーチが選択された場合の変動表示時間は「３９．０ｓｅｃ」である。
【０１７６】
　遊技結果が外れ結果である場合には、リーチ乱数カウンタＣ３の値によってリーチ表示
が発生するか否かが決定され、リーチ乱数カウンタＣ３が「２００～２３９」の場合にリ
ーチ表示が発生する。リーチ表示の種類としては、両スーパーリーチＡ，Ｂよりもノーマ
ルリーチが選択される確率が高く設定されており、変動種別カウンタＣＳが「０～９」の
場合にはスーパーリーチＡが選択され、「１０～３９」の場合にはスーパーリーチＢが選
択され、「４０～１９９」の場合にはノーマルリーチが選択される。両スーパーリーチＡ
，Ｂが選択された場合、変動表示時間は、大当たり結果の場合と同じくいずれも「６０ｓ
ｅｃ」に設定されている。ノーマルリーチが選択された場合、変動種別カウンタＣＳによ
って設定された複数の変動態様のうちのいずれの変動表示時間となるかが決定される。具
体的には、上記の大当たり結果に対応するノーマルリーチの変動表示時間である「３９．
０ｓｅｃ」を除いて、０．５ｓｅｃ刻みで「３０．０ｓｅｃ～３９．５ｓｅｃ」までのい
ずれかの変動表示時間が選択される。上記のノーマルリーチにおいて最も長く中図柄列Ｚ
２が変動する変動態様とは、変動表示時間が「３９．５ｓｅｃ」が選択された場合である
。リーチ発生用変動表示時間テーブルでは、ノーマルリーチが選択された場合に、変動表
示時間が「３９．５ｓｅｃ」となる確率が最も高くなるように変動種別カウンタＣＳの数
値が割り振られている。
【０１７７】
　リーチ非発生用変動表示時間テーブルでは、図１５（ｂ）に示すように、保留記憶数Ｎ
の数が多いほど変動表示時間が短くなるように設定されている。具体的には、保留記憶数
Ｎが「１」の場合の変動表示時間は「２１ｓｅｃ」であり、「２」又は「３」の場合の変
動表示時間は「９ｓｅｃ」であり、「４」の場合の変動表示時間は「３ｓｅｃ」となって
いる。したがって、保留球格納エリア２３２に保留情報が多数記憶されている場合には変
動表示時間が短くなり、遊技の進行がスムーズになる。また、保留情報が記憶されていな
い又は記憶されている場合であっても記憶されている数が少ない場合には変動表示時間が
長くなり、遊技回が実行されていない期間ができるだけ短くなるようになっている。
【０１７８】
　さて、保留コマンドの設定処理について、図１６のフローチャートを参照して説明する
。
【０１７９】
　先ずステップＳ８０１では、上記ステップＳ７０５において判定結果記憶エリアに記憶
された情報として、いずれかの大当たり結果に対応する情報が記憶されているか否かを判
定する。いずれかの大当たり結果に対応する情報が記憶されている場合には、ステップＳ
８０２及びステップＳ８０３にて、大当たり結果の種類の情報と変動表示時間の情報とを
演出制御装置８２に把握させるための処理を実行する。具体的には、ステップＳ８０２で
は、保留情報の大当たり種別カウンタＣ２と振分テーブルとを取得して、確変大当たり結
果及び通常大当たり結果のいずれに対応する保留情報かを把握するとともに、保留情報の
変動種別カウンタＣＳを取得して変動表示時間を把握する。なお、上記のようにいずれか
の大当たり結果である場合には、必ずリーチ表示が発生するため、変動種別カウンタＣＳ
に基づいて変動表示時間を把握することができる。
【０１８０】
　そしてステップＳ８０３にて、大当たり対応保留コマンドを演出制御装置８２への送信
対象として設定して、本保留コマンドの設定処理を終了する。当該大当たり対応保留コマ
ンドには、今回の保留情報が大当たり結果であることの情報に加え、大当たり種別の情報
と変動表示時間の情報とが含まれている。ここで設定された大当たり対応保留コマンドは
、通常処理（図８）におけるステップＳ３０１にて演出制御装置８２へ送信される。演出
制御装置８２は、受信した大当たり対応保留コマンドに基づいて、メイン保留発光部４５
の発光制御を実行するとともに、表示制御装置２１２を制御して図柄表示装置４１の保留
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表示領域Ｇａにて保留用画像を変更するための処理を実行する。かかる処理については、
後で詳細に説明する。
【０１８１】
　なお、上記大当たり対応保留コマンドに変動表示時間の情報が含まれる構成としたが、
変動種別カウンタＣＳの情報が含まれる構成とし、演出制御装置８２側で主制御装置８１
の変動表示時間テーブルと同様のテーブルを記憶しておき、上記変動種別カウンタＣＳに
基づいて演出制御装置８２にて変動表示時間を把握してもよい。これは、他の保留コマン
ドにおける変動表示時間の情報についても同様である。
【０１８２】
　ステップＳ８０１にて大当たり結果に対応する情報が判定結果記憶エリアに記憶されて
いない場合、ステップＳ８０４に進む。ステップＳ８０４ではリーチ表示が発生する保留
情報であるか否かを判定する。具体的には、リーチ乱数カウンタＣ３の数値情報を取得し
、当該リーチ乱数カウンタＣ３が「２００～２３９」の場合にはリーチ表示が発生する保
留情報であると判定する。
【０１８３】
　リーチ表示が発生する保留情報である場合、ステップＳ８０５にて、保留情報の変動表
示時間を把握する。この処理では、保留情報の変動種別カウンタＣＳと、リーチ発生用の
変動表示時間テーブル（図１５（ａ））と、を取得して、変動表示時間を把握する。
【０１８４】
　ステップＳ８０４にてリーチ表示が発生しない保留情報である場合、ステップＳ８０６
にて、保留情報の変動表示時間を変動種別カウンタＣＳの情報に基づかず、一律で２１ｓ
ｅｃとして設定する。
【０１８５】
　ここで、当該保留コマンドの設定処理が実行されるタイミングは、いずれかの作動口３
３，３４へ遊技球の入賞が発生したタイミングであり、遊技回制御処理（図９）に含まれ
る一処理である変動開始処理（図１１）において変動表示時間が設定されるタイミングと
は異なっている。したがって、保留コマンドの設定処理（図１６）で把握する保留情報の
変動表示時間と、変動開始処理（図１１）にて設定される変動表示時間とは互いに相違す
る可能性を有するものとなっている。
【０１８６】
　つまり、リーチ発生時の変動表示時間は変動種別カウンタＣＳの情報に基づいて定めら
れるため（図１５（ａ）参照）、変動種別カウンタＣＳが同一値であれば、これら両処理
において把握又は設定される変動表示時間に相違は生じない。これに対して、リーチ非発
生時の変動表示時間は保留記憶数Ｎに基づいて定められるため（図１５（ｂ）参照）、保
留コマンドの設定処理後の入賞状況によっては両処理において把握又は設定される変動表
示時間に相違が生じ得る。そこで、ステップＳ８０６では、仮の変動表示時間（２１ｓｅ
ｃ）を保留情報の変動表示時間として設定することとしている。
【０１８７】
　ステップＳ８０５又はステップＳ８０６の処理を実行した後は、ステップＳ８０７に進
む。ステップＳ８０７では、外れ対応保留コマンドを演出制御装置８２への送信対象とし
て設定して、本保留コマンドの設定処理を終了する。当該外れ対応保留コマンドには、今
回の保留情報が外れ結果であることの情報に加え、リーチ表示が発生する場合にはその種
類の情報と、ステップＳ８０５又はステップＳ８０６の処理にて把握した変動表示時間の
情報と、が含まれている。ここで設定された外れ対応保留コマンドは、通常処理（図８）
におけるステップＳ３０１にて演出制御装置８２へ送信される。演出制御装置８２は、受
信した外れ対応保留コマンドに基づいて、メイン保留発光部４５の発光制御を実行すると
ともに、表示制御装置２１２を制御して図柄表示装置４１の保留表示領域Ｇａにて保留用
画像を変更するための処理を実行する。かかる処理については、後で詳細に説明する。
【０１８８】
　＜保留表示制御用コマンド対応処理＞
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　次に、演出制御装置８２のＭＰＵ２４２にて実行される保留表示制御用コマンド対応処
理を、図１７のフローチャートを参照しながら説明する。保留表示制御用コマンド対応処
理は、ＭＰＵ２４２において繰り返し実行される複数種の処理のうちの一部の処理であり
、概ね所定周期（例えば、２ｍｓｅｃ周期）で起動される。
【０１８９】
　先ずステップＳ９０１では、いずれかの保留コマンド（大当たり対応保留コマンド、外
れ対応保留コマンド）を受信したか否かを判定する。ステップＳ９０１にて肯定判定をし
た場合には、ステップＳ９０２にて、ＲＡＭ２４４の保留用カウンタエリア２４５に記憶
されている副側保留記憶数ＳＮを１加算する。続くステップＳ９０３では、受信した保留
コマンドに含まれる変動表示時間に対応する数値情報をＲＡＭ２４４に設けられた保留用
記憶エリア２４６に記憶させる。
【０１９０】
　ここで、保留用記憶エリア２４６は、総保留数に対応させて、第１記憶エリア、第２記
憶エリア、第３記憶エリア、第４記憶エリアの４個の記憶エリアを有している。各記憶エ
リアには、各保留コマンドに含まれる変動表示時間の情報がそれぞれ記憶される。
【０１９１】
　すなわち、各記憶エリアには、主制御装置８１側の変動開始処理において当否判定が実
行される順番に対応させて、保留コマンドに含まれる変動表示時間の情報が記憶される。
この場合、次回以降のｎ回目（ｎ：１，２，３，４のいずれか）の当否判定において実行
対象となる保留情報に係る変動表示時間の情報が第ｎ記憶エリアに記憶されるように構成
されている。
【０１９２】
　続くステップＳ９０４では、受信した保留コマンドに対応した保留表示を決定する保留
表示決定処理を実行する。当該保留表示決定処理については、後で詳細に説明する。
【０１９３】
　続くステップＳ９０５では、今回受信した保留コマンドに含まれる変動表示時間に対応
する数値を、ＲＡＭ２４４の残余時間算出用エリア２４７に設けられた積算用カウンタＡ
Ｃに加算する処理を実行する。積算用カウンタＡＣは、保留予告を実行する場合に用いら
れるカウンタである。
【０１９４】
　ステップＳ９０１にて否定判定をした場合又はステップＳ９０５の実行後は、ステップ
Ｓ９０６に進み、シフト時コマンドを受信したか否かを判定する。ステップＳ９０６にて
肯定判定をした場合には、ステップＳ９０７にて副側保留記憶数ＳＮを１減算する。
【０１９５】
　続くステップＳ９０８では、保留用記憶エリア２４６の第１記憶エリアに記憶された変
動表示時間に対応する数値を、上記積算用カウンタＡＣから減算する処理を実行する。既
に説明した通り、遊技回制御処理に含まれる変動開始処理（図１１）では、リーチ非発生
時の変動表示時間が保留記憶数Ｎに基づいて定められるのに対し、保留コマンドの設定処
理（図１６）では、リーチ非発生時の変動表示時間が仮の変動表示時間（２１ｓｅｃ）と
して設定され、さらにその情報を含む外れ対応保留コマンドが設定される。したがって、
第１記憶エリアに記憶された変動表示時間と、実際の変動表示時間とは相違する可能性が
ある。ただし、ステップＳ９０８で積算用カウンタＡＣから減算する情報は、第１記憶エ
リアに記憶されている変動表示時間の情報（保留コマンドに含まれる情報）であり、リー
チ非発生時においては実際の変動表示時間のうち最長の変動表示時間（２１ｓｅｃ）であ
る。つまり、保留コマンドに基づいて記憶された変動表示時間は、実際の変動表示時間よ
りも短くなることはないように設定されており、ステップＳ９０８にて積算用カウンタＡ
Ｃから実際の変動表示時間を減算した場合に当該積算用カウンタＡＣがマイナス値になっ
てしまうことがない。これは、カウンタＡＣがマイナス値になることによって生じる処理
負荷の増加を抑制するための工夫である。
【０１９６】
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　続くステップＳ９０９では、シフト処理を実行する。当該シフト処理では、保留用記憶
エリア２４６における各記憶エリアのデータをシフトさせる。具体的には、第１記憶エリ
アに記憶されていた情報を消去するとともに、第２記憶エリア→第１記憶エリア、第３記
憶エリア→第２記憶エリア、第４記憶エリア→第３記憶エリアといった具合に各記憶エリ
アに記憶されている各種情報をシフトさせる。またシフト処理では、副側保留記憶数ＳＮ
の減少に対応させてメイン保留発光部４５を制御する。
【０１９７】
　続くステップＳ９１０では、シフト時コマンドを表示制御装置２１２へ送信する。当該
シフト時コマンドを受信した表示制御装置２１２は、ビデオＲＡＭ２５７における保留表
示用エリア２７１の第１単位エリア２７２～第４単位エリア２７５に設定されている保留
表示情報を下位エリア側に順にシフトさせるように、ＶＤＰ２５５に対して内部コマンド
を出力する。具体的には、第１単位エリア２７２の保留表示情報をクリアするとともに、
第２単位エリア２７３→第１単位エリア２７２、第３単位エリア２７４→第２単位エリア
２７３、第４単位エリア２７５→第３単位エリア２７４といった具合に各単位エリア２７
２～２７５内の保留表示情報がシフトされる。また当該保留表示情報のシフトに基づいて
、各単位保留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４の保留用画像Ｐａ，Ｐｂの表示を下位の領域にシフ
トさせるよう図柄表示装置４１を制御する。具体的には、実行用表示領域Ｇｂに保留用画
像Ｐａ，Ｐｂが表示されている場合には当該保留用画像Ｐａ，Ｐｂを消去する。また、第
１単位保留表示領域Ｇａ１の保留用画像Ｐａ，Ｐｂを実行用表示領域Ｇｂにシフトさせる
とともに、第２単位保留表示領域Ｇａ２→第１単位保留表示領域Ｇａ１、…、第４単位保
留表示領域Ｇａ４→第３単位保留表示領域Ｇａ３といった具合に、各単位保留表示領域Ｇ
ａ１～Ｇａ４の保留用画像Ｐａ，Ｐｂをシフトさせる。
【０１９８】
　ステップＳ９０６にて否定判定をした場合又はステップＳ９１０の実行後は、本保留予
告制御処理を終了する。
【０１９９】
　＜保留表示決定処理＞
　次に、保留表示制御用コマンド対応処理のステップＳ９０４にて実行される保留表示決
定処理について、図１８のフローチャートを参照して説明する。
【０２００】
　保留表示決定処理では、先ずステップＳ１００１にて、副側保留記憶数ＳＮが「１」で
あるか否かを判定し、副側保留記憶数ＳＮが「１」である場合にはステップＳ１００２に
進む。ステップＳ１００１にて副側保留記憶数ＳＮが「１」である場合とは、上記いずれ
かの保留コマンドを受信したタイミング（ステップＳ９０１）で副側保留記憶数ＳＮが「
０」であった場合であり、保留予告の開始タイミングから今回の保留コマンドの契機とな
った保留情報の消化タイミングまでの期間が、保留用変動表示におけるシフト周期（２ｓ
ｅｃ）よりも短い可能性がある。
【０２０１】
　そこで、ステップＳ１００２では、保留予告を実行可能なタイミングであるか否かを判
定する。詳細には、ＲＡＭ２４４の残余時間算出用エリア２４７には、各遊技回における
変動表示時間の残り時間を計測するための残余カウンタＮＣが設けられている。当該残余
カウンタＮＣは、遊技回の開始に際して変動表示時間に対応する数値が入力され、所定周
期（本実施形態では２ｍｓｅｃ）ごとに１減算され、遊技回の終了時には０となるカウン
タである。ステップＳ１００２では、当該残余カウンタＮＣの値が所定の値（本実施形態
では、シフト周期に対応する「４０００」）よりも大きい値である場合に、保留予告を実
行可能であると判定する。すなわち、現在実行している遊技回の変動表示時間の残り時間
が２ｓｅｃよりも長い場合に、保留予告を実行可能なタイミングであると判定する。
【０２０２】
　ステップＳ１００２にて保留予告を実行できないと判定した場合には、ステップＳ１０
０３にて通常保留表示設定処理を実行する。通常保留表示設定処理では、副側保留記憶数
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ＳＮを把握して、当把握した情報を含む通常保留表示コマンドを表示制御装置２１２に送
信する。表示制御装置２１２は、受信した通常保留表示コマンドに基づいて、副側保留記
憶数ＳＮと対応する各単位エリア２７２～２７５へ保留表示情報を記憶させる。また、キ
ャラクタＲＯＭの保留用画像データ記憶エリア２６９から保留用画像Ｐａを読み出し、対
応する単位保留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４へ表示させるように図柄表示装置４１を制御する
。また、ステップＳ１００３では、副側保留記憶数ＳＮの増加に対応させてメイン保留発
光部４５を制御する。ステップＳ１００３の処理を実行した後は、保留表示決定処理を終
了する。
【０２０３】
　ステップＳ１００１にて副側保留記憶数ＳＮが「２」以上である場合、又はステップＳ
１００２にて保留予告を実行可能なタイミングであると判定した場合、ステップＳ１００
４に進む。ステップＳ１００４では、保留予告を実行中であるか否かを判定する。保留予
告を実行中でない場合には、続くステップＳ１００５にて開閉実行モード中であるか否か
を判定する。開閉実行モード中でない場合には、続くステップＳ１００６にて当否抽選モ
ードが高確率モードであるか否かを判定する。高確率モードではない場合（低確率モード
の場合）には、続くステップＳ１００７にて高頻度サポートモードであるか否かを判定す
る。高頻度サポートモードではない場合（低頻度サポートモードの場合）には、ステップ
Ｓ１００８に進む。ステップＳ１００４～ステップＳ１００７のいずれかで肯定判定した
場合には、ステップＳ１００３に進み、上記の通常保留表示設定処理を実行する。したが
って保留予告は、既に保留予告を実行している場合、開閉実行モード中である場合、当否
抽選モードが高確率モードである場合、及びサポートモードが高頻度サポートモード中で
ある場合、のいずれかである場合には実行されない。
【０２０４】
　ステップＳ１００８では、今回受信した保留コマンドが大当たり対応保留コマンドであ
ったか否かを判定する。大当たり対応保留コマンドであった場合には、続くステップＳ１
００９にて、今回の保留情報の保留表示にて保留予告を実行するか否かを決定する処理と
して、大当たり用の保留予告抽選処理を実行する。具体的には、ＲＡＭ２４４の抽選用カ
ウンタエリア２４８に設けられた保留予告抽選用乱数カウンタから値を取得して、取得し
た値が保留予告の実行に対応している場合に保留予告抽選に当選したと判定する。大当た
り用の保留予告抽選処理の当選確率は、例えば５０％に設定されている。
【０２０５】
　続くステップＳ１０１０では、上記ステップＳ１００９の処理結果に基づいて、保留予
告抽選処理に当選であるか否かを判定する。ステップＳ１０１０で否定判定した場合も、
上記のステップＳ１００３に進み、通常保留表示設定処理を実行する。
【０２０６】
　ステップＳ１０１０にて当選であると判定した場合には、続くステップＳ１０１１にて
、大当たり用の保留予告設定処理を実行して、本保留表示決定処理を終了する。
【０２０７】
　ここで、大当たり用の保留予告設定処理について、図１９のフローチャートを参照して
説明する。
【０２０８】
　大当たり用の保留予告設定処理では、保留予告の開始タイミングから終了タイミングま
での時間（以下の説明では、総残余時間ともいう）を算出して、当該総残余時間に基づい
て保留予告の開始時における各変動用領域Ｒ１～Ｒ３へ表示させる画像を決定する処理を
実行する。保留予告の終了タイミングは、本実施形態では、保留予告の対象となっている
保留情報の１つ前の保留情報に係る遊技回の変動表示の終了タイミングとして設定されて
いる。
【０２０９】
　先ずステップＳ１１０１では、今回の保留コマンドの契機となった保留情報を除く保留
情報の総変動表示時間を把握する。具体的には、積算用カウンタＡＣの数値情報を、ＲＡ
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Ｍ２４４の残余時間算出用エリア２４７に設けられた演算用カウンタＥＣに入力する処理
を実行する。演算用カウンタＥＣは、総残余時間に基づいて保留予告の開始時に各変動用
領域Ｒ１～Ｒ３へ表示させる画像を決定するために用いられるカウンタである。
【０２１０】
　続くステップＳ１１０２では、現在実行中の遊技回の残り変動表示時間を把握する。具
体的には、残余カウンタＮＣの数値を取得して、当該数値を上記演算用カウンタＥＣに加
算する処理を実行する。これにより、演算用カウンタＥＣは総残余時間に対応する数値情
報となる。
【０２１１】
　ステップＳ１１０２の処理を実行した後は、ステップＳ１１０３及びステップＳ１１０
４にて総残余時間を保留予告における周回周期で除算した場合の剰余時間を算出する。具
体的には、ステップＳ１１０３にて、演算用カウンタＥＣの数値情報が周回周期（６ｓｅ
ｃ）に対応する「１２０００」よりも小さいか否かを判定し、「１２０００」以上である
場合（ステップＳ１１０３：ＮＯ）には、ステップＳ１１０４にて演算用カウンタＥＣの
数値情報から「１２０００」を減算する処理を実行してからステップＳ１１０３に戻る。
そして、演算用カウンタＥＣの数値情報が１２０００よりも小さくなった場合に、当該演
算用カウンタＥＣの数値情報は、上記総残余時間を周回周期で除算した場合の剰余時間に
対応するものとなり、ステップＳ１１０３で肯定判定する。
【０２１２】
　既に説明したとおり、リーチ表示が発生しない遊技回に対応する保留情報の場合には、
「２１ｓｅｃ」を仮の変動表示時間としている関係上、演出制御装置８２側で保留コマン
ド受信時に積算用カウンタＡＣに加算する変動表示時間の情報は実際の変動表示時間とは
異なり得る。つまり、ステップＳ１１０２の処理を行った演算用カウンタＥＣの数値情報
も実際の総残余時間とは異なり得る。
【０２１３】
　そこで、本実施形態では、上記仮の変動表示時間と、実際の変動表示時間との差が、い
ずれも保留用変動表示の周回周期の自然数倍となるように設定している。具体的には、保
留情報の消化時における保留記憶数Ｎが「４」である場合には、仮の変動表示時間と実際
の変動表示時間とは同じであり差は生じない。また、保留記憶数Ｎが「３」又は「２」で
ある場合には、上記差は「１２ｓｅｃ」であり周回周期の２倍である。保留記憶数Ｎが「
１」である場合には、上記差は「１８ｓｅｃ」であり周回周期の３倍である。このような
構成とすることで、入賞時に特定した変動表示時間が、消化時に設定する変動表示時間と
異なる場合であっても、総残余時間を周回周期で除算した場合の譲与時間（ステップＳ１
１０３で肯定判定する際の演算用カウンタＥＣの数値）は変化しない。これにより、変動
表示時間の相違による不都合を回避することができる。
【０２１４】
　なお、本実施形態では、上記のように入賞時には一律の変動表示時間を仮の変動表示時
間とする構成としたが、入賞時の保留記憶数Ｎに基づいて仮の変動表示時間を特定する構
成としてもよい。この場合であってもリーチ非発生時変動表示時間テーブル（図１５（ｂ
））において、保留記憶数Ｎの相違による変動表示時間の差を保留用変動表示の周回周期
の自然数倍となるように設定しているため、同様の効果を奏することが可能である。
【０２１５】
　また、リーチ表示が発生しない遊技回に対応する保留情報については、上記ステップＳ
９０５で変動表示時間を積算用カウンタＡＣに加算しない構成としてもよい。この場合、
リーチ非発生時変動表示時間テーブルにおいて各変動表示時間を周回周期の自然数倍に設
定しておけば、消化時にいずれの保留記憶数Ｎであっても数回周期の自然数倍の変動表示
時間が加算されることになるため、リーチ非発生時の変動表示時間が含まれない総残余時
間を周回周期で除算した場合の剰余時間は変化しない。この構成とすると、リーチ表示が
発生しない遊技回に対応する保留情報の変動表示時間を加算する処理を省略することがで
き、処理数を減らすことができる。但し、リーチ表示が発生する場合の保留コマンドかリ
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ーチ表示が発生しない場合の保留コマンドかを特定する処理が必要となる。したがって、
保留コマンドの種類の増加や、当該特定のための処理が加わることによる処理負荷の増加
という観点からすると、本実施形態のように、リーチ表示の発生の有無に関わらず、変動
表示時間を積算用カウンタＡＣに加算する構成とすることが好ましい。
【０２１６】
　さらに、リーチ表示が発生しない遊技回の変動表示時間を保留記憶数Ｎに関わらず一律
の変動表示時間とする構成や、保留記憶数Ｎに関わらず変動種別カウンタＣＳによって変
動表示時間を決定する構成としてもよい。この場合、上記一律の変動表示時間、又は変動
種別カウンタＣＳによって決定される変動表示時間を、積算用カウンタＡＣに加算すると
よい。一律の変動表示時間とする構成とすると、遊技者はリーチ表示が発生しない遊技回
の変動表示時間を把握し易くなり、保留予告における遊技結果の推測を容易なものとする
ことができる。また、変動種別カウンタＣＳによって変動表示時間を決定する構成とする
と、変動表示時間をより多様なものとすることが可能となり、保留予告における遊技結果
の推測を複雑化することができる。
【０２１７】
　大当たり用の保留予告設定処理（図１９）の説明に戻り、ステップＳ１１０３にて肯定
判定した場合、続くステップＳ１１０５～ステップＳ１１０９にて、総残余時間を周回周
期で除算した場合の剰余時間と、保留予告におけるシフト周期の長さと、に基づいて、保
留予告の終了時に第１変動用領域（確定位置）Ｒ１に表示する示唆画像を、保留予告の開
始時にいずれの変動用領域Ｒ１～Ｒ３に表示すべきかを逆算して決定する処理を実行する
。
【０２１８】
　すなわち、ステップＳ１１０５では、演算用カウンタＥＣの数値情報が、保留予告にお
ける１回分のシフト周期（２ｓｅｃ）よりも短い時間に対応するか否かを判定する。具体
的には、演算用カウンタＥＣの数値情報が、「４０００」よりも小さいか否かを判定する
。ステップＳ１１０５にて肯定判定した場合、ステップＳ１１０６にて、第１変動用領域
Ｒ１を停止領域として設定し、第２変動用領域Ｒ２及び第３変動用領域Ｒ３を非停止領域
として設定する。停止領域とは、今回の保留コマンドの契機となった保留情報を消化する
タイミングで第１変動用領域（確定位置）Ｒ１に表示する示唆画像を、保留予告の開始時
に表示すべき領域である。非停止領域とは、今回の保留コマンドの契機となった保留情報
を消化するタイミングで第１変動用領域Ｒ１に表示する示唆画像と異なる示唆画像を、保
留予告の開始時に表示する領域である。ＲＡＭ２４４に設けられた停止領域記憶エリア２
４９には変動用領域Ｒ１～Ｒ３に対応させて３つのエリアが設けられており、設定した停
止領域に対応するエリアにフラグをセットすることで、ＭＰＵ２４２はいずれの変動用領
域Ｒ１～Ｒ３が停止領域に相当するかを確認することができる。
【０２１９】
　ステップＳ１１０５にて否定判定した場合、ステップＳ１１０７にて、演算用カウンタ
ＥＣの数値情報が、保留予告における２回分のシフト周期（４ｓｅｃ）よりも短い時間に
対応するか否かを判定する。具体的には、演算用カウンタＥＣの数値情報が、「８０００
」よりも小さいか否かを判定する。ステップＳ１１０７にて肯定判定した場合とは、演算
用カウンタＥＣの数値情報が、１回分のシフト周期以上であって２回分のシフト周期未満
に対応するものであることを意味する。この場合、ステップＳ１１０８にて第３変動用領
域Ｒ３を停止領域として設定し、第１変動用領域Ｒ１及び第２変動用領域Ｒ２を非停止領
域として設定する。
【０２２０】
　ステップＳ１１０７にて否定判定した場合、演算用カウンタＥＣの数値情報が、２回分
のシフト周期以上であって３回分のシフト周期（周回周期）未満に対応するものであるこ
とを意味する。この場合、ステップＳ１１０９にて、第２変動用領域Ｒ２を停止領域とし
て設定し、第１変動用領域Ｒ１及び第３変動用領域Ｒ３を非停止領域として設定する。
【０２２１】
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　ステップＳ１１０６、ステップＳ１１０８及びステップＳ１１０９のいずれかの処理を
実行した後は、ステップＳ１１１０に進む。ステップＳ１１１０では、今回受信した大当
たり対応保留コマンドに基づいて、大当たり種別を把握する。続くステップＳ１１１１で
は、ステップＳ１１１０にて把握した大当たり種別が確変大当たり結果であるか否かを判
定する。確変大当たり結果ではない場合、ステップＳ１１１２にて、停止領域に表示させ
る画像として当選画像を設定する。また、ステップＳ１１１２では、非停止領域に表示さ
せる画像としていずれかの示唆画像（当選画像、確変画像、外れ画像のいずれか）を設定
する。この場合、非停止領域に表示させる画像は抽選等によりランダムに決定される。
【０２２２】
　ここで、ステップＳ１１１２で設定する複数の示唆画像のパターンについて、図２０（
ａ）を参照して説明する。
【０２２３】
　図２０（ａ）に示すように、ステップＳ１１１２で設定する示唆画像のパターンとして
はＡ１～Ａ３の３つのパターンがある。具体的には、いずれのパターンであっても停止領
域に表示させる画像は当選画像であり、２つの非停止領域に表示させる画像は他の画像の
組み合わせとなっている。但し、２つの非停止領域のうちのいずれかに外れ画像が含まれ
るようになっている。２つの非停止領域に表示させる組み合わせとしては、Ａ１のパター
ンではいずれも外れ画像であり、Ａ２のパターンでは一方が当選画像で他方が外れ画像で
あり、Ａ３のパターンでは一方が確変画像で他方が外れ画像である。
【０２２４】
　各パターンＡ１～Ａ３を選択する確率は、Ａ１のパターンを選択する確率が最も高く、
Ａ３のパターンを選択する確率が最も低く、Ａ１、Ａ２、Ａ３の順で選択する確率が低く
なるように設定されている。また、２つの非停止領域にいずれの示唆画像を表示させるか
は、ランダムに決定される。
【０２２５】
　大当たり用の保留予告設定処理（図１９）の説明に戻り、ステップＳ１１１１にて確変
大当たり結果である場合には、ステップＳ１１１３に進む。ステップＳ１１１３では、保
留予告にて確変大当たり結果であることを報知するか否かを抽選により決定する。具体的
には、ＲＡＭ２４４の抽選用カウンタエリア２４８に設けられた種別報知抽選用乱数カウ
ンタから値を取得して、取得した値が種別報知に対応している場合に確変大当たり結果で
あることを報知すると決定する。続くステップＳ１１１４では、ステップＳ１１１３の処
理結果に基づいて、確変大当たり結果であることを報知か否かを判定する。報知しない場
合には、上記ステップＳ１１１２に進み、保留予告の開始時における停止領域及び非停止
領域の画像を設定する。
【０２２６】
　ステップＳ１１１４にて確変大当たり結果であることを報知すると判定した場合には、
ステップＳ１１１５にて、停止領域に表示させる画像として確変画像を設定し、非停止領
域に表示させる画像としていずれかの示唆画像（当選画像、確変画像、外れ画像のいずれ
か）を設定する。この処理でも、非停止領域に表示させる画像を抽選等によりランダムに
決定する。
【０２２７】
　ここで、ステップＳ１１１５で設定する複数の示唆画像のパターンについて、図２０（
ｂ）を参照して説明する。
【０２２８】
　図２０（ｂ）に示すように、ステップＳ１１１５で設定する示唆画像のパターンとして
は、Ｂ１～Ｂ３の３つのパターンがある。具体的には、いずれのパターンであっても停止
領域に表示させる画像は確変画像であり、２つの非停止領域に表示させる画像は他の画像
の組み合わせとなっている。但し、２つの非停止領域のうちのいずれかに外れ画像が含ま
れるようになっている。２つの非停止領域に表示させる組み合わせとしては、上記Ａ１～
Ａ３のパターンと同様であるため説明を省略する。
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【０２２９】
　各パターンＢ１～Ｂ３を選択する確率は、Ｂ１のパターンを選択する確率が最も高く、
Ｂ３のパターンを選択する確率が最も低く、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３の順で選択する確率が低く
なるように設定されている。また、上記ステップＳ１１１２と同様に、２つの非停止領域
にいずれの画像を表示させるかは、ランダムに決定される。
【０２３０】
　大当たり用の保留予告設定処理（図１９）の説明に戻り、ステップＳ１１１２又はステ
ップＳ１１１５の処理を実行した後は、ステップＳ１１１６に進み、特別保留表示設定処
理を実行する。特別保留表示設定処理では、ステップＳ１１１２又はステップＳ１１１５
にて設定した停止領域及び非停止領域の示唆画像の情報を把握するとともに、副側保留記
憶数ＳＮの情報を把握し、これら把握した情報を含む特別保留表示コマンドを表示制御装
置２１２に送信する。表示制御装置２１２は、受信した特別保留表示コマンドに基づいて
、副側保留記憶数ＳＮと対応する各単位エリア２７２～２７５へ保留表示情報を記憶させ
る。また、当該記憶させた単位エリア２７２～２７５に対応する単位保留表示領域Ｇａ１
～Ｇａ４に、キャラクタＲＯＭの保留用画像データ記憶エリア２６９から読み出した示唆
画像を、停止領域及び非停止領域に対応する変動用領域Ｒ１～Ｒ３へ表示させるように図
柄表示装置４１を制御する。また、ステップＳ１１１６では、副側保留記憶数ＳＮの増加
に対応させてメイン保留発光部４５を制御する。ステップＳ１１１６の処理を実行した後
は、大当たり用の保留予告設定処理を終了する。
【０２３１】
　保留表示決定処理（図１８）の説明に戻り、ステップＳ１００８にて今回受信した保留
コマンドが外れ対応保留コマンドであった場合、ステップＳ１０１２に進む。ステップＳ
１０１２では、今回の保留情報の保留表示にて保留予告を実行するか否かを抽選する処理
として、外れ用の保留予告抽選処理を実行する。具体的には、ＲＡＭ２４４の抽選用カウ
ンタエリア２４８に設けられた保留予告抽選用乱数カウンタから値を取得して、取得した
値が保留予告の実行に対応している場合に保留予告抽選に当選と判定する。外れ用の保留
予告実行抽選の当選確率は、上記ステップＳ１００９の大当たり用の保留予告抽選処理に
おける当選確率よりも低く、例えば１％に設定されている。
【０２３２】
　続くステップＳ１０１３では、上記ステップＳ１０１２の処理結果に基づいて、保留予
告実行抽選に当選であるか否かを判定する。ステップＳ１０１３で非当選と判定した場合
には、ステップＳ１００３にて通常保留表示設定処理を実行する。
【０２３３】
　ステップＳ１０１３にて当選であると判定した場合には、続くステップＳ１０１４にて
、外れ用の保留予告設定処理を実行して、本保留表示決定処理を終了する。
【０２３４】
　ここで、外れ用の保留予告設定処理について、図２１のフローチャートを参照して説明
する。
【０２３５】
　外れ用の保留予告設定処理は、上記大当たり用の保留予告設定処理（図１９）と処理構
成が概ね同様であるが、停止領域及び非停止領域に設定する画像が異なっている。
【０２３６】
　具体的には、ステップＳ１１０１～ステップＳ１１０９の処理と同様に、ステップＳ１
２０１～ステップＳ１２０９にて、総残余時間を算出して当該総残余時間に基づいて停止
領域及び非停止領域を設定した後、ステップＳ１２１０に進む。ステップＳ１２１０では
、停止領域に表示させる画像として外れ画像を設定し、非停止領域に表示させる画像とし
ていずれかの画像（当選画像、確変画像、外れ画像のいずれか）を設定する。この場合、
いずれの画像を設定するかは抽選等によりランダムに決定される。但し、各変動用領域Ｒ
１～Ｒ３のいずれもが外れ画像とならないように決定する。
【０２３７】
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　ステップＳ１２１０で設定する複数の示唆画像のパターンについて、図２０（ｃ）を参
照して説明する。
【０２３８】
　図２０（ｃ）に示すように、ステップＳ１２１０で設定する示唆画像のパターンとして
は、Ｃ１～Ｃ５の５つのパターンがある。具体的には、いずれのパターンであっても停止
領域に表示させる画像は外れ画像であり、２つの非停止領域に表示させる画像は、いずれ
も外れ画像となる組み合わせを除く組み合わせとなっている。
【０２３９】
　２つの非停止領域に表示させる組み合わせとしては、Ｃ１のパターンでは、一方が当選
画像で他方が外れ画像であり、上記Ａ１のパターンと画像の組み合わせが同じである。Ｃ
２のパターンでは一方が確変画像で他方が外れ画像であり、上記Ｂ１のパターンと画像の
組み合わせが同じである。Ｃ３のパターンでは、いずれも当選画像であり、上記Ａ２のパ
ターンと画像の組み合わせが同じである。Ｃ４のパターンでは、一方が当選画像で他方が
確変画像であり、上記Ａ３及びＢ２のパターンと画像の組み合わせが同じである。Ｃ５の
パターンでは、いずれも確変画像であり、上記Ｂ３のパターンと画像の組み合わせが同じ
である。
【０２４０】
　すなわち、Ｃ１～Ｃ５はいずれのパターンであっても、上記大当たり用の保留予告設定
処理にて設定するパターンと画像の組み合わせが対応している。したがって、遊技者は保
留予告の開始時には遊技結果を特定しにくい。
【０２４１】
　外れ用の保留予告設定処理（図２１）の説明に戻り、ステップＳ１２１０の処理を実行
した後は、ステップＳ１２１１に進み、特別保留表示設定処理を実行する。ステップＳ１
２１１の特別保留表示設定処理は、ステップＳ１１１６の処理と同様であるため説明を省
略する。ステップＳ１２１１の処理を実行した後は、外れ用の保留予告設定処理を終了す
る。
【０２４２】
　＜変動表示制御処理＞
　次に、演出制御装置８２にて実行される変動表示制御処理について説明する。変動表示
制御処理は、保留表示制御用コマンド対応処理が実行された後に起動される処理である。
【０２４３】
　変動表示制御処理では、主制御装置８１から送信された変動用コマンドを受信している
場合に、図柄表示装置４１において１遊技回分の図柄の変動表示を開始させるとともに、
主制御装置８１から送信された変動終了コマンドを受信している場合に、図柄の変動表示
を最終停止表示させる処理を実行する。また、変動表示制御処理では、保留予告における
残余時間の算出や保留用変動表示を実行するための処理を実行する。
【０２４４】
　図２２のフローチャートに示すように、ステップＳ１３０１にて、１遊技回の実行中で
あるか否かを判定する。１遊技回の実行中ではない場合にはステップＳ１３０２にて、変
動用コマンドを受信しているか否かを判定する。変動用コマンドを受信していない場合に
は、そのまま本変動表示制御処理を終了する。変動用コマンドを受信している場合には、
ステップＳ１３０３にて変動開始用処理を実行した後に、本変動表示制御処理を終了する
。一方、１遊技回の実行中である場合には、ステップＳ１３０４にて、変動終了コマンド
を受信しているか否かを判定する。変動終了コマンドを受信していない場合にはステップ
Ｓ１３０５にて変動中用処理を実行した後に、本変動表示制御処理を終了する。また、変
動終了コマンドを受信している場合には、ステップＳ１３０６にて変動終了用処理を実行
した後に、本変動表示制御処理を終了する。
【０２４５】
　以下、変動開始用処理、変動中用処理、変動終了用処理について説明する。
【０２４６】



(37) JP 6318806 B2 2018.5.9

10

20

30

40

50

　＜変動開始用処理＞
　図２３のフローチャートに示すように、変動開始用処理では、ステップＳ１４０１にて
、今回受信した変動用コマンドを読み出し、当該コマンドからリーチ発生の有無の情報及
び変動表示時間の情報を特定する。また、既に説明したように主制御装置８１は変動用コ
マンドを送信する場合には種別コマンドも送信する。したがって、ステップＳ１４０１で
は、今回受信した変動用コマンドとともに受信している種別コマンドを読み出し、当該コ
マンドから、確変大当たり結果の情報、通常大当たり結果の情報、外れ結果の情報といっ
た遊技結果の情報を特定する。そして、ステップＳ１４０１では、上記特定した情報から
、大当たり当選の有無の情報、大当たり当選である場合には大当たり種別の情報、大当た
り非当選である場合にはリーチ発生の有無の情報、変動表示時間の情報を把握し、その把
握した情報をＭＰＵ２４２のレジスタに記憶する。
【０２４７】
　続くステップＳ１４０２では、今回の遊技回の変動表示時間を計測するための処理を実
行する。具体的には、上記ステップＳ１４０１にて把握した今回の変動表示時間に対応す
る数値を、残余カウンタＮＣに入力する処理を実行する。
【０２４８】
　ステップＳ１４０２の処理を実行した後は、ステップＳ１４０３にて停止結果設定処理
を実行する。
【０２４９】
　停止結果設定処理では、停止ラインの決定処理、図柄の組み合わせの決定処理及び停止
情報のアドレス情報の記憶処理を実行する。ここで、本パチンコ機１０では既に説明した
ように、図柄表示装置４１の表示画面Ｇに５つの有効ラインＬ１～Ｌ５が設定されており
、確変大当たり結果又は通常大当たり結果となる場合には、いずれかの有効ライン上に大
当たり図柄の組み合わせが停止表示される。また、確変大当たり結果及び通常大当たり結
果のいずれにもならない場合であってもリーチ表示となる場合には、いずれかの有効ライ
ン上にリーチ図柄の組み合わせが停止表示される。この場合に、停止ラインの決定処理で
は、上記各種図柄の組み合わせを停止表示させるための有効ラインを決定するための処理
を実行する。図柄の組み合わせの決定処理では、ＲＯＭ２４３に設けられた組み合わせ情
報テーブルを参照し、ステップＳ１４０１にて把握した情報に対応した図柄の組み合わせ
の情報を特定する。また、ＲＯＭ２４３には停止情報テーブルが設けられている。当該停
止情報テーブルには、各有効ラインの情報に対する各停止図柄の組み合わせの情報がアド
レス情報と１対１で対応させて設定されている。停止情報のアドレスの記憶処理では、特
定した停止ラインの情報及び図柄の組み合わせの情報に対応したアドレス情報を停止情報
テーブルから読み出し、その読み出した停止情報のアドレス情報を、ＲＡＭ２４４の停止
情報アドレスの記憶エリアに格納する。
【０２５０】
　ステップＳ１４０３の処理を実行した後は、ステップＳ１４０４にて演出パターンの設
定処理を実行する。演出パターンの設定処理では、ＲＯＭ２４３に設けられた演出パター
ンテーブルを参照して、ステップＳ１４０１にてＭＰＵ２４２のレジスタに記憶した変動
表示時間の情報と、ステップＳ１４０３にて停止情報アドレスの記憶エリアに格納した情
報との両方に対応した演出パターンの情報を特定する。
【０２５１】
　続くステップＳ１４０５では、ステップＳ１４０３の処理結果に対応した停止結果コマ
ンドと、ステップＳ１４０４の処理結果に対応したパターンコマンドを表示制御装置２１
２に送信する。表示制御装置２１２では、受信した停止結果コマンド及びパターンコマン
ドに基づいて、今回の遊技回用の演出を図柄表示装置４１にて行うためのデータテーブル
をプログラムＲＯＭ２５３から読み出し、そのデータテーブルに従って予め定められた画
像更新タイミングとなる度に（例えば、２０ｍｓｅｃ周期で）、ＶＤＰ２５５に対して描
画リストを出力する。これにより、図柄表示装置４１では演出制御装置８２のＭＰＵ２４
２にて決定された演出パターンに従って遊技回用の演出が実行されるとともに、当該ＭＰ
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Ｕ２４２にて決定された停止結果が最終的に停止表示される。ステップＳ１４０５の処理
を実行した後は、変動開始用処理を終了する。
【０２５２】
　＜変動中用処理＞
　図２４のフローチャートに示すように、変動中用処理では、ステップＳ１５０１にて、
今回の遊技回を制御するための処理を実行する。具体的にステップＳ１５０１では、上記
ステップＳ１４０４にて設定された演出パターンに基づいて表示発光部６３及びスピーカ
部６４を制御する。またステップＳ１５０１では、遊技回の変動表示時間の情報と演出パ
ターンの情報に基づいて、表示制御装置２１２に対して図柄列Ｚ１～Ｚ３の変動表示の切
り換えを指示する。具体的には、遊技回の開始に際しては全図柄列Ｚ１～Ｚ３を高速変動
表示させ、その後所定タイミングで上図柄列Ｚ１、下図柄列Ｚ３、中図柄列Ｚ２の順で高
速変動表示から低速変動表示へ切り換える。リーチ表示における中図柄列Ｚ２の変動を除
いて、各図柄列Ｚ１～Ｚ３を低速変動表示へ切り換えた後は、所定の期間（本実施形態で
は０．８ｓｅｃ）が経過したことに基づいて当該図柄列Ｚ１～Ｚ３の変動表示を終了させ
る。リーチ表示では、上下の図柄列Ｚ１，Ｚ３の変動表示を終了してリーチラインを形成
させた後、中図柄列Ｚ２の変動を低速変動表示に切り換える。そしてノーマルリーチでは
、予め定められた変動表示時間（図１５（ａ））に基づいて、中図柄列Ｚ２の変動表示を
終了させる。また、スーパーリーチでは、リーチ図柄をリーチラインよりも１図柄分変動
先側へ変動させた位置で中図柄列Ｚ２の変動表示を一旦停止させ、その後、対応する演出
を実行させる。これら遊技回の変動表示と、保留予告との関係については後に詳細に説明
する。
【０２５３】
　続くステップＳ１５０２では、保留予告を実行中であるか否かを判定する。この処理に
おいて、保留予告を実行中ではない場合とは、各単位保留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４にて特
別保留用画像Ｐｂを表示していない場合であり、保留予告の対象となる保留情報の遊技回
を実行中も含まれる。すなわち、特別保留用画像Ｐｂが実行用表示領域Ｇｂに表示されて
いる期間は、ステップＳ１５０２以降の処理が行われない。
【０２５４】
　ステップＳ１５０２にて肯定判定した場合、ステップＳ１５０３にて、保留用変動表示
におけるシフトタイミングであるか否かを判定する。具体的には、ＲＡＭ２４４の保留用
カウンタエリア２４５に設けられたシフトカウンタＳＣの数値情報が「０」であるか否か
を判定する。シフトカウンタＳＣは、保留予告の開始に際して又はシフトを行うごとに「
４０００」がセットされ、所定周期（２ｍｓｅｃ）ごとに「１」減算されるカウンタであ
る。
【０２５５】
　続くステップＳ１５０４では、保留用シフト処理を実行する。保留用シフト処理では、
保留用シフトコマンドを表示制御装置２１２に送信する。保留用シフトコマンドを受信し
た表示制御装置２１２は、図柄表示装置４１を制御して、各変動用領域Ｒ１～Ｒ３に表示
されている示唆画像をシフトさせる。具体的には、第１変動用領域Ｒ１に表示されている
画像を消去するとともに、当該消去した画像を第２変動用領域Ｒ２に表示させる。第２変
動用領域Ｒ２に表示されている画像を消去するとともに、当該消去した画像を第３変動用
領域Ｒ３に表示させる。第３変動用領域Ｒ３に表示されている画像を消去するとともに、
当該消去した画像を第１変動用領域Ｒ１に表示させる。示唆画像をシフトさせる際に、第
１変動用領域（確定位置）Ｒ１を強調表示したり拡大表示したりして、遊技者に対して各
示唆画像を報知する構成としてもよい。このようにすることで遊技者は、各示唆画像の変
動を認識し易くなる。また、示唆画像のシフトに対応させて、特別保留用画像Ｐｂを揺動
等させてもよい。このようにすることで遊技者は、保留用変動表示が継続していることを
認識し易くなる。ステップＳ１５０２及びステップＳ１５０３のいずれかで否定判定した
場合、又はステップＳ１５０４の処理を実行した後は、変動中用処理を終了する。
【０２５６】
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　＜変動終了用処理＞
　図２５のフローチャートに示すように、変動終了用処理では、ステップＳ１６０１にて
、今回の遊技回を終了させるための処理を実行する。具体的にステップＳ１６０１では、
上記ステップＳ１４０４にて設定された演出パターンに基づいて表示発光部６３及びスピ
ーカ部６４を制御する。またステップＳ１６０１では、変動終了コマンドを表示制御装置
２１２へ送信する。表示制御装置２１２では、受信した変動終了コマンドに基づいて、図
柄の変動表示を終了し、主制御装置８１の抽選結果に対応した最終停止図柄を停止するよ
う図柄表示装置４１を制御する。
【０２５７】
　続くステップＳ１６０２では、保留予告を実行中であるか否かを判定する。保留予告を
実行中である場合にはステップＳ１６０３に進み、今回の遊技回が当該保留予告の対象と
なっている保留情報の直前（１つ前）の保留情報の遊技回であるか否か、すなわち保留予
告の終了タイミングであるか否かを判定する。ステップＳ１６０２又はステップＳ１６０
３にて否定判定した場合には、そのまま変動表示制御処理を終了する。ステップＳ１６０
３にて、保留予告の終了タイミングである場合には、ステップＳ１６０４にて保留予告終
了処理を実行してから、変動終了用処理を終了する。保留予告終了処理では、実行中の保
留予告における保留用変動表示を終了させる。保留用変動表示の終了に際しては、例えば
第１変動用領域（確定表示部）Ｒ１を強調表示させたり拡大表示させたりしてもよい。ま
た、上記保留用シフト処理（ステップＳ１５０４）にて、特別保留用画像Ｐｂを揺動等さ
せる構成としたならば、保留用変動表示の終了に際しても特別保留用画像Ｐｂを揺動さて
から最終停止させる構成とするとよい。このようにすることで遊技者は、特別保留用画像
Ｐｂの揺動中、保留用変動表示が継続するか終了するかについて関心をよせ、結果、保留
予告の注目度を高めることが可能となる。
【０２５８】
　＜遊技回と保留予告の関係＞
　遊技回と保留予告の関係について、図２６及び図２７を参照して説明する。図２６（ａ
）は、遊技回及び保留予告が行われる様子を示すタイミングチャートであり、図２６（ｂ
）は保留予告が行われる様子を説明するための説明図である。また、図２７は図柄表示装
置４１の表示画面Ｇの表示内容を説明するための説明図である。
【０２５９】
　図２６（ａ）では、ｔ１のタイミングで、いずれかの作動口３３，３４へ遊技球が入賞
して遊技回が開始され、当該遊技回が行われている状況であるｔ２及びｔ３のタイミング
で、再度いずれかの作動口３３，３４へ遊技球が入賞した場合であって、ｔ３のタイミン
グで発生した入賞に基づいて保留予告が行われる場合を例として示している。この場合、
保留予告では、現在実行している遊技回（ｔ１のタイミングで開始された遊技回）の残り
の変動表示時間と、保留情報の変動表示時間（ｔ２のタイミングで記憶した保留情報の変
動表示時間）と、に基づいて総残余時間が算出され、停止領域及び非停止領域が決定され
る。保留予告の対象となる保留情報が、通常大当たり結果に対応するものである場合、決
定した停止領域及び非停止領域においてパターンＡ１～Ａ３（図２０参照）のいずれかの
特別保留用画像Ｐｂが表示される。例えば、決定した停止領域が第２変動用領域Ｒ２であ
り、非停止領域が第１変動用領域Ｒ１及び第３変動用領域Ｒ３であり、選択された表示パ
ターンがＡ１である場合、図２６（ｂ１）に示すように、停止領域である第２変動用領域
Ｒ２に当選画像が表示され、非停止領域である第１変動用領域Ｒ１及び第３変動用領域Ｒ
３に外れ画像が表示されて保留予告が開始される。なお、当該保留予告の特別保留用画像
Ｐｂは第２単位保留表示領域Ｇａ２に表示され、第１単位保留表示領域Ｇａ１にはｔ２の
タイミングの入賞に対応する通常保留用画像Ｐａが表示される。また、実行用表示領域Ｇ
ｂには、ｔ１のタイミングの入賞に対応する通常保留用画像Ｐａが表示される。
【０２６０】
　そして、保留予告の開始タイミング（ｔ３のタイミング）から２ｓｅｃ後であるｔ４の
タイミングに、１回目のシフトが行われ、図２６（ｂ２）に示すように、第２変動用領域
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Ｒ２に表示されていた当選画像は第３変動用領域Ｒ３へシフトされ、第１変動用領域Ｒ１
及び第３変動用領域Ｒ３に表示されていた外れ画像は第１変動用領域Ｒ１及び第２変動用
領域Ｒ２へシフトされる。さらに２ｓｅｃ後であるｔ５のタイミングで、再度シフトが行
われ、その後も２ｓｅｃごとにシフトが行われる。ここで、ｔ６のタイミングで実行して
いた遊技回（ｔ１のタイミングで開始した遊技回）の変動表示が終了し、続けてｔ７のタ
イミングで次の遊技回（ｔ２のタイミングで記憶した保留情報に対応する遊技回）が開始
されると、図２６（ｂ３）に示すように、保留予告における特別保留用画像Ｐｂが表示さ
れる領域は第２単位保留表示領域Ｇａ２から第１単位保留表示領域Ｇａ１へ移動する。こ
の場合であっても、保留用変動表示はシフト周期にしたがって繰り返される。つまり、遊
技回の進行状況に関わらず保留用変動表示は独立して実行される。なお、実行用表示領域
Ｇｂには、今回の遊技回の保留情報に対応する通常保留用画像Ｐａが表示される。
【０２６１】
　ｔ８のタイミングで今回の遊技回が終了し、ｔ９のタイミングで保留予告の対象となっ
ている保留情報の当否判定が行われる場合、第１単位保留表示領域Ｇａ１の表示が実行用
表示領域Ｇｂに移動し、以降は画像のシフトが行われない。この場合、図２６（ｂ４）に
示すように、特別保留用画像Ｐｂは第１変動用領域Ｒ１に当選画像が表示されており、遊
技者は今回実行されている遊技回の遊技結果がいずれかの大当たり結果であることを認識
することができる。そして、ｔ１０のタイミングで今回の遊技回が終了する際には、各図
柄列Ｚ１～Ｚ３に通常大当たり結果に対応する図柄が揃って停止表示される。
【０２６２】
　既に説明したとおり、各遊技回の変動表示時間は、保留個数の数と、リーチ表示の発生
の有無と、リーチ表示が発生する場合にはその種類と、によって予め定められており、い
ずれの変動表示時間も、保留用変動表示のシフト周期よりも長く設定されている。したが
って、遊技者が保留予告から遊技結果を推測するにあたり、特に、当該保留予告が行われ
ている保留情報の遊技回の１個前の遊技回の変動表示時間の長さが重要となる。
【０２６３】
　ここで、各図柄列Ｚ１～Ｚ３の変動表示の態様について、図２７を参照して詳細に説明
する。
【０２６４】
　遊技回が開始されると、図２７（ａ１）に示すように、先ず全図柄列Ｚ１～Ｚ３につい
て高速変動表示が開始される。この場合、どの図柄が表示されているかは認識できない又
は困難となっている。その後、図２７（ａ２）に示すように、上図柄列Ｚ１の変動表示態
様が、高速変動表示から、遊技者が表示されている図柄を認識することができる低速変動
表示に切り換わる。そして、図２７（ａ３）に示すように、上図柄列Ｚ１の変動表示が終
了するとともに、下図柄列Ｚ３の変動表示態様が高速変動表示から低速変動表示に切り換
わる。そして、図２７（ａ４）に示すように、下図柄列Ｚ３の変動表示が終了する。この
場合、リーチ表示が発生する遊技回の場合には、リーチ図柄の組み合わせが表示され、リ
ーチラインが形成される。リーチ表示が発生しない遊技回の場合には、中図柄列Ｚ２の変
動表示が高速変動表示から低速変動表示に切り換わり、その後、図２７（ａ５）に示すよ
うに中図柄列Ｚ２の変動表示が終了する。
【０２６５】
　既に説明したとおり、各図柄列Ｚ１～Ｚ３において高速変動表示から低速変動表示に切
り換わってから当該図柄列の変動表示が終了するまでの時間は予め定められており、本実
施形態では０．８ｓｅｃとなっている。
【０２６６】
　したがって、保留予告のシフト周期との関係で、上下の図柄列Ｚ１，Ｚ３でリーチライ
ンが形成されなかった場合には、その時点で当該保留予告の最終的な停止結果を認識する
ことができる。例えば、図２６（ａ）におけるｔ７のタイミングで開始する遊技回でリー
チ表示が行われない場合、ｔ８のタイミングで遊技回が終了する０．８ｓｅｃ前のタイミ
ングである上下の図柄列Ｚ１，Ｚ３の変動表示が終了したタイミングで、遊技者は今回の
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遊技回ではリーチ表示が発生しないことを認識することができる。保留予告との関係では
、当該タイミングで保留予告における前回のシフトが１．２ｓｅｃ以上前である場合には
、今回の遊技回の終了タイミングまでにもう１度シフトが行われ、前回のシフトから１．
２ｓｅｃが経過していない場合には、そのままシフトが行われない。
【０２６７】
　例えば、図２７（ｂ１）に示すように、上下の図柄列Ｚ１，Ｚ３における変動表示の終
了タイミングが前回のシフトの１．２ｓｅｃ以上前である場合であって、前回のシフトに
より第１変動用領域Ｒ１に外れ画像が表示されるとともに第３変動用領域Ｒ３に当選画像
が表示されている場合には、上下の図柄列Ｚ１，Ｚ３でリーチラインが形成されなければ
あと１回のシフトで保留用変動表示が終了するため、遊技者は保留予告の対象となる保留
情報がいずれかの大当たり結果であることを認識することができる。
【０２６８】
　一方、図２７（ｂ２）に示すように、上下の図柄列Ｚ１，Ｚ３における変動表示の終了
タイミングが前回のシフトの１．２ｓｅｃ以上前である場合であっても、前回のシフトに
より第１変動用領域Ｒ１に当選画像が表示されるとともに第３変動用領域Ｒ３に外れ画像
が表示されている場合には、上下の図柄列Ｚ１，Ｚ３でリーチラインが形成されなければ
あと１回のシフトで保留用変動表示が終了してしまうため、遊技者は保留予告の対象とな
る保留情報が外れ結果であることを認識することができる。
【０２６９】
　図２７（ｂ１）に示すように、上下の図柄列Ｚ１，Ｚ３における変動表示の終了タイミ
ングが前回のシフトから１．２ｓｅｃ経過前である場合であって、前回のシフトにより第
１変動用領域Ｒ１に外れ画像が表示されるとともに第３変動用領域Ｒ３に当選画像が表示
されている場合には、上下の図柄列Ｚ１，Ｚ３でリーチラインが形成されなければこのま
ま保留用変動表示が終了するため、遊技者は保留予告の対象となる保留情報が外れ結果で
あることを認識することができる。
【０２７０】
　一方、図２７（ｂ２）に示すように、上下の図柄列Ｚ１，Ｚ３における変動表示の終了
タイミングが前回のシフトから１．２ｓｅｃ経過前である場合であっても、前回のシフト
により第１変動用領域Ｒ１に当選画像が表示されるとともに第３変動用領域Ｒ３に外れ画
像が表示されている場合には、上下の図柄列Ｚ１，Ｚ３でリーチラインが形成されなけれ
ばこのまま保留用変動表示が終了してしまうため、遊技者は保留予告の対象となる保留情
報がいずれかの大当たり結果であることを認識することができる。
【０２７１】
　さらに、各図柄列Ｚ１～Ｚ３において高速変動表示から低速変動表示に切り換わってか
ら当該図柄列の変動表示が終了するまでの時間は予め定められていることから、上下の図
柄列Ｚ１，Ｚ３における変動表示の終了タイミングよりも前のタイミングで、遊技者はリ
ーチ表示が発生するか否かを認識することができる。具体的には、少なくとも下段の図柄
列Ｚ３が低速変動表示に切り換わったタイミングで、遊技者はリーチ表示が発生するか否
かを認識することができる。つまり、当該タイミングでリーチ表示が発生しないと認識し
た場合には、保留予告の表示内容とシフトのタイミングとにより、保留予告の対象となっ
ている遊技回の遊技結果を認識することが可能となっている。
【０２７２】
　また、既に説明したとおり、リーチ表示には、ノーマルリーチとスーパーリーチとが設
定されている。ノーマルリーチの場合には変動表示時間が複数設定されており、例えば、
図２７（ｂ３）に示すように、中図柄列Ｚ２の変動表示においてリーチ図柄がリーチライ
ンよりも手前のラインで停止した場合であって、第１変動用領域Ｒ１に当選画像が表示さ
れている場合には、今回の遊技回は外れ結果であるものの、遊技者は保留予告の対象とな
っている保留情報がいずれかの大当たり結果であることを認識することができる。また、
中図柄列Ｚ２の変動表示においてリーチ図柄がリーチライン上に存在している場合、その
まま中図柄列Ｚ２が停止すれば今回の遊技回が大当たり当選となり、リーチ図柄がリーチ
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ラインを通過して停止した場合であっても、図２７（ｂ４）に示すように、保留予告で第
１変動用領域Ｒ１に当選画像が表示されている場合には、保留情報が大当たり当選である
ことを認識できる。
【０２７３】
　特に、リーチ表示では、スーパーリーチはノーマルリーチの発展系であって、ノーマル
リーチからスーパーリーチに切り換わるタイミングが一義的に定められている。当該切り
換わりタイミングは、中図柄列Ｚ２のリーチ図柄がリーチラインから変動先側に１ライン
ずれて停止したタイミングである。この場合、図２７（ｂ４）に示すように、保留予告に
おいて第１変動用領域Ｒ１に当選画像が表示されていれば、遊技者はノーマルリーチから
スーパーリーチに発展せずにそのままリーチが外れて今回の遊技回が終了して欲しいと期
待する。また、スーパーリーチに発展した場合であっても、スーパーリーチは大当たり当
選となる期待度が高いため、今回の遊技回で大当たり当選となることについても期待でき
る。ちなみに、このタイミングで遊技回が終了する（発展せずにノーマルリーチが終了す
る）場合、変動表示時間は「３９．５ｓｅｃ」が選択されており、スーパーリーチに発展
する場合には変動表示時間は「６０ｓｅｃ」が選択されている。換言すれば、スーパーリ
ーチに発展する場合には、当該タイミングで遊技回が終了する場合と比較して、「２０．
５ｓｅｃ」分長く遊技回が継続する。したがって、図２６（ｂ４）における保留用変動表
示では、１０回多くシフトが行われることになり、この場合、最終的に第１変動用領域Ｒ
１には外れ画像が表示される。つまり、保留予告の対象となっている保留情報は外れ結果
である。
【０２７４】
　一方、図２７（ｂ５）に示すように、上記切り換わりタイミングで、保留予告において
第１変動用領域Ｒ１に外れ画像が表示されていれば、遊技者は当該リーチ表示がスーパー
リーチに発展することを期待する。つまり、今回の遊技回が終了しないことを期待する。
ちなみに、スーパーリーチに発展する場合には、上記の変動表示時間の相違により、図２
７（ｂ５）における保留用変動表示では１０回多くシフトが行われ、最終的に第１変動用
領域Ｒ１には当選画像が表示される。つまり、保留予告の対象となっている保留情報はい
ずれかの大当たり結果である。
【０２７５】
　したがって、本実施形態の保留予告によれば、保留予告に対する注目度を高めるだけで
なく、現在実行されている遊技回の進行状況についても注目度を高めることができる。
【０２７６】
　以上詳述した本実施の形態によれば、以下の優れた効果を奏する。
【０２７７】
　保留予告では、各変動用領域Ｒ１～Ｒ３にいずれかの示唆画像を表示させ、保留予告の
対象となる保留情報が当否判定されるタイミングで、第１変動用領域Ｒ１に表示されてい
る示唆画像が当該当否判定の結果となるように保留用変動表示が行われる。そして、保留
用変動表示のシフト周期を予め定められた周期とし、保留予告の開始タイミングから保留
予告の対象となっている保留情報の消化タイミングまでの総残余時間を算出して、保留予
告開始時に各変動用領域Ｒ１～Ｒ３に表示させる示唆画像を決定する構成とした。これに
より、保留予告が行われる場合、遊技回の進行状況から保留情報の遊技結果を予測すると
いう、斬新な遊技を提供することができる。
【０２７８】
　保留用変動表示において示唆画像のシフトは、遊技者が示唆画像を視認可能な予め定め
られシフト周期で実行する構成とした。仮に、示唆画像がランダムな周期で行われる構成
であったり、予め定められた周期であっても示唆画像を視認できないくらい短い周期であ
ったりすると、遊技者が保留情報の遊技結果を予測しにくくなり、結果的に保留予告の注
目度が低下しかねない。したがって、本構成のようにすることで、予測を容易なものとし
、遊技者が積極的に保留情報の予測を行うことが期待できる。これにより、遊技への積極
参加が促され、遊技者を遊技へ没頭させることが可能となる。



(43) JP 6318806 B2 2018.5.9

10

20

30

40

50

【０２７９】
　シフト周期を、各遊技回の変動表示時間よりも短い周期とした。これにより、遊技者が
保留情報の遊技結果を予測する際は、特に保留予告の対象となっている保留情報の１つ前
に実行される保留情報の変動表示時間との関係で遊技結果を予測することになり、それよ
りも前に実行される保留情報の変動表示時間は関係なくなる。したがって、保留情報の予
測を行う際に肝となるポイントを集約することで、遊技者に本実施形態の遊技性を理解さ
せやすくなる。
【０２８０】
　保留予告は、総残余時間がシフト周期よりも短い場合には実行しない構成とした。総残
余時間がシフト周期よりも短い場合にも保留予告を実行する構成とすると、この場合に保
留予告で表示される内容はそのまま保留予告の対象となる保留情報の遊技結果を示す内容
となる。したがって、シフト周期と総残余時間との関係から保留情報の遊技結果を予測す
るという斬新な遊技において、予測せずとも結果が見たとおりとなってしまうような事象
の発生を抑制することができる。
【０２８１】
　保留予告用の仮の変動表示時間と、消化時の保留記憶数Ｎに基づいて決定される変動表
示時間の差を保留予告の周回周期の自然数倍となるように設定した。これにより、算出し
た総残余時間と実際の総残余時間が異なる場合であっても、保留予告開始時の表示を決定
する際の不都合を回避することが可能となる。
【０２８２】
　各遊技回の変動表示の内容として、各図柄列Ｚ１～Ｚ３で高速変動表示が行われ、順に
上図柄列Ｚ１が低速変動表示に切り換えられてから停止し、下図柄列Ｚ３が低速変動表示
に切り換えられてから停止し、上下の図柄列Ｚ１，Ｚ３でリーチラインが形成されていな
ければその後中図柄列Ｚ２が低速変動表示に切り換えられてから停止する。この場合、各
図柄列Ｚ１～Ｚ３の低速変動表示に切り換えられてから停止するまでの期間が予め定めら
れている。したがって、保留予告の表示内容とシフトタイミングとの関係から、保留予告
の終了タイミングよりも前のタイミングで保留予告の最終的な表示内容を認識することが
可能となる。これにより、保留予告に対する注目度だけでなく、保留予告が行われている
最中に実行されている遊技回の進行状況に対しても注目度を高めることができる。
【０２８３】
　リーチ表示の内容として、ノーマルリーチとスーパーリーチとが設定されており、ノー
マルリーチからスーパーリーチへ発展する場合の発展タイミングが予め定められている。
したがって、当該発展タイミングにおいては、保留予告の表示内容とシフトタイミングと
の関係から、遊技者にとって発展したほうが有利である場合と不利である場合とが生じ、
今回の遊技回における注目度を高めることが可能となる。
【０２８４】
　上記のリーチ表示において、スーパーリーチはノーマルリーチよりも大当たり当選とな
る期待度が高く設定されている。したがって、保留予告との関係で不利な場合であっても
、スーパーリーチに発展した場合には今回の遊技回で大当たり当選となることも期待でき
る。これにより、各遊技回の期待感を持続させ、遊技へ没頭させることができる。
【０２８５】
　＜第２の実施形態＞
　本実施形態では、保留予告の内容が上記第１の実施形態と異なっている。以下、異なる
内容について説明する。
【０２８６】
　先ず、本実施形態における保留予告の概要について、図２８を参照して説明する。
【０２８７】
　図２８（ａ）に示すように、本実施形態では、保留予告を行う場合、第１の実施形態に
おける特別保留用画像Ｐｂの代わりに特別保留用画像Ｐｅが表示される。なお、以下の説
明では、本実施形態における特別保留用画像Ｐｅを第２特別保留用画像Ｐｅともいう。
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【０２８８】
　第２特別保留用画像Ｐｅは、例えば側面に示唆画像が付された立方体を側方から見た画
像である。そして、この立方体が各図柄列Ｚ１～Ｚ３の変動表示が終了するたびに横方向
に９０度回転して正面を向く面が切り換わり、側面に付された示唆画像がシフトされる。
そして、保留予告の対象となっている保留情報の遊技回を実行する場合には、遊技結果に
対応する示唆画像にシフトされた状態の第２特別保留用画像Ｐｅが実行用表示領域Ｇｂに
表示される。したがって、保留予告の対象となっている遊技回が実行される場合には、今
回の遊技回の遊技結果を実行用表示領域Ｇｂの表示内容から認識することができる。ちな
みに、上記遊技結果に対応する示唆画像にシフトされた状態とは、保留予告の対象となっ
ている保留情報の遊技回の１つ前の変動表示が終了した際にシフトされた状態である。
【０２８９】
　ここで、図２８（ｂ）に示すように、各側面を第１面Ｓ１～第４面Ｓ４とすると、各面
Ｓ１～Ｓ４に付される示唆画像は上記のように立方体が回転しても、当該付される示唆画
像の位置関係は維持される。つまり、各示唆画像は各面Ｓ１～Ｓ４に付された順序でシフ
トされ、４回シフトされることで１周することになる。また、上記のように画像をシフト
する場合、図柄列Ｚ１～Ｚ３の変動表示の終了時にシフトが開始され、次の変動表示の開
始時に停止表示されるようになっている。
【０２９０】
　さらに、本実施形態の保留予告では、保留予告が開始される際に、各面Ｓ１～Ｓ４に付
された示唆画像を遊技者が視認できるように、上記立方体を低速周回させて表示する。そ
の後、この示唆画像を遊技者が視認できない高速周回の表示に切り換えてから、第１面Ｓ
１が正面を向くように停止表示させる。そして、上記のように変動表示が終了するたびに
、第２面Ｓ２→第３面Ｓ３→第４面Ｓ４→第１面Ｓ１、…、と画像のシフトが行われる。
【０２９１】
　つまり保留予告が行われると、上記のように低速周回されることにより、遊技者は上記
各面Ｓ１～Ｓ４にいずれの示唆画像が付されているかを認識でき、示唆画像の並び順を認
識することができる。一方で、その後高速周回された後に第１面Ｓ１に付された示唆画像
が停止表示されるものの、遊技者は各面Ｓ１～Ｓ４のいずれが停止表示されているかは付
された示唆画像からしか認識できない。したがって、例えば複数の面に同じ画像が付され
ていた場合には、遊技者はいずれの面Ｓ１～Ｓ４に対応する画像が停止表示されているか
を認識できない。また、例えば第１面Ｓ１に付された画像が他の面Ｓ２～Ｓ４には付され
ていなかった場合には、第１面Ｓ１に対応する画像が停止表示されていることを認識する
ことができる。そして、その後に変動表示が終了するたびに示唆画像がシフトされること
で、シフトされた示唆画像と、認識した示唆画像の並び順との関係から、現在表示されて
いる面がいずれの面Ｓ１～Ｓ４に対応する示唆画像であるかを認識することができる。
【０２９２】
　したがって本実施形態では、保留予告の開始時に認識する示唆画像の並び順と、保留予
告の対象となっている遊技回の前に各図柄列Ｚ１～Ｚ３の変動表示が終了する回数と、の
関係から、保留予告の対象となっている保留情報の遊技結果を予測するという斬新な遊技
となっている。
【０２９３】
　なお、以下の説明においては、保留予告の対象となっている遊技回の前に変動表示が終
了する回数、すなわち各図柄列Ｚ１～Ｚ３の変動表示が開始されてから停留表示（仮停止
表示）されるまでを１セットとする単位表示が行われる回数を変動終了回数ともいう。ま
た、変動表示の終了時に行う第２特別保留用画像Ｐｅの画像のシフトを終了時シフトとも
いう。さらに、上記各面Ｓ１～Ｓ４が１周するのに要する終了時シフトの回数（４回）を
周回回数ともいう。
【０２９４】
　＜保留コマンドの設定処理＞
　次に、本実施形態における、保留コマンドの設定処理について、図２９のフローチャー
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トを参照して説明する。
【０２９５】
　先ずステップＳ１７０１では、ステップＳ８０１と同様に、いずれかの大当たり情報が
判定結果記憶エリアに記憶されているか否かを判定する。大当たり情報が記憶されている
場合、ステップＳ８０２及びステップＳ８０３と同様に、ステップＳ１７０２及びステッ
プＳ１７０３にて大当たり対応保留コマンドの設定のための処理を実行する。但し、ステ
ップＳ１７０２では、変動表示時間を把握せず、リーチ表示の種類を把握する。そのため
、本実施形態における大当たり対応保留コマンドには、大当たり結果の種類の情報と、リ
ーチ表示の種類の情報が含まれている。ステップＳ１７０３にて大当たり対応保留コマン
ドの設定処理を実行した後は、保留コマンドの設定処理を終了する。なお、ここで設定さ
れた大当たり対応コマンドが演出制御装置８２へ送信される態様は既に説明したとおりで
ある。また、上記ステップＳ１７０３にて設定した保留コマンドにリーチ表示の種類の情
報が含まれる構成としたが、変動種別カウンタＣＳの情報を含む構成とし、演出制御装置
８２側で当該変動種別カウンタＣＳに基づいてリーチ表示の種類を把握する構成としても
よい。これは他の保留コマンドについても同様である。
【０２９６】
　ステップＳ１７０１にて大当たり情報が記憶されていない場合、ステップＳ８０４と同
様に、ステップＳ１７０４にてリーチ表示が発生する保留情報か否かを判定する。リーチ
表示が発生する保留情報である場合には、ステップＳ１７０５にて、リーチ表示の種類を
把握する。続くステップＳ１７０６では、リーチ外れ対応保留コマンドを演出制御装置８
２への送信対象として設定し、保留コマンドの設定処理を終了する。ここで設定されたリ
ーチ外れ対応保留コマンドは、当該保留情報に対応する遊技回にて発生するリーチ表示の
種類の情報が含まれている。当該リーチ外れ対応保留コマンドは、通常処理（図８）にお
けるステップＳ３０１にて演出制御装置８２に送信される。演出制御装置８２は、受信し
たリーチ外れ対応保留コマンドに基づいて、メイン保留発光部４５の発光制御を実行する
とともに、表示制御装置２１２を制御して図柄表示装置４１の保留表示領域Ｇａにて保留
用画像を変更するための処理を実行する。
【０２９７】
　ステップＳ１７０４にてリーチ表示が発生しない場合、ステップＳ１７０７にて通常外
れ対応保留コマンドを演出制御装置８２への送信対象として設定して、保留コマンドの設
定処理を終了する。当該通常外れ対応保留コマンドは、通常処理（図８）におけるステッ
プＳ３０１にて演出制御装置８２に送信される。演出制御装置８２は、受信した通常外れ
対応保留コマンドに基づいて、メイン保留発光部４５の発光制御を実行するとともに、表
示制御装置２１２を制御して図柄表示装置４１の保留表示領域Ｇａにて保留用画像を変更
するための処理を実行する。
【０２９８】
　＜保留表示制御用コマンド対応処理＞
　次に、本実施形態における保留表示制御用コマンド対応処理について、図３０のフロー
チャートを参照して説明する。
【０２９９】
　本実施形態における保留表示制御用コマンド対応処理では、上記ステップＳ９０１及び
ステップＳ９０２と同様に、ステップＳ１８０１にていずれかの保留コマンドを受信して
いるか否かを判定し、受信している場合には、続くステップＳ１８０２にて、副側保留記
憶数ＳＮの加算処理を実行する。ステップＳ１８０３では、リーチ表示が発生するか否か
の情報と、リーチ表示が発生する場合にはその種類の情報とを保留用記憶エリア２４６に
記憶する処理を実行する。
【０３００】
　ここで、本実施形態における保留用記憶エリア２４６は、各保留コマンドに含まれるリ
ーチ表示が発生するか否かの情報と、リーチ表示が発生する場合にはその種類の情報と、
を記憶可能に構成されている。本実施形態では、変動表示時間の情報に代えて、これらリ
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ーチ表示に関する情報を、副側保留記憶数ＳＮに対応する記憶エリアに各情報を記憶させ
る。なお、変動表示時間の情報に加えて、リーチ表示に関する情報を記憶させる構成とし
てもよい。この場合、第１の実施形態のように、各保留コマンドに変動表示時間の情報が
含まれる構成とするとよい。
【０３０１】
　続くステップＳ１８０４では、今回受信した保留情報の遊技回において、連続演出を実
行するか否かを決定する連続演出決定処理を実行する。本実施形態では、遊技回の変動表
示のパターンの一種として、一の遊技回において複数回（２～５回）の変動表示を繰り返
す連続演出が設定されている。
【０３０２】
　連続演出について、図４を再度参照して説明する。
【０３０３】
　既に説明したとおり、遊技回が開始されると各図柄列Ｚ１～Ｚ３における変動表示が開
始され、上図柄列Ｚ１→下図柄列Ｚ３→中図柄列Ｚ２の順で変動態様の切り換え及び変動
表示の終了がなされる。
【０３０４】
　この場合、連続演出では、下図柄列Ｚ３が停止する場合には、上図柄列Ｚ１の図柄とリ
ーチラインを形成しないようにして、すなわち下図柄列Ｚ３において停止中の上図柄列Ｚ
１とともにリーチラインを形成し得る図柄が上図柄列Ｚ１に対してずれた位置で停止する
。その後、中図柄列Ｚ２が停止して全ての図柄列が停止表示されると、表示画面Ｇの有効
位置に特定の図柄組み合わせ（再始動図柄組み合わせ、又は、仮停止図柄組み合わせ）が
形成された状態となる。特定の図柄組み合わせとしては、例えば、「３，４，１」の組み
合わせが設定されている。
【０３０５】
　その後、一度停止した全ての図柄列が特定の効果音及びフラッシュ等のエフェクトを伴
って再変動を開始する。つまり、あたかも１遊技回が終了したかのように見えて、実際は
遊技回が継続されている状況下にて仮停止→再変動が行われる。なお、連続演出を実行中
は、全ての図柄列が停止した状態でも、メイン表示部４３については可変表示が継続され
、遊技回が終了することなく継続している旨が明示されている。
【０３０６】
　このように、リーチ表示に移行しなかったり大当たり結果等に対応する図柄の組み合わ
せが停止しなかったりしても、当該遊技回が大当たりに当選している可能性を残すことで
、停止した図柄組み合わせへの注目度が下図柄列Ｚ３や中図柄列Ｚ２が停止した際に一気
に低下するといった不都合を生じにくくすることができる。
【０３０７】
　そして、連続演出では設定された最終回の変動表示においてリーチ表示を実行し、遊技
結果に対応する停止表示を実行する。換言すると、連続演出は、図柄の変動表示と停留表
示（仮停止表示）とを１セットとする単位表示が複数回行われる演出であり、最後のセッ
トにてリーチ表示を行うとともに遊技結果に対応する停止表示が行われる演出である。
【０３０８】
　詳細には後述するが、本実施形態では、この連続演出の各停止表示でも終了時シフトが
行われる。したがって、連続演出が発生した場合には、遊技回の回数よりも変動終了回数
が多くなる。
【０３０９】
　保留表示制御用コマンド対応処理（図３０）の説明に戻り、ステップＳ１８０４にて連
続演出決定処理を実行した後は、ステップＳ１８０５にて保留表示決定処理を実行する。
連続演出決定処理及び保留表示決定処理については、後で詳細に説明する。
【０３１０】
　ステップＳ１８０１にて否定判定した場合、又はステップＳ１８０５にて保留表示決定
処理を実行した後は、ステップＳ１８０６に進む。ステップＳ１８０６ではシフト時コマ
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ンドを受信したか否かを判定する。ステップＳ１８０６にて肯定判定をした場合には、ス
テップＳ１８０７にて副側保留記憶数ＳＮを１減算する。
【０３１１】
　続くステップＳ１８０８では、保留用記憶エリア２４６の第１記憶エリアに記憶された
保留情報が上記連続演出を実行するものに対応するか否かを判定する。詳細は後述するが
、ステップＳ１８０４にて実行される連続演出決定処理では、連続演出を実行する保留情
報である場合に、保留用記憶エリア２４６の対応する記憶エリアに連続演出における連続
回数を記憶させる処理を行う。ステップＳ１８０８では、第１記憶エリアに連続回数が記
憶されているか否かを確認することで、連続演出を実行する保留情報であるかを判定する
ことができる。連続演出を実行する保留情報である場合には、続くステップＳ１８０９に
て、変動終了回数を保留個数だけでなく連続演出を加味した回数とする連続演出用調整処
理を実行する。この調整処理では、積算用カウンタＡＣから連続回数を減算する処理を実
行する。
【０３１２】
　ステップＳ１８０８にて連続演出を実行しない保留情報である場合、又はステップＳ１
８０９の処理を実行した後は、ステップＳ１８１０にてシフト処理を実行する。この処理
では、上記ステップＳ９０８の処理と同様に、各記憶エリアのデータをシフトさせるとと
もに、副側保留記憶数ＳＮの減少に対応させてメイン保留発光部４５を制御する。
【０３１３】
　続くステップＳ１８１１では、上記ステップＳ９０９と同様に、シフト時コマンドを表
示制御装置２１２へ送信する。当該シフト時コマンドを受信した表示制御装置２１２は、
保留表示用エリア２７１に設定されている保留情報を下位エリアにシフトするとともに、
各単位保留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４の保留用画像Ｐａ，Ｐｅの表示を下位の領域にシフト
させるよう図柄表示装置４１を制御する。
【０３１４】
　ステップＳ１８０６にて否定判定をした場合又はステップＳ１８１１の実行後は、本保
留表示制御用コマンド対応処理を終了する。
【０３１５】
　＜連続演出決定処理＞
　次に、ステップＳ１８０４にて実行される連続演出決定処理について、図３１（ａ）の
フローチャートを参照して説明する。
【０３１６】
　ステップＳ１９０１では、今回受信した保留コマンドが大当たり対応保留コマンドであ
るか否かを判定する。大当たり対応保留コマンドである場合、続くステップＳ１９０２に
て、当該大当たり対応保留コマンドに対応する遊技回で実行されるリーチ表示が、いずれ
かのスーパーリーチＡ，Ｂであるかを判定する。いずれかのスーパーリーチＡ，Ｂが実行
される場合には、続くステップＳ１９０３にて、大当たり用連続演出抽選処理を実行する
。この処理では、ＲＡＭ２４４の抽選用カウンタエリア２４８に設けられた連続演出抽選
カウンタを取得して、ＲＯＭ２４３に記憶されている大当たり用連続演出抽選テーブルに
基づいて、連続演出を実行するか否かを決定する。大当たり用連続演出抽選処理における
当選確率は任意であるが、本実施形態では５０％としている。
【０３１７】
　続くステップＳ１９０４では、上記ステップＳ１９０３の処理結果に基づいて、連続演
出を実行するか否かを判定する。連続演出を実行する場合には、続くステップＳ１９０５
にて、大当たり用連続回数決定処理を実行する。この処理では、ＲＡＭ２４４の抽選用カ
ウンタエリア２４８に設けられた連続回数抽選カウンタを取得して、ＲＯＭ２４３に記憶
されている大当たり用連続回数テーブルに基づいて、連続演出における連続回数を決定す
る。
【０３１８】
　ここで、大当たり用連続回数テーブルについて、図３１（ｂ）を参照して説明する。
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【０３１９】
　大当たり用連続回数テーブルでは、２回～５回の連続回数のうち、５回を選択する確率
が最も高く、２回を選択する確率が最も低くなるように設定されている。より具体的には
、５回を選択する確率は５０％であり、４回を選択する確率は３０％であり、３回を選択
する確率は１５％であり２回を選択する確率は５％である。
【０３２０】
　例えば、５回が選択された場合には、連続演出において特定の図柄組み合わせが停止表
示される変動表示が４回行われた後、リーチ表示となる変動表示が行われ遊技結果に対応
する図柄の組み合わせが停止表示される。
【０３２１】
　ステップＳ１９０５の処理を実行した後は、ステップＳ１９０６にて、ステップＳ１９
０５により決定した連続回数から１減算した数値を、積算用カウンタＡＣに加算する処理
を実行する。
【０３２２】
　続くステップＳ１９０７では、保留用記憶エリア２４６に記憶されているリーチ表示に
関する情報に上記連続演出の情報を書き換える処理を実行する。詳細な説明は省略するが
、本実施形態における変動開始用処理（図２３）における演出パターンの設定処理（ステ
ップＳ１４０４）では、保留用記憶エリア２４６の第１記憶エリアに連続演出が記憶され
ている場合には、連続演出用の演出パターンテーブルに基づいて演出パターンを特定する
構成としている。これにより、各保留コマンドの受信時に決定した内容と、保留情報の消
化時の内容と、を対応付けることができる。
【０３２３】
　ステップＳ１９０２にてノーマルリーチである場合、ステップＳ１９０４にて非当選で
ある場合、又はステップＳ１９０７の処理を実行した後は、連続演出決定処理を終了する
。
【０３２４】
　ステップＳ１９０１にて今回受信した保留コマンドが大当たり対応保留コマンドでない
場合、ステップＳ１９０８に進む。ステップＳ１９０８では、今回受信した保留コマンド
がリーチ外れ対応保留コマンドであるか否かを判定する。リーチ外れ対応保留コマンドで
ある場合には、続くステップＳ１９０９にて、当該リーチ外れ保留コマンドに対応する遊
技回で実行されるリーチ表示が、いずれかのスーパーリーチＡ，Ｂであるか否かを判定す
る。いずれかのスーパーリーチＡ，Ｂである場合には、ステップＳ１９１０に進む。
【０３２５】
　ステップＳ１９１０では、外れ用連続演出抽選処理を実行する。この抽選処理は、抽選
テーブルをＲＯＭ２４３に設けられた外れ用連続演出抽選テーブルとすること以外は、ス
テップＳ１９０３の処理と同様である。但し、外れ用連続演出抽選処理の当選確率は、大
当たり用連続演出抽選処理の当選確率よりも低く、例えば２０％である。
【０３２６】
　続くステップＳ１９１１では、ステップＳ１９１０の処理結果に基づいて、連続演出を
実行するか否かを判定する。連続演出を実行する場合、続くステップＳ１９１２にて、外
れ用連続回数決定処理を実行する。この処理は、回数テーブルをＲＯＭ２４３に設けられ
た外れ用連続回数テーブルとすること以外は、ステップＳ１９０５の処理と同様である。
【０３２７】
　外れ用連続回数テーブルでは、図３１（ｂ）に示すように、２回を選択する確率が最も
高く、５回を選択する確率が最も低くなるように設定されている。より具体的には、２回
を選択する確率が５０％であり３回を選択する確率が３０％であり、４回を選択する確率
は１５％であり、５回を選択する確率は５％である。したがって、いずれかの大当たり結
果の保留情報と比較して、外れ結果の保留情報では、連続回数が２回～４回である確率が
高く、５回である確率が低く設定されている。
【０３２８】



(49) JP 6318806 B2 2018.5.9

10

20

30

40

50

　続くステップＳ１９１３では、ステップＳ１９０６の処理と同様に、ステップＳ１９１
２にて決定した連続回数から１減算した数値を、積算用カウンタＡＣに加算する処理を実
行し、ステップＳ１９１４にて、保留用記憶エリア２４６の対応する記憶エリアに連続演
出に関する情報を記憶させる処理を実行する。
【０３２９】
　ステップＳ１９０８にて通常外れ対応保留コマンドである場合、ステップＳ１９０９に
てノーマルリーチである場合、ステップＳ１９１１にて非当選である場合、又はステップ
Ｓ１９１４の処理を実行した後は、連続演出決定処理を終了する。
【０３３０】
　したがって、連続演出は、いずれかのスーパーリーチＡ，Ｂを実行する遊技回において
所定の確率で実行される。既に説明したとおり、いずれかのスーパーリーチＡ，Ｂが実行
される遊技回の変動表示時間は「６０ｓｅｃ」であり、本実施形態において設定される最
長の変動表示時間である。また、連続演出では、特定の図柄組み合わせが停止表示されて
再変動を行うため、変動表示時間が比較的長くなり得る。そこで、上記のように最長の変
動表示時間が設定されている遊技回において連続演出を実行することで、主制御装置８１
側で設定された変動表示時間を変更することなく、連続演出を実行することができる。
【０３３１】
　ちなみに連続演出では、特定の図柄組み合わせが停止表示される変動表示を「８ｓｅｃ
」で実行するように設定されている。また、再変動開始までに「１ｓｅｃ」の待機時間が
設定されている。つまり、２回の連続演出では残りの「５１ｓｅｃ」でリーチ表示が行わ
れる変動表示を実行し、３回の連続演出では残りの「４２ｅｃ」でリーチ表示が行われる
変動表示を実行し、４回の連続演出では残りの「３３ｓｅｃ」でリーチ表示が行われる変
動表示を実行し、５回の連続演出では残りの「２５ｓｅｃ」でリーチ表示が行われる変動
表示を実行する。したがって、いずれの回数であっても主制御装置８１側で設定された変
動表示時間を変更することがない。なお、これらのリーチ表示の演出内容としては、それ
ぞれアニメーションのムービー演出が設定されており、連続演出が実行される遊技回では
、表示制御装置２１２により図柄表示装置４１が制御され、特定の図柄組み合わせが停止
表示される変動表示が繰り返された後、上記ムービー演出が表示される。
【０３３２】
　また、大当たり当選である場合の連続回数は５回が選択される確率が高く、大当たり非
当選である場合の連続回数は２回～４回が選択される確率が高い。したがって、連続回数
によって、遊技者は今回の遊技回の期待度を把握することができる。
【０３３３】
　なお、本実施形態では連続演出を実行後に必ずリーチ表示が行われる構成としているが
、連続演出後にリーチ表示が行われずに単なる外れ変動となる所謂がせ演出も実行される
構成としてもよい。この場合、主制御装置８１側で設定された変動表示時間を変更するこ
となく、当該がせ演出を実行するべく、例えば、ノーマルリーチに対応する遊技回を所定
の確率で当該がせ演出に変更する構成とするとよい。
【０３３４】
　＜保留表示決定処理＞
　次に、保留表示制御用コマンド対応処理（図３０）のステップＳ１８０５にて実行され
る保留表示設定処理について、図３２のフローチャートを参照して説明する。
【０３３５】
　本実施形態における保留表示決定処理では、上記ステップＳ１００１と同様に、ステッ
プＳ２００１にて副側保留記憶数ＳＮが「１」であるか否かを判定する。副側保留記憶数
ＳＮが「１」である場合には、続くステップＳ２００２にて、保留予告を実行可能なタイ
ミングであるか否かを判定する。既に説明したとおり本実施形態では、保留予告の開始時
に第２特別保留用画像Ｐｅを低速周回させて遊技者に各面Ｓ１～Ｓ４に付された示唆画像
を認識させその後高速周回させる。ステップＳ２００２では、この演出に必要な時間が保
留情報の消化タイミングまでにあるか否かを判定する。ちなみに上記演出に必要な時間は
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、低速周回では、遊技者が各示唆画像の並び順を認識できる程度の時間であればよく、本
実施形態では２ｓｅｃとなっている。また、高速周回では各面Ｓ１～Ｓ４に付された示唆
画像を認識できない程度の時間であればよく、本実施形態では０．５ｓｅｃとなっている
。そこでステップＳ２００３では、残余カウンタＮＣの数値を参照し、２．５ｓｅｃに相
当する「５０００」よりも大きいか否かを判定する。「５０００」以下である場合には、
ステップＳ２００３にて、通常保留表示設定処理を実行し、保留表示決定処理を終了する
。通常保留表示設定処理は、上記ステップＳ１００３の処理と同様の処理である。
【０３３６】
　ステップＳ２００１にて副側保留記憶数ＳＮが「２」以上である場合、又はステップＳ
２００２にて保留予告を実行可能なタイミングである場合には、ステップＳ２００４に進
む。ステップＳ２００４では、現在実行中の遊技回にて連続演出が行われているか否かを
判定する。この処理では、ＲＡＭ２４４に連続中フラグがセットされているか否かにより
、連続演出が行われているかを確認できる。連続中フラグは、遊技回の開始に際して変動
開始用処理（図２３）の演出パターンの設定処理（ステップＳ１４０４）にてセットされ
る。連続演出が行われている場合には、ステップＳ２００３にて通常保留表示設定処理を
実行する。
【０３３７】
　連続演出が行われていない場合には、ステップＳ２００５に進む。ステップＳ２００５
～ステップＳ２０１５の処理は、大当たり用の保留予告設定処理（ステップＳ２０１２）
及び外れ用の保留予告設定処理（ステップＳ２０１５）を除き上記ステップＳ１００４～
ステップＳ１０１４の処理と同様であるため説明を省略する。
【０３３８】
　したがって、本実施形態では、保留予告を実行可能なタイミングでない場合、既に保留
予告を実行中である場合、開閉実行モード中である場合、高確率モード中である場合、及
び高頻度サポートモード中である場合に加え、各保留コマンド受信時に連続演出を実行中
である場合にも保留予告が行われない（ステップＳ２００４：ＹＥＳ）。これは、連続演
出は大当たり当選の期待度が高い演出であることから、遊技者は各図柄列Ｚ１～Ｚ３の変
動表示に注目していると想定されるためである。この場合にも、保留予告を開始すると、
保留予告の開始時に行う第２特別保留用画像Ｐｅの低速周回を見逃す恐れがあり、せっか
く保留予告を行っても保留予告の対象となる遊技結果を推測しにくくなってしまう。そこ
で、各保留コマンド受信時に連続演出を実行している場合には、保留予告を行わない構成
としている。
【０３３９】
　一方で、保留予告が開始されてからは、保留予告の対象となっている遊技回よりも前の
遊技回では連続演出が発生し得る。これは、保留予告の開始タイミングは各作動口３３，
３４への入賞タイミングであり不定期であるのに対して、保留予告における終了時シフト
は変動表示の終了時であり上記開始タイミングと比較してある程度定期的であることによ
るものである。つまり、遊技者は保留予告における終了時シフトのタイミングを容易に把
握可能であり、各図柄列Ｚ１～Ｚ３の変動表示に注目している場合であっても保留予告の
内容を把握する妨げにはならないからである。
【０３４０】
　次に、本実施形態における大当たり用の保留予告設定処理について図３３のフローチャ
ートを参照して説明する。
【０３４１】
　先ずステップＳ２１０１では、副側保留記憶数ＳＮを把握して、演算用カウンタＥＣに
入力する処理を実行する。続くステップＳ２１０２では、現在、各図柄列Ｚ１～Ｚ３の変
動表示を実行中であるか否かを判定する。ちなみに変動表示を実行中である場合とは、各
図柄列Ｚ１～Ｚ３の変動表示を行っている場合であり、各図柄列Ｚ１～Ｚ３が停止表示さ
れ次の遊技回が開始されるまでの待機期間を含まない。ステップＳ２１０２にて変動表示
中である場合には、続くステップＳ２１０３にて演算用カウンタＥＣに「１」加算する処
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理を実行する。ステップＳ２１０２にて停止表示中である場合、又はステップＳ２１０３
の処理を実行した後は、ステップＳ２１０４にて、連続演出による変動表示の増加分を把
握して、演算用カウンタＥＣに加算する処理を実行する。具体的には、積算用カウンタＡ
Ｃの数値を演算用カウンタＥＣに加算する。これにより、演算用カウンタＥＣは、変動終
了回数に対応するものとなる。
【０３４２】
　ステップＳ２１０４の処理を実行した後は、ステップＳ２１０５及びステップＳ２１０
６にて、変動終了回数を周回回数で除算した場合の残余回数を算出する処理を実行する。
この処理は、第１の実施形態におけるステップＳ１１０３及びステップＳ１１０４の処理
に対応するものである。具体的には、ステップＳ２１０５にて演算用カウンタＥＣの数値
情報が周回回数である「４」よりも小さいか否かを判定し、「４」以上である場合にはス
テップＳ２１０６にて演算用カウンタＥＣから「４」を減算してステップＳ２１０５に戻
る。演算用カウンタＥＣが「４」よりも小さくなった場合にステップＳ２１０５で肯定判
定し、ステップＳ２１０７に進む。
【０３４３】
　ステップＳ２１０７では、演算用カウンタＥＣが「０」であるか否かを判定する。「０
」である場合とは、保留予告の対象となっている遊技回の直前の終了時シフトでシフトさ
せる画像（保留予告の対象となっている保留情報に対応する示唆画像）が、保留予告にお
ける高速周回後に表示させる画像（保留予告の開始時に表示する示唆画像）に対応する。
ステップＳ２１０７で肯定判定した場合、ステップＳ２１０８にて、第２面Ｓ２を停止領
域として設定し、第１面Ｓ１、第３面Ｓ３、第４面Ｓ４を非停止領域として設定する。ち
なみに、本実施形態におけるＲＡＭ２４４の停止領域記憶エリア２４９では、各面Ｓ１～
Ｓ４に対応させて４つエリアが設けられており、設定した停止領域に対応するエリアにフ
ラグをセットすることで、ＭＰＵ２４２はいずれの面Ｓ１～Ｓ４が停止領域に相当するか
を確認することができる。
【０３４４】
　ステップＳ２１０７にて演算用カウンタＥＣが「０」ではない場合、ステップＳ２１０
９にて、演算用カウンタＥＣが「１」であるか否かを判定する。「１」である場合とは、
保留予告の対象となっている遊技回の直前の終了時シフトでシフトさせる画像が、保留予
告における高速周回後に表示させる画像の次にシフトされる画像に対応する。ステップＳ
２１０９にて肯定判定した場合、ステップＳ２１１０にて、第４面Ｓ４を停止領域として
設定し、第１面Ｓ１～第３面Ｓ３を非停止領域として設定する。
【０３４５】
　ステップＳ２１０９にて演算用カウンタＥＣが「１」ではない場合、ステップＳ２１１
１にて、演算用カウンタＥＣが「２」であるか否かを判定する。「２」である場合とは、
保留予告の対象となっている遊技回の直前の終了時シフトでシフトさせる画像が、保留予
告における高速周回後に表示させる画像の２回後にシフトされる画像に対応する。ステッ
プＳ２１１１にて肯定判定した場合、ステップＳ２１１２にて、第３面Ｓ３を停止領域と
して設定し、第１面Ｓ１，第２面Ｓ２及び第４面Ｓ４を非停止領域として設定する。
【０３４６】
　ステップＳ２１１１にて演算用カウンタＥＣが「２」ではない場合、演算用カウンタＥ
Ｃが「３」であることを意味する。「３」である場合とは、保留予告の対象となっている
遊技回の直前の終了時シフトでシフトさせる画像が、保留予告における高速周回後に表示
させる画像の３回後にシフトされる画像に対応する。この場合、ステップＳ２１１３にて
、第２面Ｓ２を停止領域として設定し、第１面Ｓ１，第３面Ｓ３及び第４面Ｓ４を非停止
領域として設定する。
【０３４７】
　ステップＳ２１０８、ステップＳ２１１０、ステップＳ２１１２及びステップＳ２１１
３のうちのいずれかの処理を実行した後は、ステップＳ２１１４に進む。ステップＳ２１
１４～ステップＳ２１２０の処理は、第１の実施形態におけるステップＳ１１１０～ステ
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ップＳ１１１６の処理と概ね同様である。すなわち、ステップＳ２１１４にて大当たり種
別を把握して、ステップＳ２１１５にて確変大当たり結果であるか否かを判定する。通常
大当たり結果である場合には、ステップＳ２１１６にて停止領域に当選画像を設定し、非
停止領域にいずれかの示唆画像を設定する。
【０３４８】
　また、ステップＳ２１１５にて確変大当たり結果である場合には、ステップＳ２１１７
にて種別報知抽選処理を実行し、ステップＳ２１１８にて種別報知抽選に当選したか否か
を判定し、非当選の場合にはステップＳ２１１６に進む。ステップＳ２１１８にて当選で
ある場合には、ステップＳ２１１９にて停止領域に確変画像を設定し、非停止領域にいず
れかの示唆画像を設定する。
【０３４９】
　ステップＳ２１１６又はステップＳ２１１９にて各非停止領域に設定する示唆画像は、
上記第１の実施形態と同様に、抽選によりランダムに決定される。但し、本実施形態では
非停止領域を３つ設定する関係上、非停止領域に設定するパターンは６パターンずつ存在
する。本実施形態でも、各パターンは、いずれかの非停止領域に外れ画像が含まれるよう
に設定されている。
【０３５０】
　ここで、ステップＳ２１１６にて非停止領域に設定するパターンについて詳細に、図３
４（ａ）及び図３４（ｂ）を参照して説明する。Ｄ１及びＥ１のパターンでは、いずれの
領域にも外れ画像を設定する。Ｄ２及びＥ２のパターンでは、当選画像を１つの領域に設
定し、外れ画像を２つの領域に設定する。Ｄ３及びＥ３のパターンでは、確変画像を１つ
の領域に設定し、外れ画像を２つの領域に設定する。Ｄ４及びＥ４のパターンでは、当選
画像を２つの領域に設定し、外れ画像を１つの領域に設定する。Ｄ５及びＥ５のパターン
では、当選画像を１つの領域に設定し、外れ画像を１つの領域に設定し、確変画像を１つ
の領域に設定する。Ｄ６及びＥ６のパターンでは、確変画像を２つの領域に設定し、外れ
画像を１つの領域に設定する。
【０３５１】
　各パターンにおいて３つの非停止領域へ示唆画像を設定する順番は抽選等によりランダ
ムで決定される。また、ステップＳ２１１６及びステップＳ２１１９では、Ｄ１（Ｅ１）
を選択する確率が最も高く、Ｄ６（Ｅ６）を選択する確率が最も低く設定されている。よ
り具体的には、Ｄ１（Ｅ１）、Ｄ２（Ｅ２）、Ｄ３（Ｅ３）、Ｄ４（Ｅ４）、Ｄ５（Ｅ５
）、Ｄ６（Ｅ６）の順で選択する確率が低くなるように設定されている。
【０３５２】
　大当たり用の保留予告設定処理（図３３）の説明に戻り、ステップＳ２１１６又はステ
ップＳ２１１９の処理を実行した後は、ステップＳ２１２０にて特別保留表示設定処理を
実行し、大当たり用の保留予告設定処理を終了する。本実施形態における特別保留表示設
定処理では、ステップＳ２１１６又はステップＳ２１１９にて設定した停止領域及び非停
止領域の示唆画像の情報を把握するとともに、副側保留記憶数ＳＮの情報を把握し、これ
ら把握した情報を含む特別保留表示コマンドを表示制御装置２１２に送信する。表示制御
装置２１２は、受信した特別保留表示コマンドに基づいて、副側保留記憶数ＳＮと対応す
る各単位エリア２７２～２７５へ保留表示情報を記憶させる。この場合、停止領域及び非
停止領域が第２特別保留用画像Ｐｅにおけるいずれの面Ｓ１～Ｓ４に対応するものである
かを対応する単位エリア２７２～２７５に記憶するとともに、停止領域及び非停止領域に
設定された示唆画像についても記憶する。また表示制御装置２１２は、当該記憶させた単
位エリア２７２～２７５に対応する単位保留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４にて保留予告を開始
するように図柄表示装置４１を制御する。この場合、保留用画像データ記憶エリア２６９
から読み出した示唆画像を、停止領域及び非停止領域に対応する各面Ｓ１～Ｓ４へ表示さ
せて低速周回及び高速周回を行わせた後に、第１面Ｓ１を停止表示させて保留予告を開始
する。また、特別保留表示設定処理では、副側保留記憶数ＳＮの増加に対応させてメイン
保留発光部４５を制御する。
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【０３５３】
　次に外れ用の保留予告設定処理について、図３５のフローチャートを参照して説明する
。本実施形態における外れ用の保留予告設定処理も、上記大当たり用の保留予告設定処理
（図３３）と処理構成が概ね同様であり、停止領域及び非停止領域に表示させる画像が異
なっている。
【０３５４】
　具体的には、ステップＳ２１０１～ステップＳ２１１３の処理と同様に、ステップＳ２
２０１～ステップＳ２２１３にて、変動終了回数を算出して当該変動終了回数に基づいて
、停止領域及び非停止領域を設定した後、ステップＳ２２１４に進む。ステップＳ２２１
４では、停止領域に表示させる画像として外れ画像を設定し、非停止領域に表示させる画
像としていずれかの示唆画像を設定する。この場合、いずれの示唆画像を設定するかは抽
選等によりランダムに決定される。但し、各各面Ｓ１～Ｓ４のいずれもが外れ画像となら
ないように決定する。
【０３５５】
　ステップＳ２２１４で設定する示唆画像のパターンについて、図３４（ｃ）を参照して
説明する。各示唆画像の組み合わせは、Ｄ１（Ｅ１）～Ｄ６（Ｅ６）のパターンのいずれ
かと同じとなるように設定されている。具体的には、Ｆ１のパターンはＤ１のパターンと
同じである。Ｆ２のパターンはＥ１のパターンと同じである。Ｆ３のパターンはＤ２のパ
ターンと同じである。Ｆ４のパターンはＤ３及びＥ２のパターンと同じである。Ｆ５のパ
ターンはＥ３のパターンと同じである。Ｆ６のパターンはＤ４のパターンと同じである。
Ｆ７のパターンはＤ５及びＥ４のパターンと同じである。Ｆ８のパターンはＤ６及びＥ５
のパターンと同じである。Ｆ９のパターンはＥ６のパターンと同じである。したがって、
Ｆ１～Ｆ９のパターンはいずれのパターンであっても、上記大当たり用の保留予告設定処
理にて設定するパターンと画像の組み合わせが対応している。これにより、遊技者は保留
予告の開始時には遊技結果を特定しにくい。
【０３５６】
　外れ用の保留予告設定処理（図３５）の説明に戻り、ステップＳ２２１４の処理を実行
した後は、ステップＳ２２１５に進み、特別保留表示設定処理を実行してから、外れ用の
保留予告設定処理を終了する。ステップＳ２２１５の特別保留表示設定処理は、ステップ
Ｓ２１２０の処理と同様であるため説明を省略する。
【０３５７】
　＜保留予告における終了時シフトを行うための処理＞
　次に、保留予告における終了時シフトを行うための処理について説明する。この処理は
、変動表示制御処理（図２２）にて実行される変動中用処理（ステップＳ１３０５）と、
変動終了用処理（ステップＳ１３０６）にて行われる。既に説明したとおり、変動中用処
理は各遊技回が開始されてから変動終了コマンドを主制御装置８１から受信するまで実行
される処理である。また、変動終了用処理は、主制御装置８１からの変動終了コマンドを
受信することに基づいて遊技回を終了させるために実行される処理である。ここでは先ず
変動終了用処理について説明し、その後、変動中用処理について説明する。
【０３５８】
　変動終了用処理では、図３６のフローチャートに示すように、先ずステップＳ２３０１
にて、遊技回終了用処理を実行する。遊技回終了用処理は、上記ステップＳ１６０１の処
理と同様である。
【０３５９】
　続くステップＳ２３０２では、保留予告を実行中であるか否かを判定し、実行中でない
場合にはそのまま変動終了用処理を終了する。ここでいう保留予告を実行中ではない場合
には、第２特別保留用画像Ｐｅを実行用表示領域Ｇｂに表示している期間が含まれる。保
留予告を実行中である場合には、ステップＳ２３０３にて保留用シフトコマンドを表示制
御装置２１２に送信する。保留用シフトコマンドを受信した表示制御装置２１２は、図柄
表示装置４１を制御して、第２特別保留用画像Ｐｅにおける各面Ｓ１～Ｓ４の示唆画像の
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シフトを実行する。具体的には、第１面Ｓ１が表示されている場合にはその画像を第２面
Ｓ２にシフトさせ、第２面Ｓ２が表示されている場合にはその画像を第３面Ｓ３にシフト
させ、第３面Ｓ３が表示されている場合にはその画像を第４面Ｓ４にシフトさせ、第４面
Ｓ４が表示されている場合にはその画像を第１面Ｓ１にシフトさせる。この場合、保留予
告を実行している単位エリア２７２～２７５から、シフト後の面Ｓ１～Ｓ４に対応する示
唆画像を把握するとともに、保留用画像データ記憶エリア２６９から画像データを読み出
して、当該読み出した画像にシフトされるように図柄表示装置４１を制御する。上記のよ
うに画像のシフトを行う場合、各図柄列Ｚ１～Ｚ３が停留表示されてからシフトが開始さ
れ、次の変動表示の開始時に当該シフトが終了するように設定されている。したがって、
遊技者は、シフト中はシフト前の画像とシフト後の画像とを同時に認識することができる
。ステップＳ２３０３の処理を実行した後は、変動終了用処理を終了する。
【０３６０】
　次に、変動中用処理について、図３７のフローチャートを参照して説明する。
【０３６１】
　先ずステップＳ２４０１では、遊技回中用処理を実行する。遊技回中用処理は、上記ス
テップＳ１５０１の処理と同様である。続くステップＳ２４０２では、連続演出に対応す
る遊技回であるか否かを判定する。連続演出に対応する遊技回ではない場合には、そのま
ま変動中用処理を終了する。
【０３６２】
　ステップＳ２４０１にて連続演出に対応する遊技回である場合には、ステップＳ２４０
３にて、一回の連続演出における変動表示の終了タイミングであるか否かを判定する。具
体的には、図柄表示装置４１における変動表示において、中図柄列Ｚ２が停止して有効ラ
イン上に特定の図柄組み合わせが形成された状態で、全ての図柄列が停留表示するタイミ
ングであるか否かを判定する。この処理では、残余カウンタＮＣの値を参照することで当
該連続演出における変動表示の終了タイミングを把握することができる。
【０３６３】
　ステップＳ２４０３にて連続演出における変動終了タイミングでない場合、ステップＳ
２４０４にて連続演出用処理を実行して、変動中用処理を終了する。連続演出用処理では
、連続演出決定処理（図３１）にて決定された連続回数に基づいて各図柄列Ｚ１～Ｚ３の
変動表示に対応させて表示発光部６３及びスピーカ部６４を制御するとともに、設定され
た最終回の変動表示におけるリーチ表示に対応させて表示発光部６３及びスピーカ部６４
を制御する。
【０３６４】
　ステップＳ２４０３にて連続演出における変動終了タイミングである場合には、ステッ
プＳ２４０５にて連続停止用処理を実行する。連続停止用処理では、各図柄列Ｚ１～Ｚ３
の変動表示の終了時の演出に対応させて表示発光部６３及びスピーカ部６４を制御する。
また、再変動時の特定の効果音及びフラッシュ等の演出に対応させて表示発光部６３及び
スピーカ部６４を制御する。
【０３６５】
　続くステップＳ２４０６では、保留予告を実行中であるか否かを判定する。保留予告を
実行中である場合には、ステップＳ２４０７にて保留用シフトコマンドを表示制御装置２
１２に送信する。保留用シフトコマンドを受信した表示制御装置２１２の処理は上記の通
りである。
【０３６６】
　ステップＳ２４０６にて保留予告を実行中ではない場合、又はステップＳ２４０７の処
理を実行した後は本変動中用処理を終了する。
【０３６７】
　＜遊技回と保留予告との関係＞
　次に遊技回の変動表示と保留予告との関係について、図３８及び図３９を参照して説明
する。図３８（ａ）及び図３９（ａ）は、各図柄列Ｚ１～Ｚ３の変動表示と保留予告のシ
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フトとの関係を示すタイミングチャートであり、図３８（ｂ）及び図３９（ｂ）は保留予
告において画像がシフトされる様子を説明するための説明図である。
【０３６８】
　先ず、保留予告の対象となっている遊技回の前に実行される遊技回の回数が変動終了回
数と同数である場合、すなわち連続演出が行われない場合について、図３８を参照して説
明する。ここでは例として、保留予告の対象となっている遊技結果が通常大当たり結果で
あり、第１面Ｓ１～第３面Ｓ３に外れ画像が付され、第４面Ｓ４に当選画像が付されてい
る（Ｄ１のパターン）とする。また、変動終了回数を３回とする。
【０３６９】
　ｔ１のタイミングの保留予告の開始時には第２特別保留用画像Ｐｅが低速周回する。こ
の場合、遊技者は、４つの面Ｓ１～Ｓ４のうち１つの面に当選画像が付され、３つの面に
外れ画像が付されていることを認識する。続いてｔ２のタイミングから第２特別保留用画
像Ｐｅが高速周回する。その後ｔ３のタイミングで、第１面Ｓ１のみを表示させて停止表
示される。この場合、図３８（ｂ１）に示すように外れ画像が表示され、遊技者は、第１
面Ｓ１～第３面Ｓ３のいずれの面に対応する外れ画像であるかを特定することができない
。
【０３７０】
　その後、ｔ４のタイミングで遊技回の変動表示が終了すると第２特別保留用画像Ｐｅの
シフトが開始され、ｔ５のタイミングで第２面Ｓ２が表示される。この場合、図３８（ｂ
２）に示すように外れ画像が表示されているので、遊技者は、ｔ３のタイミングで表示さ
れた面が第１面Ｓ１又は第２面Ｓ２であったことを認識することができる。換言すれば、
ｔ５のタイミングで開始された遊技回の変動表示が終了すると、外れ画像（第３面Ｓ３）
又は当選画像（第４面Ｓ４）にシフトされることを認識することができる。
【０３７１】
　ｔ５のタイミングで開始された遊技回の変動表示がｔ６のタイミングで終了すると第２
特別保留用画像Ｐｅのシフトが開始され、ｔ７のタイミングで第３面Ｓ３が表示される。
この場合、図３８（ｂ３）に示すように外れ画像が表示されているので、遊技者はｔ３の
タイミングで表示された面が第１面Ｓ１であったことを認識することができる。換言すれ
ば、ｔ７のタイミングで開始された遊技回の変動表示が終了すると、当選画像（第４面Ｓ
４）にシフトされることを認識することができる。したがって、遊技者は当該保留予告の
対象となった保留情報がいずれかの大当たり結果であることを認識することができる。
【０３７２】
　ｔ７のタイミングで開始された遊技回の変動表示がｔ８のタイミングで終了すると第２
特別保留用画像Ｐｅのシフトが開始され、ｔ９のタイミングで第４面Ｓ４が表示される。
この場合、図３８（ｂ４）に示すように当選画像が表示された状態で実行用表示領域Ｇｂ
に第２特別保留用画像Ｐｅが表示される。
【０３７３】
　ここで、上記のように画像のシフトは変動表示が終了する度に行われる。したがって上
記の例によると、変動終了回数が３回である点と、保留予告の開始時に当選画像が１つ含
まれるとともに外れ画像が３つ連続して含まれることを認識した点からすると、遊技者は
、ｔ３のタイミングで停止表示される画像が外れ画像であることを期待する。また、変動
終了回数と認識した並び順との関係により、ｔ５及びｔ７のタイミングで停止表示される
画像も外れ画像であることを期待する。したがって、上記認識した並び順によっては、保
留予告の対象となる遊技回が開始されるまで期待感を引き伸ばすことができる。
【０３７４】
　また、例えば、変動終了回数が３回であって、第１面Ｓ１のみに外れ画像が付され、他
の面Ｓ２～Ｓ４に当選画像付されている場合（Ｄ４のパターンの場合）、ｔ３、ｔ５及び
ｔ７のタイミングのうちのいずれかで外れ画像が停止表示された時点で、その後連続演出
が行われなければ、遊技者は保留予告の対象となっている保留情報がいずれかの大当たり
結果であることを認識することができる。
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【０３７５】
　したがって、第２特別保留用画像Ｐｅにおける示唆画像の並び順と、変動終了回数との
関係により、保留予告の遊技結果を認識させるタイミングを異ならせることが可能となる
。これにより、保留予告の遊技結果を変動終了回数と保留予告の表示内容とから推測する
、という斬新な遊技とすることができる。
【０３７６】
　ちなみに、保留予告の遊技結果がいずれかの大当たり結果である場合、遊技者としては
、当該遊技結果を認識するタイミングが早ければ早いほど優越感に長く浸ることができ、
当該タイミングが遅ければ遅いほど保留予告の内容を長く楽しむことが可能となる。一方
で、保留予告の遊技結果が外れ結果である場合には、遊技者としては、当該遊技結果を認
識するタイミングが早ければ早いほど、無駄な演出が繰り返されることによるむなしさを
感じかねない。
【０３７７】
　そこで本実施形態では遊技回の演出として連続演出が設定されており、当該連続演出の
変動終了時にも終了時シフトが行われる構成としている。遊技者は、上記のようにいずれ
かの大当たり結果であることを認識した場合には、連続演出が発生しないことを期待する
。つまり、変動終了回数が変化しないことを期待する。これに対して、保留予告の遊技結
果が外れ結果であると認識した場合には、遊技者は、連続演出が発生することを期待する
。つまり、変動終了回数が変化して認識した遊技結果と異なる結果（大当たり結果）とな
ることを期待する。
【０３７８】
　したがって、保留予告を行うことで、当該保留予告に対する注目度だけでなく、各遊技
回の変動表示の内容への注目度も高めることが可能となる。
【０３７９】
　次に、保留予告の対象となっている遊技回の前に連続演出が行われる場合について、図
３９を参照して説明する。ここでは例として、保留予告の対象となっている遊技結果が通
常大当たり結果であり、第１面Ｓ１に当選画像が付され、第２面Ｓ２～第４面Ｓ４に外れ
画像が付されている（Ｄ１のパターン）とする。また、保留予告の対象となっている保留
情報よりも前に当否判定の対象となる保留情報は実行中の遊技回に係る保留情報を除き１
とし、保留予告開始時に第１保留エリアＲＥ１に保留されている保留情報の遊技回にて３
回の連続演出が行われ、変動終了回数は５回とする。
【０３８０】
　ｔ１のタイミングの保留予告の開始時には第２特別保留用画像Ｐｅが低速周回する。こ
の場合、遊技者は、４つの面Ｓ１～Ｓ４のうち１つの面に当選画像が付され、３つの面に
外れ画像が付されていることを認識する。続いてｔ２のタイミングから第２特別保留用画
像Ｐｅが高速周回する。その後ｔ３のタイミングで、第１面Ｓ１のみを表示させて停止表
示される。この場合、図３９（ｂ１）に示すように当選画像が表示され、遊技者は今回又
は次の遊技回で連続演出が発生しなければ、保留予告の対象となっている保留情報は外れ
結果であると遊技者は予想する。つまり、ｔ３のタイミングで遊技者が予測した遊技結果
は、遊技者にとって好ましくない情報である。
【０３８１】
　その後、ｔ４のタイミングで遊技回の変動表示が終了すると第２特別保留用画像Ｐｅの
シフトが開始され、ｔ５のタイミングで第２面Ｓ２が表示される。この場合、図３９（ｂ
２）に示すように外れ画像が表示される。また、ｔ４のタイミングで終了した遊技回は連
続演出が行われなかったため、第２特別保留用画像Ｐｅは第２単位保留表示領域Ｇａ２か
ら第１単位保留表示領域Ｇａ１に移動される。
【０３８２】
　さらに、ｔ５のタイミングで開始された遊技回の変動表示がｔ６のタイミングで一旦停
止すると、第２特別保留用画像Ｐｅのシフトが開始され、ｔ７のタイミングで図３９（ｂ
３）に示すように第３面Ｓ３（外れ画像）が表示される。そしてこのｔ６のタイミングで
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の変動表示の終了は連続演出によるものであり、遊技回は終了せずに再度図柄の変動表示
が開始される。そして、ｔ７のタイミングで再開された図柄の変動表示は、ｔ８のタイミ
ングで一旦停止（２回目の変動終了）し、第２特別保留用画像Ｐｅのシフトが開始され、
ｔ９のタイミングで図３９（ｂ４）に示すように第４面Ｓ４（外れ画像）が表示される。
さらにこのｔ８のタイミングでの変動表示の終了は連続演出によるものであり、遊技回は
終了せずに再度図柄の変動表示が開始される。そして、ｔ９のタイミングで再開された図
柄の変動表示は、ｔ１０のタイミングで終了し、第２特別保留用画像Ｐｅのシフトが開始
され、ｔ１１のタイミングで図３９（ｂ５）に示すように第１面Ｓ１（当選画像）が表示
される。
【０３８３】
　ここで、ｔ９のタイミングで再開された図柄の変動表示ではリーチ表示が行われる。す
なわち今回の連続演出は、連続回数が３回である。既に説明したとおり、連続演出におい
て連続回数が２回～４回の場合には外れ結果である可能性が高く、連続回数が５回である
場合には大当たり結果である可能性が高い。そのため、上記のようにｔ９のタイミングで
再開された図柄の変動表示でリーチ表示が行われた場合には、遊技者は、今回の遊技回の
遊技結果が外れ結果である可能性が高いと落胆し得る。一方で、保留予告の対象となって
いる保留情報は、上記のとおりｔ１１のタイミングで当選画像が表示されていることから
、いずれかの大当たり結果となる。すなわちこの例では、連続演出において連続回数が３
回であれば保留予告の対象となっている保留情報がいずれかの大当たり結果であることに
なるため、遊技者は３回目の変動表示においてリーチ表示が行われること（連続回数が４
回又は５回ではないこと）を期待する。つまり、連続演出の最後の変動表示にてリーチ表
示を行う構成としているため、連続演出において変動表示の終了よりも前のタイミングで
あるリーチ表示が行われた時点又はリーチ表示が行われなかった時点で、遊技者は保留予
告の対象となっている保留情報の遊技結果を確信することが可能となる。よって、保留予
告自体及び保留予告の対象となっている遊技回、だけでなくそれよりも前に実行される遊
技回への注目度を好適に高めることが可能となる。
【０３８４】
　図示による詳細な説明は省略するが、上記の例で、仮にｔ５のタイミングで開始された
遊技回において５回の連続演出が実行されると、保留予告については当初予測していたと
おりとなるが、当該連続演出が行われる遊技回については上記のとおり大当たり結果であ
る期待度が高く、遊技者にとって好ましい結果となる。
【０３８５】
　このように、連続演出を用いることで、変動終了回数を保留数と異ならせることが可能
となり、この変動終了回数を用いた保留予告について、遊技者が予測した遊技結果と異な
る結果とすることが可能となる。
【０３８６】
　上記のように連続演出は、外れ結果である場合には２回～４回が選択されやすく５回が
選択されにくくなっている。一方で、いずれかの大当たり結果である場合には５回が選択
されやすく２回～４回が選択されにくくなっている。連続演出において２回～４回が選択
された場合には、保留予告では変動終了回数が１回～３回増加することで、遊技者が最終
停止すると認識した面とは異なる面が最終停止することになる。また、連続演出において
５回が選択された場合には、保留予告では変動終了回数が４回増加するものの、当該増加
する回数は周回回数に相当し、遊技者が最終停止すると認識した面と同じ面が最終停止さ
れることになる。
【０３８７】
　つまり、保留予告が行われている状況において最終停止すると認識した面が変化して欲
しいと期待する場合は、２回～４回の連続演出が発生することを期待する。２回～４回の
連続演出が発生した場合には、今回の遊技回は外れ結果である可能性が高いものの、最終
停止すると認識した面が変化することにより保留予告の対象となっている遊技回への期待
感を高めることができる。これに対して、５回の連続演出が発生した場合は、最終停止す
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ると認識した面は変化しないものの、今回の遊技回が大当たり結果である可能性が高く、
今回の遊技回への期待感を高めることが可能となる。
【０３８８】
　また、変動終了回数が変化しないことを期待する場合は、各遊技回において連続演出が
発生せず特定の図柄組み合わせが停止表示されないこと期待する。つまり、保留予告の遊
技結果を認識した後のタイミングであっても、各遊技回の変動表示の注目度を低下させる
ことがない。また、連続演出が発生した場合であっても、５回の連続演出であれば最終停
止すると認識した面が変化せず、保留予告への期待感は低下しない。さらに５回の連続演
出であれば、上記のように今回の遊技回への期待感も高めることが可能となる。２回～４
回の連続演出が発生した場合には、再度の連続演出の発生を期待することになる。連続演
出の発生を期待する状況については上記の通りである。
【０３８９】
　以上詳述した本実施形態によれば、以下の優れた効果を奏することが可能となる。
【０３９０】
　遊技回における所定の演出として各図柄列Ｚ１～Ｚ３の変動表示が終了される演出が行
われる度に、保留予告における第２特別保留用画像Ｐｅをシフトさせる構成とした。その
ため、保留予告の内容から保留予告の対象となっている保留情報の予測を行うために、遊
技者は遊技回における変動表示に対して注目する。このようにすることで、保留予告への
注目度を高めつつ、遊技回への注目度を好適に高めることが可能となる。
【０３９１】
　保留予告の開始時に第２特別保留用画像Ｐｅを低速周回させ、各図柄列Ｚ１～Ｚ３の変
動表示の終了時に終了時シフトを行い、保留予告の対象となっている遊技回では遊技結果
に対応する示唆画像にシフトされた状態で表示させる構成とした。これにより、低速周回
によって遊技者は示唆画像の並び順を認識し、当該認識した並び順と変動終了回数との関
係から保留予告の遊技結果を推測する、という斬新な遊技を提供することが可能となる。
【０３９２】
　遊技回の演出としては連続演出が含まれており、当該連続演出における各変動表示の終
了時にも終了時シフトを行う構成とした。これにより、各遊技回の演出内容によって変動
終了回数が変化することになり、保留予告に対する注目度だけでなく、保留予告の対象と
なっている遊技回よりも前の遊技回に対する注目度を高めることが可能となる。
【０３９３】
　遊技回の演出として連続演出が実行されている場合には、保留予告を行わない構成とし
た。連続演出は大当たり当選の期待度が高い演出であり、遊技者は当該演出に注目してい
ることが想定される。この場合に保留予告を行う構成とすると、保留予告の開始時の低速
周回が見逃されてしまう恐れがある。そこで、本実施形態のようにすることで、上記保留
予告の遊技結果を推測する遊技を好適に行わせることが可能となる。
【０３９４】
　一方で、保留予告を開始してからは連続演出が発生し得る構成とした。保留予告におけ
る示唆画像のシフトは変動表示の終了時であるため、遊技者としては当該シフトが行われ
るタイミングを把握しやすい。さらにその後も次の変動表示の終了時まで、第２特別保留
用画像Ｐｅは停止表示されていることから、何の画像にシフトされたかを当該シフトされ
たタイミングに見逃した場合であっても後から確認することが可能である。そこで、本実
施形態のようにすることで、上記のように連続演出を行うことの効果を奏することが可能
となる。
【０３９５】
　＜第３の実施形態＞
　本実施形態では、上記第２の実施形態において、上作動口３３への遊技球の入賞と下作
動口３４への遊技球の入賞とが区別される。
【０３９６】
　先ず、本実施形態における保留球格納エリア２３２の構成について図４０を参照して説
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明する。
【０３９７】
　本実施形態における保留球格納エリア２３２は、第１取得情報記憶手段として設けられ
た第１結果表示部用保留エリアＲａと、第２取得情報記憶手段として設けられた第２結果
表示部用保留エリアＲｂと、を備えている。第１結果表示部用保留エリアＲａは、上作動
口３３への遊技球の入賞履歴に合わせて、大当たり乱数カウンタＣ１、大当たり種別カウ
ンタＣ２、リーチ乱数カウンタＣ３及び変動種別カウンタＣＳの各値を時系列的に格納す
るための保留エリアである。なお、当該第１結果表示部用保留エリアＲａに記憶された大
当たり乱数カウンタＣ１、大当たり種別カウンタＣ２、リーチ乱数カウンタＣ３及び変動
種別カウンタＣＳの１組の組み合わせが、上作動口３３に係る保留情報に相当し、当該保
留情報が本実施形態における特別情報（第１特別情報）に相当する。
【０３９８】
　また第２結果表示部用保留エリアＲｂは、下作動口３４への遊技球の入賞履歴に合わせ
て、大当たり乱数カウンタＣ１、大当たり種別カウンタＣ２、リーチ乱数カウンタＣ３及
び変動種別カウンタＣＳの各値を時系列的に格納するための保留エリアである。なお、当
該第２結果表示部用保留エリアＲｂに記憶された大当たり乱数カウンタＣ１、大当たり種
別カウンタＣ２、リーチ乱数カウンタＣ３及び変動種別カウンタＣＳの１組の組み合わせ
が、下作動口３４に係る保留情報に相当し、当該保留情報が本実施形態における特別情報
（第２特別情報）に相当する。
【０３９９】
　第１結果表示部用保留エリアＲａ及び第２結果表示部用保留エリアＲｂは、それぞれ第
１エリア～第４エリアの４つの記憶エリアと、保留数記憶領域とより構成されている。各
記憶エリアは、大当たり乱数カウンタＣ１の値を格納するためのＣ１記憶領域と、大当た
り種別カウンタＣ２の値を格納するためのＣ２記憶領域と、リーチ乱数カウンタＣ３の値
を格納するためのＣ３記憶領域と、変動種別カウンタＣＳの値を格納するためのＣＳ記憶
領域とより構成されている。この第１エリア～第４エリアの４つの記憶エリアにより、上
作動口３３又は下作動口３４への遊技球の入賞履歴がそれぞれ最大４個まで保留記憶され
るようになっている。
【０４００】
　そして、本実施形態における作動口用の入賞処理（図７）では、上作動口３３への入賞
が発生した場合には、第１結果表示部用保留エリアＲａの保留記憶数ＲａＮが４未満であ
ることを条件に、対応する記憶エリアへ大当たり乱数カウンタＣ１、大当たり種別カウン
タＣ２、リーチ乱数カウンタＣ３及び変動種別カウンタＣＳの各バッファ値を格納する。
また、下作動口３４への入賞が発生した場合には、第２結果表示部用保留エリアＲｂの保
留記憶数ＲｂＮが４未満であることを条件に、対応する記憶エリアへ大当たり乱数カウン
タＣ１、大当たり種別カウンタＣ２、リーチ乱数カウンタＣ３及び変動種別カウンタＣＳ
の各バッファ値を格納する。
【０４０１】
　また、図による詳細な説明は省略するが、本変形例では、メイン保留発光部４５が上作
動口３３用の発光部（第１保留発光部）と、下作動口３４用の発光部（第２保留発光部）
と、に区別されて設けられている。図柄表示装置４１の表示画面Ｇにおける保留表示領域
Ｇａも、上作動口３３用の保留表示領域（第１保留表示領域）と、下作動口３４用の保留
表示領域（第２保留表示領域）と、に区別されて設定されている。各保留発光部は、各保
留記憶数ＲａＮ，ＲｂＮの最大記憶数に対応させて４つずつ設けられ、各保留表示領域も
最大記憶数に対応させて４つずつに区画されている。
【０４０２】
　そして、上記の作動口用の入賞処理で設定される各保留コマンドには、いずれの作動口
３３，３４への入賞に基づく保留コマンドであるかの情報が含まれている。さらに、演出
制御装置８２側の保留用記憶エリア２４６も、上作動口３３に対応する第１記憶エリア～
第４記憶エリアと、下作動口３４に対応する第１記憶エリア～第４記憶エリアとが設定さ
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れており、保留表示制御用コマンド対応処理（図３０）では各保留コマンドを受信したこ
とに基づいて、対応する記憶エリアへリーチ表示が発生するか否かの情報と、リーチ表示
が発生する場合にはその種類の情報と、が記憶される。そして、当該保留コマンドを受信
した演出制御装置８２は、対応する保留発光部を、保留記憶数の増加に対応させて制御す
る。表示制御装置２１２の保留表示用エリア２７１も、上作動口３３に対応する第１単位
エリア～第４単位エリアと、下作動口３４に対応する第１単位エリア～第４単位エリアと
が設定されている。演出制御装置８２は、表示制御装置２１２を制御して、対応する保留
表示領域に保留用画像を表示させるための処理を実行する。
【０４０３】
　次に、本実施形態におけるデータ設定処理について図４１のフローチャートを参照して
説明する。既に説明したとおり、データ設定処理は遊技回制御処理（図９）において各遊
技回の開始に際して実行される処理である。
【０４０４】
　本実施形態におけるデータ設定処理では、先ずステップＳ２５０１にて、第２結果表示
部用保留エリアＲｂに保留記憶されている第２始動保留記憶数ＲｂＮが「０」か否かを判
定する。第２始動保留記憶数ＲｂＮが「０」である場合にはステップＳ２５０２～ステッ
プＳ２５０７の第１結果表示部用のデータ設定処理を実行し、第２始動保留記憶数ＲｂＮ
が「０」でない場合にはステップＳ２５０８～ステップＳ２５１３の第２結果表示部用の
データ設定処理を実行する。
【０４０５】
　ここで、データ設定処理が実行される場合とは、第１結果表示部用保留エリアＲａの第
１始動保留記憶数ＲａＮと第２結果表示部用保留エリアＲｂの第２始動保留記憶数ＲｂＮ
の合計数である共通保留数ＣＲＮが１以上である場合である。この場合に、データ設定処
理では、第２始動保留記憶数ＲｂＮが「０」であるか否かを判定し、「０」でない場合に
は、第１始動保留記憶数ＲａＮが１以上であるか否かに関係なく、第２結果表示部用保留
エリアＲｂに記憶されているデータを変動表示用として設定するようにした。これにより
、第１結果表示部用保留エリアＲａ及び第２結果表示部用保留エリアＲｂの両方に保留情
報が記憶されている場合には、下作動口３４に対応した第２結果表示部用保留エリアＲｂ
に記憶されている保留情報が優先されることとなる。
【０４０６】
　第１結果表示部用のデータ設定処理では、先ずステップＳ２５０２にて、第１結果表示
部用保留エリアＲａの保留記憶数ＲａＮを１減算する。続くステップＳ２５０３では共通
保留数ＣＲＮを１減算する。その後、ステップＳ２５０４では、第１結果表示部用保留エ
リアＲａの第１エリアに格納されたデータを実行エリアＡＥに移動する。
【０４０７】
　その後、ステップＳ２５０５にて第１結果表示部用保留エリアＲａの記憶エリアに格納
されたデータをシフトさせる処理を実行する。このデータシフト処理は、第１エリア～第
４エリアに格納されているデータを下位エリア側に順にシフトさせる処理であって、第１
エリアのデータをクリアするとともに、第２エリア→第１エリア、第３エリア→第２エリ
ア、第４エリア→第３エリアといった具合に各エリア内のデータがシフトされる。
【０４０８】
　続くステップＳ２５０６では、シフト時コマンドを設定する。この場合、ＲＯＭ２０３
のコマンド情報記憶エリア２２３から、今回のデータのシフトの対象となった保留エリア
が、第１結果表示部用保留エリアＲａに対応していることの情報、すなわち上作動口３３
に対応していることの情報を含むシフト時コマンドを選定し、その選定したシフト時コマ
ンドを演出制御装置８２への送信対象のコマンドとして設定する。その後、本データ設定
処理を終了する。
【０４０９】
　ステップＳ２５０７にて設定されたシフト時コマンドは、通常処理（図８）におけるス
テップＳ３０１にて、演出制御装置８２に送信される。演出制御装置８２では、受信した
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シフト時コマンドに基づいて、第１保留発光部における表示を保留個数の減少に対応させ
て変更するための処理を実行する。さらに演出制御装置８２は、表示制御装置２１２を制
御して、対応する保留表示領域の保留用画像を変更させるための処理を実行する。
【０４１０】
　第２結果表示部用のデータ設定処理では、先ずステップＳ２５０７にて、第２結果表示
部用保留エリアＲｂの第２始動保留記憶数ＲｂＮを１減算する。続くステップＳ２５０８
では共通保留数ＣＲＮを１減算する。その後、ステップＳ２５０９では、第２結果表示部
用保留エリアＲｂの第１エリアに格納されたデータを実行エリアＡＥに移動する。
【０４１１】
　その後、ステップＳ２５１０にて第２結果表示部用保留エリアＲｂの記憶エリアに格納
されたデータをシフトさせる処理を実行する。このデータシフト処理は、第１エリア～第
４エリアに格納されているデータを下位エリア側に順にシフトさせる処理であって、第１
エリアのデータをクリアするとともに、第２エリア→第１エリア、第３エリア→第２エリ
ア、第４エリア→第３エリアといった具合に各エリア内のデータがシフトされる。
【０４１２】
　続くステップＳ２５１１では、シフト時コマンドを設定する。この場合、ＲＯＭ２０３
のコマンド情報記憶エリア２２３から、今回のデータのシフトの対象となった保留エリア
が第２結果表示部用保留エリアＲｂに対応していることの情報、すなわち下作動口３４に
対応していることの情報を含むシフト時コマンドを選定し、その選定したシフト時コマン
ドを演出制御装置８２への送信対象のコマンドとして設定する。その後、本データ設定処
理を終了する。
【０４１３】
　ステップＳ２５１１にて設定されたシフト時コマンドは、通常処理（図８）におけるス
テップＳ３０１にて、演出制御装置８２に送信される。演出制御装置８２では、受信した
シフト時コマンドに基づいて、第２保留ランプ部における表示を、保留個数の減少に対応
させて変更するための処理を実行する。さらに演出制御装置８２は、表示制御装置２１２
を制御して、対応する保留表示領域の保留用画像を変更させるための処理を実行する。
【０４１４】
　したがって、本実施形態では、上作動口３３への入賞に基づく保留情報が記憶されてい
る場合であっても、当該保留情報が当否判定の対象となる前のタイミングで下作動口３４
への入賞が発生した場合には、下作動口３４への入賞に基づく保留情報が先に当否判定の
対象となる構成となる。そして、例えば上作動口３３への入賞に基づく保留情報について
保留予告を実行している場合に、下作動口３４への入賞が発生すると、変動終了回数が変
化し、実行中の保留予告に矛盾が生じる可能性がある。
【０４１５】
　そこで、本実施形態では、主制御装置８１側の変動表示時間の設定処理（ステップＳ６
０８）にて実行される変動表示時間の設定処理と、演出制御装置８２側の連続演出決定処
理（ステップＳ１８０４）と、にて、上記生じ得る矛盾を回避するための処理が行われる
。
【０４１６】
　先ず、本実施形態における変動表示時間の設定処理について、図４２のフローチャート
を参照して説明する。
【０４１７】
　本実施形態の変動表示時間の設定処理では、先ず、ステップＳ２６０１にて、実行エリ
アＡＥに格納されている変動種別カウンタＣＳ及びリーチ乱数カウンタＣ３の値を把握す
る。続くステップＳ２６０２では、今回の遊技回が上作動口３３への入賞に対応するもの
であるか否かを判定する。ステップＳ２６０２にて肯定判定した場合、続くステップＳ２
６０３にて、リーチ表示が発生するか否かを判定する。具体的には、いずれかの大当たり
結果である場合にはリーチ表示が発生すると判定する。また、遊技結果が外れ結果であっ
てもリーチ乱数カウンタＣ３の値がリーチ発生に対応した値である場合には、リーチ表示
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の発生として、ステップＳ２６０３にて肯定判定をする。
【０４１８】
　ステップＳ２６０３にて肯定判定した場合には、ステップＳ２６０４にて、リーチ発生
用変動表示時間テーブル（図１５（ａ））を取得して変動表示時間を決定する。また、ス
テップＳ２６０３にて否定判定した場合には、ステップＳ２６０５にて、リーチ非発生用
変動表示時間テーブル（図１５（ｂ））を取得するとともに、上作動口３３の保留記憶数
ＲａＮを把握して変動表示時間を決定する。ステップＳ２６０４及びステップＳ２６０５
の処理にて決定される変動表示時間は、既に説明したとおりである。
【０４１９】
　ステップＳ２６０２にて下作動口３４への入賞に対応するものである場合には、ステッ
プＳ２６０６に進む。ステップＳ２６０６では、サポートモードが高頻度サポートモード
であるか否かを判定する。高頻度サポートモードである場合には、続くステップＳ２６０
７にて、リーチ表示が発生するか否かを判定する。この処理は、上記ステップＳ２６０３
の処理と同様である。リーチ表示が発生する場合には、ステップＳ２６０４にてリーチ発
生用変動表示時間テーブルを参照して変動表示時間が決定される。リーチ表示が発生しな
い場合には、ステップＳ２６０８にて変動表示時間を３ｓｅｃとして決定する。ステップ
Ｓ２６０６にて低頻度サポートモードである場合にはステップＳ２６０９にて変動表示時
間を６０ｓｅｃとして設定する。
【０４２０】
　ステップＳ２６０４、ステップＳ２６０５、ステップＳ２６０８及びステップＳ２６０
９のうちのいずれかの処理を実行した後は、ステップＳ２６１０に進み、上記各処理に基
づいてＲＡＭ２０４の各種カウンタエリア２３３に設けられた変動時間カウンタに変動表
示時間を設定し、変動表示時間の設定処理を終了する。変動時間カウンタは、遊技回の変
動表示の終了タイミングを把握するためのカウンタであり所定期間ごとに減算される。
【０４２１】
　したがって、本実施形態では、下作動口３４への入賞に基づく変動表示時間は、高頻度
サポートモード時はリーチ表示の発生の有無により相違し、低頻度サポートモード時には
、リーチ表示が発生するか否かに係らず、６０ｓｅｃに設定される。低頻度サポートモー
ド時に設定される変動表示時間は、上記スーパーリーチを実行する遊技回の変動表示時間
と同じ時間に設定されている。
【０４２２】
　次に、本実施形態における連続演出決定処理について、図４３のフローチャートを参照
して説明する。
【０４２３】
　先ず、ステップＳ２７０１では、サポートモードが低頻度サポートモードであるか否か
を判定する。低頻度サポートモードである場合には、ステップＳ２７０２にて、受信した
保留コマンドが、下作動口３４への入賞に基づくものであるか否かを判定する。下作動口
３４への入賞に基づくものである場合、続くステップＳ２７０３にて、今回受信した保留
コマンドの遊技結果に係らず、遊技回において実行する演出を４回の連続演出として設定
し、保留用記憶エリア２４６の対応する記憶エリアに記憶させる処理を実行する。この場
合、上記第２の実施形態のように、遊技結果（ステップＳ１９０１）や、連続演出を実行
するか否かの抽選処理（ステップＳ１９０３、ステップＳ１９１０）や、連続回数を決定
する処理（ステップＳ１９０５、ステップＳ１９１２）を経ずに、一律で４回の連続演出
として変更する。これにより、仮に保留予告が実行されている場合に、保留予告における
変動終了回数が周回回数と同数の４回増加することになり、既に決定された順序で第２特
別保留用画像Ｐｅのシフトを行っている順序を変更せずに、上記矛盾を解消することが可
能となる。また、保留予告が実行されていない場合であっても連続演出とすることで、主
制御装置８１側で設定された情報を変更せずに、演出制御装置８２側で保留予告及び連続
演出を設定することが可能となる。
【０４２４】
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　ステップＳ２７０１又はステップＳ２７０２にて否定判定した場合、ステップＳ２７０
４に進む。ステップＳ２７０４～ステップＳ２７１７の処理は、上記ステップＳ１９０１
～ステップＳ１９１４の処理と同様であるため説明を省略する。
【０４２５】
　本実施形態によれば、以下の優れた効果を奏する。
【０４２６】
　保留予告を実行中に当該保留予告の対象となっている保留情報よりも先に当否判定の対
象となる保留情報が記憶された場合であっても、すなわち変動終了回数が変化する場合で
あっても、当該先に当否判定の対象となる保留情報の遊技回で連続演出を発生させること
で、保留予告の内容に矛盾が生じず、好適に保留予告を実行することができる。
【０４２７】
　保留予告は、サポートモードが低頻度サポートモードである場合に、所定条件のもと実
行される。つまり、上記の変動終了回数が変化する場合とは、低頻度サポートモード時に
下作動口３４への入賞が発生した場合である。そこで、低頻度サポートモード時に下作動
口３４への入賞が発生した場合には、主制御装置８１側では連続演出が可能な変動表示時
間を設定する構成としている。これにより、主制御装置８１側で決定された変動表示時間
を変更することなく、演出制御装置８２側で連続演出を設定することが可能となる。
【０４２８】
　特に、第２の実施形態で説明したように、保留予告が行われると、遊技者は終了時シフ
トによりシフトされる画像へ注目している。したがって、上記のように積極的に連続演出
を行う構成とすることで、終了時シフトの回数が増え、遊技者が注目する回数を増やすこ
とができる。
【０４２９】
　さらに連続演出を実行可能な変動表示時間は、他の遊技回の変動表示時間よりも長いこ
とから、遊技者の注目度が高まる期間を長くすることも可能となる。
【０４３０】
　一方で、連続演出は本来、大当たり当選の高い演出であるため、上記のように積極的に
連続演出を発生させる構成とすると、その分、連続演出が行われることへの期待感が薄れ
かねない。一方、下作動口３４への入賞に基づいて連続演出を発生させる場合とは、低頻
度サポートモード時に下作動口３４への入賞が発生した場合である。低頻度サポートモー
ド時は高頻度サポートモード時よりも下作動口３４への入賞が発生しにくいことから、上
記のように積極的に連続演出を発生させる構成としつつも、連続演出に対する期待感の減
少を抑制することが可能となる。また、低頻度サポートモード時に下作動口３４への入賞
が発生しにくい構成であることから、仮に入賞が発生した場合には、遊技者は何らかの特
別な事象が発生すると期待するものと考えられる。そこで、低頻度サポートモード時に下
作動口３４への入賞が発生した場合に連続演出を発生させる構成とすることで、遊技者の
期待に沿うことにも繋がり、これらの演出を好適に実施することができる。
【０４３１】
　＜他の実施の形態＞
　なお、上述した各実施形態の記載内容に限定されず、例えば次のように実施してもよい
。ちなみに、以下の各構成を個別に上記各実施形態に対して適用してもよく、一部又は全
部を組み合わせて上記各実施形態に対して適用してもよい。
【０４３２】
　（１）上記第１の実施形態において、シフト周期は２ｓｅｃに限定されず、２ｓｅｃよ
りも短くてもよく、２ｓｅｃよりも長くてもよい。２ｓｅｃよりも短いものにする場合、
保留予告の内容から遊技者に遊技結果を推測させるという観点からすると、少なくとも保
留用変動表示において、各変動用領域Ｒ１～Ｒ３に示唆画像が停止表示されている期間を
認識できる程度の長さとするとよい。ただし、停止表示されている期間が認識できない程
度のシフト周期とする場合であっても、例えば以下の構成とすることで、遊技結果を推測
可能である。すなわち、特別保留用画像Ｐｂの変動用領域Ｒ１～Ｒ３の区分数をより細分
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化し、停止領域及び非停止領域を連続する複数区分に亘って設定する。これにより、各変
動用領域を高速で示唆画像がシフトされても、実質的には非連続となる区分間でシフトさ
れる際に対象となる示唆画像が切り換わることになり、シフト周期が短い場合であっても
、連続する複数区分に亘って示唆画像がシフトされている状況から保留予告の内容から遊
技結果を推測することが可能となる。
【０４３３】
　また、２ｓｅｃよりも長いものにする場合、例えば、各遊技回の変動表示時間よりも長
く設定してもよい。この場合、保留予告の対象となっている保留情報の推測の際に、１つ
前の遊技回の変動表示時間だけでなく、複数回前の遊技回の変動表示時間も関係してくる
ため、これら複数回前の遊技回の進行状況についても注目度を高めることができる。例え
ば、保留予告の表示内容から、複数回の遊技回に亘ってリーチ表示が発生しなければ保留
予告の対象となっている保留情報が大当たり当選となる場合や、一方の遊技回でリーチ表
示が発生しても他方でリーチ表示が発生しなければ大当たり当選となる場合や、各遊技回
でのリーチ表示の種類によって大当たり当選となる場合など、推測における枝を増やすこ
とができる。但し、シフト周期を長くすると、保留予告において示唆画像をシフトさせる
回数が減るため、推測する面白味が低減してしまう可能性がある。
【０４３４】
　そこでこの場合、例えば、総残余時間が予め定められた時間よりも長い場合にのみ保留
予告を実行する構成としてもよい。例えば、保留表示決定処理（図１８）において、ステ
ップＳ１００１及びステップＳ１００２の処理に代え、副側保留記憶数ＳＮが「４」であ
るか否かを判定する処理を導入する。副側保留記憶数ＳＮが「４」でない場合には、ステ
ップＳ１００３にて通常保留表示設定処理を実行し、副側保留記憶数ＳＮが「４」である
場合に、ステップＳ１００４以降の処理を実行する。遊技者はできるだけ保留予告を見た
いと考えるであろうから、本構成とすることで、保留記憶数Ｎ（副側保留記憶数ＳＮ）が
上限個数である場合にのみ保留予告が行われることにより、保留記憶数Ｎを上限個数とす
るように、連続的に遊技球を発射させることが期待でき、所謂止め打ち等を抑制できる、
という新たな効果を生じさせることが可能である。
【０４３５】
　また、総残余時間が予め定められた時間よりも長い場合にのみ保留予告を実行する構成
として、保留予告の対象となっている保留情報よりも先に消化される保留情報のうちに、
リーチ表示が発生する遊技回に対応するものが含まれる場合に保留予告を実行する構成と
してもよい。この場合、保留予告が行われている場合には、それよりも先に消化される遊
技回で必ずリーチ表示が発生するため、保留予告を行うことで当該保留予告の対象となっ
ている保留情報以外の保留情報についても大当たり当選となる期待感を持たせることが可
能となる。
【０４３６】
　（２）上記第１の実施形態においてはシフト周期を２ｓｅｃとしたが、算出された総残
余時間によってシフト周期が変化する構成としてもよい。例えば、総残余時間が短くなれ
ばなるほどシフト周期が長くなる構成としてもよく、総残余時間が短くなればなるほどシ
フト周期が短くなる構成としてもよい。前者の場合、保留予告の対象となっている保留情
報の予測を容易なものとすることができ、後者の場合、当該予測をしにくくすることがで
きる。
【０４３７】
　また、シフト周期を予め複数設定しておき、抽選等により複数のうちの一のシフト周期
が決定される構成としてもよい。この場合、シフト周期の長さを予め複数設定しておき、
大当たり結果である場合のシフト周期は長い周期が選択されやすく、外れ結果である場合
のシフト周期は短い周期が選択されやすい構成としてもよく、遊技結果と選択する周期と
の関係が上記のものと逆となる構成としてもよい。
【０４３８】
　いずれの場合であっても、シフト周期と示唆画像との兼ね合いから遊技者が遊技結果を
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予測するという遊技の意義を担保する、という観点から、一旦開始された保留予告におい
てはシフト周期が変更されない構成とすることが好ましい。
【０４３９】
　但し、シフト周期が変更されたとしても、その変更が遊技者の予測可能な範囲であれば
遊技結果を予測する際の材料となる。遊技者の予測可能な範囲におけるシフト周期の変更
としては、例えば、シフト周期が徐々に短くなったり又は長くなったりする構成や、１～
２回目のシフト周期と３回目のシフト周期とが異なるなど定期的にシフト周期が変更され
る構成が考えられる。
【０４４０】
　（３）上記第１の実施形態において、保留変動表示はシフト周期に基づいて示唆画像を
シフトする構成としたが、所定の示唆画像が所定の変動用領域Ｒ１～Ｒ３に表示されてい
る場合にシフト周期が長くなる又は短くなる構成としてもよい。この場合例えば、当選画
像又は確変画像が第１変動用領域Ｒ１に表示されている場合にシフト周期を長くする構成
や、外れ画像が第１変動用領域Ｒ１に表示されている場合にシフト周期が短くなる構成と
すると、保留予告の対象となっている保留情報の遊技結果が大当たり当選であることの期
待感を高めることが可能となる。
【０４４１】
　（３）上記第１の実施形態において、特別保留用画像Ｐｂの変動用領域Ｒ１～Ｒ３の区
分数は上記の３つに限定されず、２つであってもよく、４つ以上に区分されていてもよい
。
【０４４２】
　（４）上記第１の実施形態では、総残余時間がシフト周期よりも短い場合には保留予告
を実行しない構成としたが、これに代えて、周回周期よりも短い場合には保留予告を実行
しない構成としてもよい。この場合、保留用変動表示は少なくとも１周するため、予測す
る期間を長くすることができる。
【０４４３】
　（５）上記第１の実施形態においても、第３の実施形態のように上作動口３３への入賞
に係る保留情報と下作動口３４への入賞に係る保留情報とが区別して記憶されるとともに
、下作動口３４への入賞に係る保留情報が優先して消化される構成を適用してもよい。
【０４４４】
　この場合、保留予告の対象となっている保留情報の取得タイミングと当該保留情報が当
否判定の対象となるタイミングとの間に、上記優先して消化される保留情報が記憶された
場合には、保留情報の取得タイミングで算出した総残余時間と実際の総残余時間との間に
差異が生じる。したがって、総残余時間を周回周期で除算した場合の剰余時間の算出結果
に差異が生じないように、例えば、各遊技回の変動表示時間を周回周期の自然数倍となる
ように設定するとよい。
【０４４５】
　（６）上記第１の実施形態において、第２，第３の実施形態の第２特別保留用画像Ｐｅ
を採用してもよく、上記第２，第３の実施形態において、第１の実施形態の特別保留用画
像Ｐｂを採用してもよい。第１の実施形態に第２特別保留用画像Ｐｅを採用する場合であ
っても、予め定められたシフト周期ごとに示唆画像のシフトを行うことで、遊技回の進行
状況との関係で遊技結果を予測させることが可能である。また、第２，第３の実施形態に
特別保留用画像Ｐｂを採用する場合であっても、連続演出が設定されていることから保留
記憶数Ｎと変動終了回数とが相違するため、遊技結果がすぐに特定されてしまうことが抑
制できる。
【０４４６】
　（７）上記第１の実施形態において、保留予告の対象となっている保留情報の直前の保
留情報に係る遊技回が終了する際に保留用変動表示が終了する構成としたが、保留予告の
対象となっている保留情報よりも前に当否判定の対象となる保留情報に係る遊技回であれ
ば直前のものに限られない。例えば、特別保留用画像Ｐｂが、当初Ｇａ３にて表示される
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とともに動きを開始した場合に次のＧａ２で動きを停止する構成であってもよい。また、
保留用変動表示が終了する遊技回を抽選等によって決定する構成としてもよい。この場合
、保留予告の開始に際して実行中の遊技回を含め、保留予告の対象となっている保留情報
に係る遊技回よりも前に実行される遊技回のいずれかを選択する選択手段を備え、保留予
告開始時から当該選択手段により選択された遊技回の終了タイミングまでの総残余時間を
算出して、当該総残余時間に基づいて保留予告開始時の示唆画像を決定する構成とすると
よい。このようにすることで、保留予告の演出を多様化することができる。
【０４４７】
　またこの場合、リーチ表示が発生するか否か、リーチ表示がスーパーリーチへ移行する
か否か、といった演出の発展ポイントが含まれるような遊技回が選択されやすい構成とし
てもよい。リーチ表示が発生するか否か等の発展ポイントでは、そのまま遊技回が終了す
るか、それとも、それよりも大当たり結果となる期待度が高い演出に発展するか、につい
て高い関心が寄せられる。そのため、このような演出が行われる遊技回において保留用変
動表示が終了する構成とすることで、遊技回と保留予告との関連性をより高めることがで
き、両者の注目度を好適に高めることが可能となる。
【０４４８】
　さらにこの場合、選択された遊技回（保留用変動表示が終了する遊技回）において、背
景画像を変更するなどして、当該選択されたことを遊技者が把握可能なようにするとよい
。
【０４４９】
　なお、複数の保留情報に上記のような発展ポイントが含まれる場合、保留予告の対象と
なっている保留情報に近い保留情報を選択する構成とするとよい。このようにすることで
、保留予告をより長く楽しませることが可能となる。
【０４５０】
　さらに、保留用変動表示の終了タイミングは、一遊技回の終了タイミングに限定されず
、他のタイミングであってもよい。例えば、いずれかの図柄列が停止するタイミングであ
ったり、終了よりも所定秒前のタイミングであったり、終了から所定秒後のタイミングで
あってもよい。これらの場合であっても、遊技回の進行状況との関係で、保留用変動表示
の終了を望んだり継続を望んだり、といった楽しみを提供することができる。この場合、
そのタイミングを、そのタイミングよりも以前から遊技者が遊技回の進行状況によって把
握可能であると、保留用変動表示が終了するよりも前のタイミングからそれを予測するこ
とができ、より好ましい。この終了タイミングとしては、少なくとも保留予告の対象とな
っている遊技回が終了するよりも前のタイミングであればよい。
【０４５１】
　（８）上記第１の実施形態において、総残余時間を周回周期で除算した剰余に基づいて
保留予告開始時の示唆画像を決定する構成としたが、開始時の示唆画像を決定するための
処理はこれに限定されない。例えば、総残余時間をシフト周期で除算してシフト回数を把
握したうえで、保留予告開始時の示唆画像を決定する構成としてもよい。
【０４５２】
　（９）上記第１の実施形態において、保留予告を行うために保留情報の変動表示時間を
先に特定し、当該先に特定した変動表示時間がその保留情報が当否判定の対象となる時点
での変動表示時間と異なる構成とし、先に特定する変動表示時間と実際の変動表示時間と
の差が周回周期の自然数倍となるように、これらの変動表示時間を予め設定したが、少な
くともこれら変動表示時間の差の関係が保たれていればよい。例えば、先に特定する変動
表示時間を任意の時間として抽選等により設定し、その保留情報の実際の変動表示時間は
その設定された変動表示時間と周回周期の自然数倍の差になるように設定してもよい。ま
た、例えば、先に特定する変動表示時間を上記第１の実施形態と同様に一律の時間として
設定し、その保留情報の実際の変動表示時間はその設定された変動表示時間と周回周期の
自然数倍の差になるように抽選等により設定してもよい。
【０４５３】
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　（１０）上記第２、第３の実施形態において、連続演出における連続回数は２～５回に
限定されず、６回以上であってもよく、４回以下であってもよく、２回、３回、４回及び
５回のうちのいずれかが設定されていなくてもよく、２回、３回、４回及び５回のうちの
いずれかのみが設定されていてもよい。但し、連続回数により第２特別保留用画像Ｐｅの
表示される面を変化させないという観点からすると、周回回数の自然数倍の連続回数が含
まれることが望ましく、連続回数により第２特別保留用画像Ｐｅの表示される面を変化さ
せるという観点からすると、周回回数の自然数倍とは異なる回数が含まれることが望まし
い。
【０４５４】
　（１１）上記第２、第３の実施形態において、連続演出が行われる保留情報については
、その保留情報が当否判定の対象となるよりも前のタイミングにおいて別途報知を行う構
成としてもよい。このようにすることで、連続演出が行われることが事前にわかり、保留
予告の予測の枝を増やすことが可能となり、遊技の多様化に寄与することができる。
【０４５５】
　（１２）上記第２、第３の実施形態において、第２特別保留用画像Ｐｅのシフトについ
て立方体を横方向に９０度回転させるように表示することで示唆画像が切り換わる構成と
したが、当該切り換えの態様はこれに限定されない。例えば、縦方向に回転させて切り換
わる構成であってもよく、変動表示の終了時に瞬時に画像が切り換わる構成としてもよい
。
【０４５６】
　（１３）上記第２、第３の実施形態において、第２特別保留用画像Ｐｅを立方体の各面
に示唆画像を付す構成としたが、上記のものに限定されない。要は、保留予告の開始時に
遊技者が示唆画像の並び順を認識でき、当該並び順がシフト時に変化しない構成であれば
よい。
【０４５７】
　（１４）上記第２、第３の実施形態において、連続演出の各停留表示では特定の図柄組
み合わせが停止する構成としたが、これに限定されず、各停留表示にて異なる図柄組み合
わせが停止する構成としてもよい。少なくとも、図柄の変動表示と停留表示とを１セット
とする単位表示が複数回行われる演出であればよい。
【０４５８】
　（１５）上記第２、第３の実施形態において、連続演出の各単位表示において示唆画像
のシフトを行う構成としたが、所定の単位表示ではシフトを行わない構成としてもよい。
例えば、連続演出における最終の単位表示、すなわちリーチ表示ではシフトを行わない構
成や、連続演出は継続するものの特定の図柄組み合わせが停止しない場合にはシフトを行
わない構成としてもよい。このようにすることで、単純に変動終了時にシフトされるので
はなく、シフトされたりされなかったりする事象が生じ、保留情報の予測をより複雑化す
ることができる。
【０４５９】
　（１６）上記第２、第３の実施形態において、変動表示の終了時に示唆画像をシフトす
る構成としたが、当該シフトタイミングはこれに限定されない。例えば、変動表示の開始
時であってもよく、変動表示が開始されてから所定期間が経過したタイミングであっても
よい。但し、遊技者にシフトタイミングを明確に認識させるためには、各図柄列Ｚ１～Ｚ
３が変動していないタイミングであることが望ましい。
【０４６０】
　（１７）上記第２、第３の実施形態において、変動表示が終了するたびに示唆画像をシ
フトする構成としたが、所定の演出が発生した場合に示唆画像をシフトする構成としても
よい。例えば、リーチ表示が発生した場合にシフトする構成としてもよく、ノーマルリー
チが発生した場合にシフトする構成としてもよく、いずれかのスーパーリーチＡ，Ｂが発
生した場合にシフトする構成としてもよく、予告表示が発生した場合にシフトする構成と
してもよい。これらの場合、各遊技回の演出内容によって、シフトされるか否かが変化す
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るため、保留予告を実行している期間における各遊技回への注目度をより高めることが可
能となる。この場合、保留予告設定処理（図３３、図３５）では、変動終了回数を把握す
るのではなく上記所定の演出の発生回数を把握して、保留予告開始時の示唆画像を決定す
るとよい。
【０４６１】
　（１８）上記第３の実施形態において、上作動口３３への入賞に対応する保留情報につ
いて保留予告を実行している状況で、下作動口３４への入賞が発生した場合に、当該下作
動口３４への入賞に対応する保留情報の遊技回にて４回の連続演出を実行する構成とした
が、上作動口３３と下作動口３４との関係が逆であってもよい。
【０４６２】
　（１９）上記第３の実施形態において、ステップＳ２７０３にて設定する連続演出の連
続回数は上記のものに限定されない。例えば、下作動口３４への入賞が複数回発生した場
合には、初回の入賞時には４回を設定し、次の入賞時には上記初回の入賞を３回に変更す
るとともに今回の入賞では連続演出を発生させないように設定する構成としてもよい。ま
た、例えば、保留予告の対象となっている保留情報よりも先に当否判定の対象となる保留
情報の遊技回が、連続演出を実行する遊技回として設定されている場合には、当該遊技回
の連続演出を変更することで、変動終了回数を周回回数の自然数倍増加又は減少させて、
保留予告の矛盾を解消する構成としてもよい。
【０４６３】
　（２０）上記第３の実施形態において、連続演出を行わせることで保留予告の矛盾を解
消する構成としたが、例えば、複数の保留情報に係る遊技回を１つにまとめて変動終了回
数を減らすことで保留予告の矛盾を解消する構成としてもよい。
【０４６４】
　（２１）上記各実施形態において、示唆画像を周回させることを前提として保留予告の
開始時の示唆画像を決定する構成としたが、周回を前提としなくてもよい。例えば、保留
予告を実行する場合に示唆画像を複数個並列させて表示するとともに、現状いずれの示唆
画像が選択されているかを認識可能とするように強調表示（例えば色を変化させて表示）
し、選択されている画像が所定期間又は変動表示の終了時ごとに移行する構成としてもよ
い。この場合、選択されている画像の移行回数を総残余時間又は変動終了回数に基づいて
算出して停止領域を設定するとよい。
【０４６５】
　（２２）上記各実施形態において、保留予告における保留用変動表示の開始タイミング
や終了タイミングは、上記のものに限定されない。例えば、第１の実施形態では、特別保
留用画像Ｐｂを表示させてから所定期間後に保留用変動表示を開始する構成としてもよく
、保留予告の対象となっている保留情報の消化タイミングから所定期間前に保留用変動表
示が終了する構成としてもよい。この場合、大当たり用の保留予告設定処理（図１９）及
び外れ用の保留予告設定処理（図２１）において、総残余期間を周回周期で除算した場合
の残余期間の算出を行う前に、上記の所定期間に相当する数値を演算用カウンタＥＣから
減算するとよい。なおこの場合、保留予告を実行可能か否かの判定処理（ステップＳ１０
０２）では、シフト周期に代えて又は加えて、残余カウンタＮＣが上記所定期間以上のも
のに相当するか否かを判定するとよい。
【０４６６】
　また、第２，第３の実施形態では、第２特別保留用画像Ｐｅを表示させてから変動表示
が所定回数終了してから終了時シフトを開始する構成としてもよく、保留予告の対象とな
っている保留情報の遊技回の直前の遊技回における変動表示の終了よりも所定回数前の変
動表示の終了時に終了時シフトを終了する構成としてもよい。この場合、大当たり用の保
留予告設定処理（図３３）及び外れ用の保留予告設定処理（図３５）において、変動終了
回数を周回回数で除算した場合の回数の算出を行う前に、上記の所定回数に相当する数値
を演算用カウンタＥＣから減算するとよい。またこの場合、遊技回用の演出にて連続演出
が行われている場合には、この連続演出が終了してから上記のように終了時シフトを開始
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する構成としてもよい。このようにすることで、連続演出に注目している遊技者が第２特
別保留用画像Ｐｅの並び順を認識できない不都合を、好適に回避することができる。
【０４６７】
　（２３）上記各実施形態において、既に保留予告を実行している場合にもさらに保留予
告を行う構成としてもよい。この場合、一の保留予告において、外れ結果であると予測さ
れた場合であっても他の保留予告に期待感を持たせることができる。但し、遊技の複雑化
を抑制するためには、上記のように既に保留予告を実行している場合には保留予告を行わ
ない構成のほうが好ましい。
【０４６８】
　（２４）上記各実施形態において、遊技者が操作可能な所定の操作部を設け、当該操作
部が操作されることにより遊技回の変動表示が短縮又は終了する構成としてもよい。この
場合、第１の実施形態では、当該操作部が操作されることにより総残余時間が短縮される
ことになるため、短縮された期間に示唆画像のシフトを実行する予定であった分を操作部
が操作されたことに基づいてシフトさせる構成とするとよい。また、第２，第３の実施形
態では、連続演出が実行される予定の遊技回において当該操作部が操作された場合には、
予定していた連続回数分、変動終了回数が減少するため、その分を当該操作部が操作され
たことに基づいてシフトさせる構成とするとよい。これらの場合であっても、当該シフト
は遊技者による操作に基づくものであるため、シフト周期や変動終了時に基づかないシフ
トであっても遊技者に違和感を与えることがない。
【０４６９】
　（２５）上記各実施形態において、いずれかの大当たり結果である場合には、大当たり
用の保留予告実行抽選処理に代えて、ノーマルリーチが選択された保留情報の場合に保留
予告を行う構成としてもよい。遊技者は、保留予告の対象となっている保留情報が当否判
定の対象となるタイミングでは、既に当該保留情報の遊技結果を把握していることから、
変動表示時間が短いリーチ表示であるノーマルリーチが発生する遊技回の場合に保留予告
を行うことで、当該遊技回を冗長なものと感じさせないようにすることができる。また、
この観点からすると、いずれかの大当たり結果である保留情報で保留予告を行う場合、当
該保留情報の遊技回ではリーチ表示の内容を変更する、又はリーチ表示を実行せずに対応
する図柄の組み合わせを突然停止させる等により、変動表示時間が短い遊技回に変更する
構成としてもよい。この場合、保留予告を行うか否かを主制御装置８１側で決定する構成
とするとよい。
【０４７０】
　（２６）上記各実施形態において、特別保留用画像Ｐｂ，Ｐｅの画像をシフトすること
により遊技結果の内容を予測させる構成としたが、大当たり当選の期待度を予測させる構
成としてもよい。具体的には、例えば、示唆画像に代えて又は加えて、大当たり当選の期
待度の高さを示す複数の期待度対応画像を設け、当該期待度対応画像を特別保留用画像Ｐ
ｂ，Ｐｅにおいてシフトさせることで、大当たり当選の期待度を予測させる構成としても
よい。この場合、予測した遊技結果が確定するわけではないため、上記各実施形態と比較
して、外れ結果であると予測した場合や、大当たり当選の期待度が低いと予測した場合に
おいて、保留予告の対象となっている保留情報の遊技回へ期待する余地を残すことができ
る。
【０４７１】
　また、保留予告の対象となっている保留情報の遊技回にて実行される演出の内容として
、例えば、リーチ表示の種類や予告表示を予測させる構成としてもよい。この場合、リー
チ表示や予告表示の種類によって大当たり当選の期待度が異なる構成とすることで、結果
的に大当たり当選の期待度を予測させる構成と同様の効果を奏することができる。
【０４７２】
　（２７）遊技結果の種類は上記のものに限定されない。例えば、開閉実行モードにおけ
る可変入賞装置３２の開閉制御の態様として、１回のラウンド遊技にて大入賞口３２ａへ
の入賞がラウンド遊技の上限個数分期待できない低頻度入賞態様が含まれる構成とする。
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そして、当該低頻度入賞態様にて開閉実行モードが行われる遊技結果として、開閉実行モ
ードの終了後に、当否抽選モードが高確率モードとなるとともにサポートモードがそれま
でのモードに維持される非明示確変大当たり結果（非明示高確率対応遊技結果又は潜伏確
変状態となる結果）や、当否抽選モードが高確率モードとなるとともにサポートモードが
高頻度サポートモードとなる明示確変大当たり結果（明示高確率対応遊技結果又は突然確
変状態となる結果）や、当否抽選モード及びサポートモードがそれまでのモードに維持さ
れる特別外れ結果（小当たり結果）を設けてもよい。これらの場合、保留予告によりこれ
らの遊技結果も含めて又はこれらの遊技結果を予測させる構成とすることで予測の枝を増
やすことができる。
【０４７３】
　（２８）上記各実施形態において、大当たり用の保留表示設定処理にて設定する非停止
領域には、外れ画像が必ず含まれる構成としたが含まれない構成としてもよい。外れ画像
が含まれない構成とすると、大当たり用の保留表示設定処理にて設定される保留予告を開
始することで、遊技者は当該保留情報がいずれかの大当たり結果であることを認識する所
謂確定報知とすることができる。この場合、保留情報を予測する余地を残すために、例え
ば、当選画像と確変画像とが必ず含まれるように設定するとよい。また、外れ用の保留表
示設定処理にて所定の確率で全ての非停止領域に外れ画像が設定される構成としてもよい
。
【０４７４】
　（２９）上記各実施形態において、保留予告を実行する領域は上記のものに限定されな
い。例えば、図柄表示装置４１の表示画面Ｇにおける他の領域にて行う構成としてもよく
、上記のように各単位保留表示領域Ｇａ１～Ｇａ４にて特別保留用画像Ｐｂ，Ｐｅを表示
させつつ他の領域でも表示させる構成としてもよい。また、他の表示装置や演出装置を設
け、当該他の装置にて保留予告を実行する構成としてもよい。
【０４７５】
　（３０）上記各実施形態において、保留予告においてシフト回数を表示してもよい。具
体的には、図４４（ａ）に示すように、例えば第１の実施形態において、特別保留用画像
Ｐｂの近く（例えば上方）に残りのシフト回数を「残りｎ回（ｎは自然数）」等と表示し
てもよい。この場合、図４４（ｂ）に示すように、保留予告設定処理において、ステップ
Ｓ１１０３及びステップＳ１１０４（ステップＳ１２０３及びステップＳ１２０４）にお
いて周回回数を把握する処理と、ステップＳ１１０５及びステップＳ１１０７（ステップ
Ｓ１２０５及びステップＳ１２０７）の残余回数を把握する処理と、に基づいて、ステッ
プＳ２８０１にてシフト回数を算出して、続くステップＳ２８０２にて算出したシフト回
数に基づいて上記演出を実行するよう表示制御装置２１２へコマンド出力する構成とする
とよい。また、保留用シフト処理（ステップＳ１５０４）にて、上記の残りのシフト回数
の表示を１ずつ減算して更新するとよい。
【０４７６】
　（３１）上作動口３３への入賞に係る保留情報が当否判定の対象となった場合と、下作
動口３４への入賞に係る保留情報が当否判定の対象となった場合とで、遊技者が得られる
利益が異なる構成としてもよい。例えば、上作動口３３への入賞に係る保留情報が当否判
定の対象となる場合には上記各実施形態のような遊技結果の振分が行われるが、下作動口
３４への入賞に係る保留情報が当否判定の対象となり大当たり当選となった場合には確変
大当たり結果となる構成としてもよい。
【０４７７】
　また、上記実施形態のように作動口を複数設ける構成においては、作動口の数は２個に
限定されることはなく、３個以上であってもよい。また、作動口が１個のみ設けられた構
成としてもよい。
【０４７８】
　（３２）高確率モードでも保留予告が実行される構成としてもよい。この場合において
、保留予告の実行の頻度はいずれのモードでも同じであってもよく、当該頻度が高確率モ
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ードよりも低確率モードのほうが低い又はその逆となる構成としてもよい。
【０４７９】
　（３３）高頻度サポートモードでも保留予告が実行される構成としてもよい。この場合
において、保留予告の実行の頻度はいずれのモードでも同じであってもよく、当該頻度が
高頻度サポートモードよりも低頻度サポートモードのほうが低い又はその逆となる構成と
してもよい。
【０４８０】
　（３４）下作動口３４の電動役物３４ａを不具備として、下作動口３４への遊技球の入
賞のし易さが、遊技状態に応じて変動しない構成としてもよい。
【０４８１】
　（３５）下作動口３４への遊技球の入賞に基づいて保留情報が４種まで記憶されるもの
であったが、保留情報を記憶可能な数を変更してもよい。すなわち、記憶可能な保留情報
の種類が３種以下でもよいし、５種以上でもよい。記憶可能な保留情報の種類を増加させ
るほど、保留予告を実行する場合にそれよりも下位に保留情報が記憶されている可能性が
高くなり、保留予告が実行される頻度高めるとともに実行される場合の期間を長くするこ
とができる。
【０４８２】
　（３６）上記各実施形態では、主制御装置８１において当否判定が行われたことに基づ
いてメイン表示部４３における一の遊技回が開始される構成としたが、これに限定される
ことはなく、主制御装置８１において当否判定が行われる条件が成立した場合に実際に当
否判定が行われるタイミングよりも前のタイミングで上記遊技回が開始され、その後に当
否判定が行われたことに基づいてその遊技回におけるその後の変動表示パターン、変動表
示時間及び停止結果が決定される構成としてもよい。
【０４８３】
　（３７）上記各実施形態では、主制御装置８１から出力されるコマンドに基づいて、演
出制御装置８２により表示制御装置２１２が制御される構成としたが、これに代えて、主
制御装置８１から出力されるコマンドに基づいて、表示制御装置２１２が演出制御装置８
２を制御する構成としてもよい。また、演出制御装置８２と表示制御装置２１２とが別々
に設けられた構成に代えて、両制御装置８２，２１２が一のサブ側の制御装置として設け
られた構成としてもよい。また、演出制御装置８２又は表示制御装置２１２の機能が主制
御装置８１に集約された構成としてもよく、演出制御装置８２及び表示制御装置２１２の
両方の機能が主制御装置８１に集約された構成としてもよい。
【０４８４】
　（３８）上記第１の実施形態では、保留球格納エリア２３２に記憶されている保留情報
に対応する変動表示時間を把握して、その変動表示時間に対応する保留予告として特別保
留用画像Ｐｂを用いた演出を実行する構成としたが、上記把握した変動表示時間に対応す
る保留予告の態様はこれに限定されない。以下、保留予告の変形例を図４５を参照しなが
ら説明する。
【０４８５】
　先ず、保留予告の態様を決定する処理としての予告演出選択処理について説明する。こ
の予告演出選択処理は、保留予告の開始時として、例えばステップＳ９０４の保留表示決
定処理において、特別保留予告の実行抽選に当選した場合に実行される。この処理では、
図４５（ａ）のフローチャートに示すように、先ず、ステップＳ２９０１にて、今回の保
留情報以前に実行される遊技回に係る保留情報の変動表示時間を把握する処理を実行する
。この処理では、上記第１の実施形態のように保留情報を取得するたびに変動表示時間を
カウントしそのカウント値を利用する構成（積算用カウンタＡＣを用いる構成）としても
よいし、当該予告演出選択処理が起動されてから記憶済みの保留情報の変動表示時間を把
握する構成としてもよい。続くステップＳ２９０２では、ＲＯＭ２４３に記憶されている
予告演出テーブル（図４５（ｂ）参照）と、上記ステップＳ２９０１にて把握した今回の
保留情報以前に実行される遊技回に係る保留情報の変動表示時間と、に基づいて、実行可
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能な予告演出を選択する処理を実行する。予告演出テーブルでは、予告演出と当該予告演
出の実行時間とが１対１で対応付けられて記憶されている。具体的には、図４５（ｂ）に
示すように、予告演出Ａ乃至Ｄのムービー演出が設定され、それぞれのムービー演出の実
行時間は、３０ｓｅｃ、６０ｓｅｃ、９０ｓｅｃ、１２０ｓｅｃと設定されている。
【０４８６】
　例えば、現在実行中の遊技回の次に実行される遊技回の変動表示時間が１０ｓｅｃ、そ
の次の遊技回の変動表示時間が１５ｓｅｃ、その次の遊技回が保留予告の対象となってい
る遊技回であってその変動表示時間が６０ｓｅｃであったとする。この場合、ステップＳ
２９０１にて把握した時間は８５ｓｅｃとなり、ステップＳ２９０２では、予告演出テー
ブルを参照して、当該８５ｓｅｃよりも短い６０ｓｅｃの予告演出Ｂを選択する。この場
合、予告演出Ａと予告演出Ｂとが実行可能な予告演出であるが、予告演出Ａよりも予告演
出Ｂの実行時間が長いため、本変形例では予告演出Ｂが選択される構成としている。この
ようにすることで、実行可能な時間を最大限利用することができ、予告演出を好適に実行
することができる。但し、実行可能な予告演出が複数存在する場合にはいずれも選択され
得る構成としてもよい。このようにすることで、演出の多様化を図ることができる。
【０４８７】
　そして、ステップＳ２９０３にて、上記ステップＳ２９０２にて選択した予告演出を今
回の予告演出として設定する処理を実行してから、本予告演出選択処理を終了する。
【０４８８】
　この場合、図４５（ｃ）のタイミングチャートに示すように、ｔ１のタイミングで上記
の予告演出選択処理が実行されたとすると、実行中の遊技回の次の遊技回が開始されるｔ
２のタイミングから、上記ステップＳ２９０３にて設定された予告演出が開始される。こ
の予告演出が行われている間は、遊技回における変動表示は、当該予告演出（ムービー演
出）よりも小さく、例えば表示画面Ｇの右下にて表示される。各遊技回の遊技結果は、こ
の表示画面Ｇの右下部にて明示される構成とするとよい。続くｔ３のタイミングでその次
の遊技回が開始されても、当該予告演出は継続して実行される。ｔ４のタイミングで保留
予告の対象となっている遊技回が開始され、その遊技回の途中であるｔ５のタイミングに
て予告演出が終了し、ｔ６のタイミングで当該遊技回が終了して、その遊技結果が明示さ
れる。
【０４８９】
　このように、保留球格納エリア２３２に記憶されている保留情報に対応する変動表示時
間を把握して、その長さに応じた予告演出（保留予告）を行う構成とすることで、その予
告演出の対象となっている保留情報に係る遊技回までの時間を最大限に利用した演出を行
うことが可能となり、演出効果を高めることができる。
【０４９０】
　上記変形例において、予告演出の開始タイミングを実行中の遊技回の次の遊技回の開始
時としたが、これに限定されない。記憶されている保留情報の数や、保留予告の対象とな
っている保留情報の遊技結果等に応じて予告演出を開始する遊技回を選択する構成として
もよく、遊技回中の所定タイミング（例えばリーチ発生タイミングや、所定の図柄列の停
止タイミングなど）から予告演出を開始する構成としてもよい。少なくとも、保留予告の
対象となっている保留情報の遊技回の開始タイミングよりも前のタイミングで予告演出が
開始される構成であればよい。
【０４９１】
　この場合、選択された予告演出の時間に応じて当該予告演出の開始タイミングを決定す
る構成としてもよい。具体的には、保留予告の対象となっている保留情報に係る遊技回が
終了するまでの時間と選択された予告演出が終了するまでの時間が同じ又は略同じとなる
タイミングで、当該予告演出を開始する構成としてもよい。このようにすることで、予告
演出が終了してから保留予告の対象となっている保留情報に係る遊技回が終了するまでの
時間を少なくすることが可能となり、演出設定の容易化を図ることができる。
【０４９２】
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　また、保留予告の対象となっている保留情報を取得した時点で実行中の遊技回中に、上
記予告演出を開始する構成としてもよい。例えば上記例のタイミングチャート（図４５（
ｃ））で説明すると、ｔ１のタイミングで実行中の遊技回の残りの変動表示時間が１０ｓ
ｅｃであったとする。この場合、保留予告の対象となっている保留情報に係る遊技回が終
了するまでの時間は合計で９５ｓｅｃとなる。そうすると、予告演出テーブル（図４５（
ｂ））において、演出時間が９０ｓｅｃに設定された予告演出Ｃも選択可能となる。
【０４９３】
　上記変形例において、記憶済みの保留情報に対応する変動表示時間を把握しようとして
も、その把握時点では変動表示時間を特定できない場合には、上記第１の実施形態のよう
に仮の変動表示時間として把握する構成としてもよい。この場合、変化し得る変動表示時
間のうち最も短い変動表示時間を仮の変動表示時間とすることで、設定した予告演出が遊
技回の途中で終了してしまうといった事象を回避することができる。
【０４９４】
　また、上記変形例において、保留球格納エリア２３２に記憶されている保留情報に対応
する変動表示時間を把握して、その長さに応じた長さの予告演出を行う構成としたが、上
記把握した長さに応じた予告演出であればよい。例えば、予告演出としてキャラクタの色
や形が複数の色や形から選択可能な演出を設定し、その選択される色や形と把握した長さ
とが関連付けられている構成としてもよい。
【０４９５】
　（３９）上記実施形態では、保留予告の開始時に、特別保留用画像Ｐｂ，Ｐｅの各領域
Ｒ１～Ｒ３、Ｓ１～Ｓ４に表示する画像を設定する構成としたが、少なくとも保留予告の
最終段階で表示される画像を設定する構成であればよく、他の画像は予め定められた一律
の画像であってもよい。このようにすることで、画像設定時の処理負荷の軽減を図ること
が可能となる。但し、表示される画像の多様化を図る観点では、上記実施形態のようにす
ることが望ましい。
【０４９６】
　（４０）上記実施形態では、特別保留用画像Ｐｂ，Ｐｅを保留用変動として当該特別保
留用画像Ｐｂ，Ｐｅが回転するようにして表示される画像が切り換わる構成としたが、こ
の表示画像の切り換わり方法は上記のものに限定されない。例えば、切り換わりのタイミ
ングにおいて、前に表示されている画像に対して次に表示される画像が重ね合わせて表示
されて両画像が視認可能な状態が設定されているとともに、上記次に表示される画像が徐
々に濃く表示される一方で、前に表示されていた画像は徐々に薄く表示されるようにして
、切り換わる構成としてもよい。また、切り換わりのタイミングにおいて特別保留用画像
Ｐｂ，Ｐｅが他の画像や役物によって視認不可能又は困難となり、画像が切り換わった後
に特別保留用画像Ｐｂ，Ｐｅが視認可能となる構成としてもよい。
【０４９７】
　（４１）上記実施形態において、第１の実施形態では所定周期毎に画像の表示を変化（
切替表示）させる保留予告とし、第２，第３の実施形態では変動終了毎に画像の表示を変
化（切替表示）させる保留予告としたが、この画像を変化（切替表示）させる期間は、少
なくとも一遊技回の変動表示時間以下に設定されていればよい。このようにすることで、
遊技回の終了時にのみ注目度が高まりがちな遊技機において、遊技回の最中にも画像の変
化（切替表示）が発生するため、その画像の変化に対する注目度が高まれば、必然的に遊
技回の終了時だけでなく他のタイミングにおいても注目度が高まる構成とすることが可能
となる。
【０４９８】
　（４２）上記各実施形態において示した特徴的な構成を、それぞれ交互に組み合わせて
適用してもよい。
【０４９９】
　（４３）上記各実施形態とは異なる他のタイプのパチンコ機等、例えば特別装置の特定
領域に遊技球が入ると電動役物が所定回数開放するパチンコ機や、特別装置の特定領域に
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遊技球が入ると権利が発生して大当たりとなるパチンコ機、他の役物を備えたパチンコ機
、アレンジボール機、雀球等の遊技機にも本発明を適用できる。
【０５００】
　また、作動口３３，３４への入賞に基づいて、保留情報が取得される構成としたが、こ
れに限られず、例えば、スタートレバーを設け、当該スタートレバーの操作に基づいて、
保留情報が取得される構成としてもよい。要は、保留情報が取得される条件は任意である
。
【０５０１】
　（４４）弾球式でない遊技機、例えば、複数種の図柄が周方向に付された複数のリール
を備え、メダルの投入及びスタートレバーの操作によりリールの回転を開始し、ストップ
スイッチが操作されるか所定時間が経過することでリールが停止した後に、表示窓から視
認できる有効ライン上に特定図柄又は特定図柄の組み合わせが成立していた場合にはメダ
ルの払い出し等といった特典を遊技者に付与するスロットマシンにも本発明を適用できる
。
【０５０２】
　また、外枠に開閉可能に支持された遊技機本体に貯留部及び取込装置を備え、貯留部に
貯留されている所定数の遊技球が取込装置により取り込まれた後にスタートレバーが操作
されることによりリールの回転を開始する、パチンコ機とスロットマシンとが融合された
遊技機にも本発明を適用できる。
【０５０３】
　＜上記各実施形態から抽出される発明群について＞
　以下、上述した各実施形態から抽出される発明群の特徴について、必要に応じて効果等
を示しつつ説明する。なお以下においては、理解の容易のため、上記各実施形態において
対応する構成を括弧書き等で適宜示すが、この括弧書き等で示した具体的構成に限定され
るものではない。
【０５０４】
　なお、以下の各特徴に記載された発明は、「例えばパチンコ遊技機等の遊技機において
は、遊技領域に設けられた始動入球部に遊技球が入球したことを契機として、当たり遊技
状態等の所定遊技状態に移行させるか否かの抽選が行われる。また、例えば遊技領域に設
けられた表示装置では、上記抽選が行われたことに基づいて絵柄の変動表示が開始され、
当該変動表示の最終的な停止表示に際して上記抽選結果に応じた停止結果が表示されると
いう１遊技回分の表示演出が実行される。また、絵柄の変動表示が行われている最中に遊
技球が始動入球部に入球した場合、当たり抽選に用いる情報が予め定められた所定数（例
えば４個）を上限として保留記憶されるようになっているパチンコ遊技機がある。保留記
憶された場合には、絵柄の変動表示が終了した後に、前記保留記憶された情報を用いて当
たり判定が行われ、次回の絵柄の変動表示が開始される（例えば特開２００４－８１８５
３号公報参照）。」という技術背景について、「ここで、遊技機においては遊技への注目
度を高める必要があり、この点について未だ改良の余地がある。」という発明が解決しよ
うとする課題を持ってなされたものである。
【０５０５】
　＜特徴Ａ群＞
　特徴Ａ１．予め定められた取得条件が成立したことに基づいて、特別情報を取得する情
報取得手段（主制御装置８１における作動口用の入賞処理を実行する機能）と、
　当該情報取得手段の取得した特別情報を、複数の数として予め定められた所定数を上限
として記憶する取得情報記憶手段（主制御装置８１における保留球格納エリア２３２）と
、
　前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報が、予め設定されている付与情報に対
応しているか否かの付与判定を行うとともに、前記取得情報記憶手段に複数の特別情報が
記憶されている場合にはそれら複数の特別情報に対して前記付与判定を順次行う付与判定
手段（主制御装置８１におけるステップＳ６０１の処理を実行する機能）と、
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　当該付与判定手段による付与判定の結果が、判定対象の特別情報が前記付与情報に対応
しているとする付与対応結果となったことに基づいて、遊技者に対して特典を付与する特
典付与手段（主制御装置８１におけるステップＳ３０５の処理を実行する機能）と、
　前記付与判定手段により前記付与判定が行われたことに基づいて遊技回用動作が開始さ
れ、前記付与判定手段の判定結果に対応した報知結果とし前記遊技回用動作が終了される
ことを遊技回の１回として、前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報に応じて各
遊技回の前記遊技回用動作が行われるように報知手段（図柄表示装置４１）を制御する遊
技回制御手段（主制御装置８１における遊技回制御処理を実行する機能）と、
を備えた遊技機において、
　前記情報取得手段により取得された所定の特別情報について当該所定の特別情報が前記
付与判定の対象となった場合における判定結果に対応する情報を、その特別情報が前記付
与判定の対象となるよりも前のタイミングにおいて特定する先特定手段（主制御装置８１
における保留予告用の確認処理を実行する機能）と、
　前記先特定手段による特定が行われた場合に、該先特定手段による特定結果に対応する
対応情報が含まれる複数の示唆情報（示唆画像）を設定する設定手段（演出制御装置８２
における保留表示決定処理を実行する機能）と、
　前記先特定手段により特定対象となった前記所定の特別情報が前記付与判定の対象とな
るよりも前のタイミングを開始時点として前記設定手段により設定された前記複数の示唆
情報の表示を予め定められた所定周期（シフト周期）で変化（保留用変動表示）させ、所
定の終了タイミングにて前記変化を終了させる特別報知（保留予告）を、前記報知手段又
はそれとは異なる報知手段において行わせる特別報知制御手段（演出制御装置８２におけ
るステップＳ１５０２～Ｓ１５０４，Ｓ１６０２～Ｓ１６０４の処理を実行する機能）と
、
　前記特別報知を開始してから終了するまでの報知期間を算出する期間算出手段（演出制
御装置８２におけるステップＳ１１０１，Ｓ１１０２，Ｓ１２０１，Ｓ１２０２の処理を
実行する機能）と、
を備え、
　前記設定手段は、前記複数の示唆情報のうちの前記対応情報により前記特定結果の内容
が示唆された状態で前記変化が終了されるように、前記所定周期と前記期間算出手段によ
り算出された前記報知期間とに基づいて、前記特別報知の開始時に表示される前記示唆情
報を設定することを特徴とする遊技機。
【０５０６】
　特徴Ａ１によれば、取得情報記憶手段に記憶されている所定の特別情報について、それ
が付与判定の対象となるよりも前の特別報知として、先特定された情報を含む複数の示唆
情報の表示の変化が行われる。この場合、その特別報知では、示唆情報の表示の変化が所
定周期で行われ、最終的に先特定の内容が示唆された状態で当該変化が終了するようにな
っている。そのため、遊技者は、所定周期で行われる示唆情報の表示の変化を予測の材料
として、特別報知において最終的に示唆される内容をこの変化が終了するよりも前のタイ
ミングで予測することが可能となる。これにより、先特定手段により特定対象となった所
定の特別情報を、当該所定の特別情報に対応する遊技回用動作よりも前に予測する、とい
う遊技を好適に行うことが可能となり、遊技の多様化が図られる。よって、遊技の注目度
を高めることができる。
【０５０７】
　ここで、付与判定の対象となっている特別情報に関する遊技回用動作とは別途、当該付
与判定の対象となっていない所定の特別情報に関する特別報知（所謂保留先読み予告）が
行われる遊技機においては、この特別報知に工夫を凝らせば凝らすほど、当該特別報知へ
の注目度を高めることが可能となるものの、実行中の遊技回用動作への注目度が低下する
、といった不都合が生じ得る。そのため、特別報知への注目度を高めつつ遊技回用動作へ
の注目度を好適に高める、という観点では未だ改善の余地があった。本発明は、かかる課
題を解決すべくなされたものであり、本発明では、特別報知において所定周期で行われる
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示唆情報の表示の変化が、所定のタイミングにおいて終了するように設定されている。こ
の場合、この所定のタイミングにおける遊技回用動作との関係で、特別報知に表示されて
いる示唆情報が好ましいものであればそのタイミングで上記変化が終了するように望むで
あろうし、同タイミングにおいて特別報知に表示されている示唆情報が好ましくないもの
であれば上記変化が終了しないように望む。例えば遊技回用動作において上記所定のタイ
ミングが認識可能である構成とすると、特別報知における変化との関係で、その所定のタ
イミングにおける遊技回用動作への注目度を高めることが可能となる。このように特別報
知と遊技回用動作とを関連付けることで、特別報知への注目度を高めつつ遊技回用動作へ
の注目度を好適に高めることが可能となる。
【０５０８】
　このような特別報知を実現するために、設定手段は、特別報知の報知期間と所定周期と
に基づいて特別報知の開始時における報知内容を設定する。したがって、所定の特別情報
に対応する情報を示唆した状態で特別報知を終了させる場合に矛盾が生じずに、特別報知
を好適に実行することが可能となる。
【０５０９】
　なお、所定の終了タイミングとしては、遊技者がその終了タイミングを終了よりも前の
タイミングで把握（予測）可能なタイミングであると、示唆情報の変化が終了することを
予測しながら最終的に表示される示唆画像に関心を寄せることが考えられ、より好ましい
。この場合、終了タイミングをそれよりも前のタイミングで把握（予測）させる構成とし
ては、例えば遊技回中の遊技回用動作から、把握（予測）させる構成であるとよりよい。
このようにすることで、特別報知と遊技回用動作との関連性をより高め、特別報知への注
目度を高めつつ遊技回用動作への注目度を高める効果をより好適に奏することができる。
【０５１０】
　特徴Ａ２．前記所定の終了タイミングは、前記特別報知の契機となった特別情報に係る
遊技回よりも前に実行される遊技回における遊技回用動作が終了するタイミングに応じて
設定されていることを特徴とする特徴Ａ１に記載の遊技機。
【０５１１】
　上記構成によれば、一遊技回中で最も注目度が高まることが想定される遊技回用動作の
終了タイミングに応じて特別報知の終了タイミングが設定されているため、特別報知への
注目度を最大限に高めることが可能となる。
【０５１２】
　上記構成において、いずれの遊技回における遊技回用動作が終了するタイミングを所定
の終了タイミングとするかは、特別報知の対象となっている特別情報に係る遊技回よりも
前の遊技回のうちから抽選等によって設定する構成としてもよい。但し、特別報知の対象
となっている特別情報に係る遊技回の直前の遊技回における遊技回用動作が終了するタイ
ミングとする構成とすれば、特別報知の実行時間を最長に設定することができるし、選択
のための処理負荷の増加を懸念する必要も生じず好ましい。
【０５１３】
　特徴Ａ３．前記遊技回制御手段は、前記遊技回用動作を開始してから当該遊技回用動作
を終了するまでの動作期間を設定する動作期間設定手段（主制御装置８１におけるステッ
プＳ６０８の処理を実行する機能）を備え、当該動作期間設定手段により設定された動作
期間に基づいて前記遊技回用動作を実行するものであり、
　前記所定の特別情報よりも前に前記付与判定の対象となる特別情報における前記動作期
間の情報を、当該前に付与判定の対象となる特別情報が前記付与判定の対象となるよりも
前のタイミングにおいて特定する先動作期間特定手段（主制御装置８１におけるステップ
Ｓ８０２，Ｓ８０５，Ｓ８０６の処理を実行する機能）と、
　前記遊技回制御手段による前記遊技回用動作が行われている状況での、前記動作期間の
残りの期間を把握する把握手段（演出制御装置８２におけるステップＳ１１０２，Ｓ１２
０２の処理を実行する機能）と、
を備え、
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　前記期間算出手段は、前記先動作期間特定手段により特定された前記動作期間の情報と
、前記把握手段により把握された実行中の遊技回用動作における残り期間の情報と、に基
づいて前記報知期間の算出を行うものであることを特徴とする特徴Ａ２に記載の遊技機。
【０５１４】
　上記構成によれば、特別情報が付与判定の対象となることに基づいて遊技回用動作の動
作期間が設定される構成において、先動作期間特定手段により、当該遊技回用動作におけ
る動作期間の情報を付与判定の対象となる前のタイミングで特定することができる。また
、把握手段により、実行中の遊技回用動作の残りの動作期間を把握することができる。こ
れらにより、特別報知において特定結果の内容を示唆するうえで、期間算出手段による報
知期間の算出を好適に実行することができる。
【０５１５】
　特徴Ａ４．前記特別報知制御手段は、前記複数の示唆情報を巡回変化させるものであり
、
　前記設定手段は、前記期間算出手段により算出された前記報知期間を前記複数の示唆情
報の巡回周期（一巡の周期）で除算した剰余と、前記複数の示唆情報を変化させる前記所
定周期と、に基づいて、前記特別報知の開始時に表示される前記複数の示唆情報とその表
示順序を設定する構成であることを特徴とする特徴Ａ３に記載の遊技機。
【０５１６】
　上記構成によれば、複数の示唆情報を周期的に変化させることから、示唆情報の変化順
序を明確に示すことができる。これにより、遊技者としては、特別情報の予測をし易くす
ることができる。
【０５１７】
　さらに、この周期的に変化させる構成を利用して、上記構成のように設定手段を簡素な
構成とすることができる。これにより、特別報知を実行するにあたり極端な処理負荷の増
加を抑制することが可能となる。
【０５１８】
　特徴Ａ５．前記特別報知制御手段は、前記複数の示唆情報を巡回変化させるものであり
、
　前記動作期間設定手段により設定される動作期間は、当該設定される時点での遊技状況
に応じて、前記先動作期間特定手段により特定された時点での動作期間と異なり得る構成
であり、
　これら動作期間の差が、前記示唆情報の巡回周期の自然数倍となるように設定されてい
ることを特徴とする特徴Ａ３又は特徴Ａ４に記載の遊技機。
【０５１９】
　上記構成によれば、複数の示唆情報が巡回変化されることから、示唆情報の変化順序を
遊技者は把握し易くなる。これにより、特別情報の予測をし易くなる。
【０５２０】
　さらに、動作期間設定手段により設定される動作期間と先動作期間特定手段により特定
される動作期間とが、異なる構成であるものの、その差が巡回周期の自然数倍となるよう
に設定されていることから、先動作期間特定手段により特定されたタイミングから遊技状
況が変化して、該特定された動作期間と異なる動作期間で遊技回用動作が行われる場合で
あっても、特別報知の終了時に示唆する情報を変化させる必要が生じない。よって、特別
報知を好適に実施することが可能となる。
【０５２１】
　特徴Ａ６．前記動作期間設定手段は、前記取得情報記憶手段に記憶されている前記特別
情報の数に応じて異なる動作期間が定められている動作期間情報群（リーチ非発生変動表
示時間テーブル）に基づいて、前記動作期間を設定する記憶数対応期間設定手段（主制御
装置８１におけるリーチ非発生用変動表示時間テーブルに基づいて変動表示時間を設定す
る手段）を備え、
　前記動作期間情報群には、前記取得情報記憶手段に記憶されている前記特別情報の数が
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第１個数（例えば１個）の場合に設定される第１動作期間（例えば１個の場合には２１ｓ
ｅｃ）と、前記第１個数よりも多い第２個数（例えば２個）の場合に設定され前記第１動
作期間よりも短い第２動作期間（例えば２個の場合には９ｓｅｃ）と、が含まれており、
　前記先動作期間特定手段により特定される動作期間（例えば２１ｓｅｃ）と、前記第１
動作期間及び前記第２動作期間との差が、前記示唆情報の巡回周期の自然数倍となるよう
に設定されていることを特徴とする特徴Ａ５に記載の遊技機。
【０５２２】
　上記構成によれば、記憶数対応期間設定手段は動作期間情報群に基づき、特別情報の数
が少ない場合には長い動作期間（第１動作期間）を選択し、特別情報の数が多い場合には
短い動作期間（第２動作期間）を選択する。そのため、遊技の円滑な進行が図られており
、このような構成において特徴Ａ５に記載した効果を奏することができる。よって、遊技
の円滑な進行を図りつつ、特別報知を好適に実施することができる。
【０５２３】
　特徴Ａ７．前記先動作期間特定手段は、予め定められた一定期間（例えば２１ｓｅｃ）
を前記動作期間として特定するものであることを特徴とする特徴Ａ５又は特徴Ａ６に記載
の遊技機。
【０５２４】
　上記構成によれば、先動作期間特定手段が特定する動作期間は、予め定められた一律の
期間であり、特定のための処理を簡素なものとすることができる。
【０５２５】
　特徴Ａ８．前記動作期間設定手段は、前記取得情報記憶手段に記憶されている前記特別
情報の数に応じて異なる動作期間が定められている動作期間情報群（リーチ非発生変動表
示時間テーブル）に基づいて、前記動作期間を設定する記憶数対応期間設定手段（主制御
装置８１におけるリーチ非発生用変動表示時間テーブルに基づいて変動表示時間を設定す
る手段）を備え、
　前記動作期間情報群には、前記取得情報記憶手段に記憶されている前記特別情報の数が
第１個数（例えば１個）の場合に設定される第１動作期間（例えば１個の場合には２１ｓ
ｅｃ）と、前記第１個数よりも多い第２個数（例えば２個）の場合に設定され前記第１動
作期間よりも短い第２動作期間（例えば２個の場合には９ｓｅｃ）と、が含まれており、
　前記先動作期間特定手段により特定される動作期間と、前記第１動作期間及び前記第２
動作期間との差が、前記示唆情報の巡回周期の自然数倍となるように設定されており、
　前記一定期間は、前記第１動作期間以上の長さに設定されていることを特徴とする特徴
Ａ７に記載の遊技機。
【０５２６】
　上記構成によれば、先動作期間特定手段による動作期間の特定のための処理を簡素なも
のとしつつ、その後に期間対応設定手段による動作期間の設定がなされた場合に、報知期
間よりも動作期間が長くなる不都合を抑制することができる。
【０５２７】
　特徴Ａ９．前記動作期間設定手段は、前記取得情報記憶手段に記憶されている前記特別
情報の数に応じて異なる動作期間が定められている動作期間情報群（リーチ非発生変動表
示時間テーブル）に基づいて、前記動作期間を設定する記憶数対応期間設定手段（主制御
装置８１におけるリーチ非発生用変動表示時間テーブルに基づいて変動表示時間を設定す
る手段）を備え、
　前記動作期間情報群には、前記取得情報記憶手段に記憶されている前記特別情報の数が
第１個数（例えば１個）の場合に設定される第１動作期間（例えば１個の場合には２１ｓ
ｅｃ）と、前記第１個数よりも多い第２個数（例えば２個）の場合に設定され前記第１動
作期間よりも短い第２動作期間（例えば２個の場合には９ｓｅｃ）と、が含まれており、
　前記先動作期間特定手段は、前記動作期間を特定する時点での前記特別情報の数と前記
動作期間情報群とに基づいて前記動作期間を特定するものであり、
　前記第１動作期間と前記第２動作期間との差が、前記示唆情報の巡回周期の自然数倍と



(79) JP 6318806 B2 2018.5.9

10

20

30

40

50

なるように設定されていることを特徴とする特徴Ａ５又は特徴Ａ６に記載の遊技機。
【０５２８】
　上記構成によれば、先動作期間特定手段は動作期間情報群から動作期間を特定する。そ
のため、先動作期間特定手段による動作期間の特定のために専用の動作期間情報群を用意
したり、抽選等を行う必要がなく、処理構成の簡素化が図られている。
【０５２９】
　特徴Ａ１０．前記期間算出手段による算出結果が前記所定周期よりも短い場合には前記
特別報知の実行を制限する制限手段（演出制御装置８２におけるステップＳ１００２の処
理を実行する機能、別例補充）を備えていることを特徴とする特徴Ａ１乃至Ａ９のいずれ
か１に記載の遊技機。
【０５３０】
　上記構成によれば、特別報知が実行される場合には、少なくとも１回は示唆情報の変化
が行われる。仮に、１回も示唆情報の変化が行われない特別報知が実行され得る構成とす
ると、所定の特別情報に対応する情報をそのまま報知する構成となり、示唆情報が変化す
ることにより特別情報を予測するという遊技を行うことができない。これに対して本構成
によれば、特別情報の予測を好適に行わせることができる。
【０５３１】
　特徴Ａ１１．前記特別報知は、前記所定の特別情報よりも１つ前に前記付与判定の対象
となる特別情報に係る前記遊技回用動作が終了されることに基づいて前記変化を終了する
ように設定されていることを特徴とする特徴Ａ１乃至Ａ１０のいずれか１に記載の遊技機
。
【０５３２】
　上記構成によれば、直前の遊技回用動作が終了されるタイミングで、特別報知も終了す
る。そのため、特別報知が最も長く行われる構成となり、特別報知から特別情報の内容を
予測する、という遊技を最大限に行わせることができる。
【０５３３】
　特徴Ａ１２．前記報知手段は、絵柄を変動表示する絵柄表示手段であり、
　前記遊技回制御手段は、前記遊技回用動作として、前記絵柄表示手段における複数の変
動表示領域において前記絵柄の変動表示が開始された後前記付与判定の判定結果に対応し
た絵柄を停止表示させるものであり、
　前記遊技回用動作には、前記絵柄の変動表示を開始してから前記複数の変動表示領域に
おける前記絵柄を停止表示又は仮停止表示させる第１動作（例えばノーマルリーチ）を行
って当該遊技回用動作を終了する第１動作態様と、当該第１動作を行ってから、さらに前
記絵柄の変動表示を行いその後当該絵柄を停止表示又は仮停止表示させる第２動作（例え
ばスーパーリーチ）を行って当該遊技回用動作を終了する第２動作態様と、が含まれてお
り、
　当該第２動作態様における前記第２動作は、少なくとも前記所定周期よりも長く行われ
るように設定されているものであることを特徴とする特徴Ａ１乃至Ａ１１のいずれか１に
記載の遊技機。
【０５３４】
　上記構成によれば、第２動作は所定周期よりも長く行われるように設定されているため
、特別報知が行われている状況で遊技回用動作が第１動作から第２動作へ移行すれば、そ
の第２動作中に複数の示唆情報の変化が最低１回行われることになる。そのため、第１動
作態様で遊技回用動作が終了する場合と、第２動作態様で遊技回用動作が終了する場合と
、で、最終的に示唆される情報の予測結果を異ならせることができる。例えば、遊技回用
動作において第１動作が終了しそうな状況で特別報知において遊技者にとって好ましい情
報が示唆された状態であれば、遊技者はそのまま遊技回用動作が終了して欲しい（すなわ
ち第１動作態様である）と期待し、逆に遊技回用動作において第１動作が終了しそうな状
況で特別報知において遊技者にとって好ましくない情報が示唆された状態であれば、遊技
者は第２動作が行われる（すなわち第２動作態様である）ことを期待する。このようにす



(80) JP 6318806 B2 2018.5.9

10

20

30

40

50

ることで、特別報知への注目度を高めつつ、遊技回用動作への注目度を高めることが可能
となる。
【０５３５】
　特徴Ａ１３．前記付与判定手段による判定結果が前記付与対応結果である期待度が、前
記第１動作態様よりも前記第２動作態様のほうが高くなるように設定されていることを特
徴とする特徴Ａ１２に記載の遊技機。
【０５３６】
　上記構成によれば、特徴Ａ１２の遊技機において、遊技回用動作が第１動作で終了して
欲しいと遊技者が期待している状況、すなわち、そのまま遊技回用動作が終了すれば特別
報知の内容としては遊技者にとって好ましいものである状況で、遊技回用動作が第２動作
に移行した場合において、特別報知の内容としては遊技者にとって好ましいものではなく
なる可能性も生じ得るものの、第２動作態様のほうが付与対応結果である期待度が高く設
定されていることから、今回の遊技回の遊技結果が付与対応結果であることを期待するこ
とができる。これにより、特別報知にて予測した内容が遊技者にとって好ましくないもの
であったとしても全体を通して注目度を低下させることがなく、好適に特別報知を実行す
ることができる。
【０５３７】
　特徴Ａ１４．前記期間算出手段により算出された前記報知期間に基づいて、前記特別報
知において前記複数の示唆情報の表示が変化される回数を把握する回数把握手段（演出制
御装置８２におけるステップＳ２８０１の処理を実行する機能）と、
　前記回数把握手段により把握された変化回数を報知する回数報知手段（演出制御装置８
２におけるステップＳ２８０２の処理を実行する機能）と、
を備えていることを特徴とする特徴Ａ１乃至Ａ１３のいずれか１に記載の遊技機。
【０５３８】
　上記構成によれば、変化回数が回数報知手段によって報知されるため、その変化回数か
ら、複数の示唆情報のうちいずれの示唆情報が最終的に示唆されるかを遊技者は予測する
ことができる。
【０５３９】
　特徴Ａ１５．前記回数報知手段は、前記特別報知制御手段による前記特別報知の開始時
から前記変化回数の報知を行うものであることを特徴とする特徴Ａ１４に記載の遊技機。
【０５４０】
　上記構成によれば、遊技者は特別報知の開始時からいずれの示唆情報が最終的に示唆さ
れるかを予測することができる。
【０５４１】
　特徴Ａ１６．前記複数の示唆情報は、巡回変化されるものであることを特徴とする特徴
Ａ１４又は特徴Ａ１５に記載の遊技機。
【０５４２】
　上記構成によれば、巡回回数との関係から最終的に示唆される情報を予測し易くなる。
【０５４３】
　特徴Ａ１７．前記特別報知は、前記所定の特別情報よりも１つ前に前記付与判定の対象
となる特別情報に係る前記遊技回用動作が終了されることに基づいて前記変化を終了する
ように設定されており、
　前記遊技回制御手段は、前記遊技回用動作を開始してから前記遊技回用動作が終了され
るまでの動作期間を設定する動作期間設定手段（主制御装置８１におけるステップＳ６０
８の処理を実行する機能）を備え、
　当該動作期間設定手段により設定される前記動作期間は、前記所定周期よりも長い期間
であることを特徴とする特徴Ａ１乃至Ａ１６のいずれか１に記載の遊技機。
【０５４４】
　上記構成によれば、特別報知における所定周期は遊技回用動作の動作期間よりも短くな
り、そのため、特別情報の予測において、特別報知の対象となっている特別情報が付与判
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定の対象となる遊技回用動作の直前の遊技回用動作の進行状況が特に重要となる。これに
より、直前の遊技回用動作の進行状況に対する注目度を高めることができる。
【０５４５】
　特徴Ａ１８．前記特別報知は、前記所定の特別情報よりも１つ前に前記付与判定の対象
となる特別情報に係る前記遊技回用動作が終了されることに基づいて前記変化を終了する
ように設定されており、
　前記遊技回制御手段は、前記遊技回用動作を開始してから前記遊技回用動作が終了され
るまでの動作期間を設定する動作期間設定手段（主制御装置８１におけるステップＳ６０
８の処理を実行する機能）を備え、
　当該動作期間設定手段により設定される前記動作期間には、前記所定周期よりも短い期
間が含まれるものであることを特徴とする特徴Ａ１乃至Ａ１７のいずれか１に記載の遊技
機。
【０５４６】
　上記構成によれば、特別報知における所定周期は遊技回用動作の動作期間よりも長くな
り得ることから、特別情報の予測において、特別報知の対象となっている特別情報が付与
判定の対象となる遊技回用動作の複数回前の遊技回用動作の進行状況が関係することにな
る。これにより、特別報知に対する注目度だけでなく、当該複数回前の遊技回用動作の進
行状況に対する注目度を高めることができる。
【０５４７】
　特徴Ａ１９．前記複数の示唆情報には、前記対応情報以外に、前記先特定手段による特
定結果に対応しない情報が含まれていることを特徴とする特徴Ａ１乃至Ａ１８のいずれか
１に記載の遊技機。
【０５４８】
　上記構成によれば、先特定手段の特定結果に対応しない情報も含んだ状態で特別報知が
行われる。つまり、本構成では、特別報知において先特定手段の特定結果に対応する情報
のみが報知される所謂確定報知が行われない。このように確定報知が行われない構成とす
ることで、特別情報を予測するという遊技の意義を高めることができる。
【０５４９】
　特徴Ａ２０．前記特別報知制御手段は、前記複数の示唆情報のうちの一を選択して報知
し、前記所定周期で当該選択対象を切り替えることで前記変化を行う構成であり、
　当該所定周期が、その選択されている示唆情報を遊技者が識別可能な程度の長さに設定
されていることを特徴とする特徴Ａ１乃至Ａ１９のいずれか１に記載の遊技機。
【０５５０】
　上記構成によれば、遊技者は、特別報知において各示唆情報を１つずつ確認することが
できる。仮に、識別できない期間で示唆情報の表示の変化が行われる構成とすると、所定
の特別情報に対応する情報が示唆された状態で特別報知が終了する時点では特別情報を確
認又は予測することができるものの、それ以前においては示唆情報を識別することができ
ない。したがって本構成のように示唆情報の表示の変化を遊技者が識別可能な所定周期ご
とに行うことで、特別情報が付与判定の対象となるよりも以前に、報知されている示唆情
報から特別情報の予測をすることが可能となり、当該予測をする遊技の意義を高めること
ができる。
【０５５１】
　なお、「識別可能な程度の長さ」としては、遊技者が一の示唆情報と他の示唆情報とを
区別可能な期間であればよい。具体的には、一の示唆情報が選択報知される期間が１ｓｅ
ｃ以上であることが望ましく、より好ましくは２ｓｅｃ以上であるとよい。
【０５５２】
　特徴Ａ２１．予め定められた取得条件が成立したことに基づいて、特別情報を取得する
情報取得手段（主制御装置８１における作動口用の入賞処理を実行する機能）と、
　当該情報取得手段の取得した特別情報を、複数の数として予め定められた所定数を上限
として記憶する取得情報記憶手段（主制御装置８１における保留球格納エリア２３２）と
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、
　前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報が、予め設定されている付与情報に対
応しているか否かの付与判定を行うとともに、前記取得情報記憶手段に複数の特別情報が
記憶されている場合にはそれら複数の特別情報に対して前記付与判定を順次行う付与判定
手段（主制御装置８１におけるステップＳ６０１の処理を実行する機能）と、
　当該付与判定手段による付与判定の結果が、判定対象の特別情報が前記付与情報に対応
しているとする付与対応結果となったことに基づいて、遊技者に対して特典を付与する特
典付与手段（主制御装置８１におけるステップＳ３０５の処理を実行する機能）と、
　前記付与判定手段により前記付与判定が行われたことに基づいて遊技回用動作が開始さ
れ、前記付与判定手段の判定結果に対応した報知結果とし前記遊技回用動作が終了される
ことを遊技回の１回として、前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報に応じて各
遊技回の前記遊技回用動作が行われるように報知手段（図柄表示装置４１）を制御する遊
技回制御手段（主制御装置８１における遊技回制御処理を実行する機能）と、
を備えた遊技機において、
　前記遊技回制御手段は、前記遊技回用動作を開始してから当該遊技回用動作を終了する
までの動作期間を設定する動作期間設定手段（主制御装置８１におけるステップＳ６０８
の処理を実行する機能）を備え、当該動作期間設定手段により設定された動作期間に基づ
いて前記遊技回用動作を実行するものであり、
　前記情報取得手段により取得された所定の特別情報が前記付与判定の対象となった場合
における判定結果に対応する情報を、当該所定の特別情報が前記付与判定の対象となるよ
りも前のタイミングにおいて特定する先特定手段（主制御装置８１における保留予告用の
確認処理を実行する機能）と、
　当該先特定手段による特定結果に対応する特別報知が、当該先特定手段による特定対象
となった前記所定の特別情報が前記付与判定の対象となるよりも前のタイミングにおいて
前記報知手段又はそれとは異なる報知手段にて実行されるように制御する特別報知制御手
段（演出制御装置８２における保留表示決定処理を実行する機能）と、
　前記所定の特別情報よりも前に前記付与判定の対象となる特別情報の遊技回における前
記動作期間の情報を、当該前に付与判定の対象となる特別情報が前記付与判定の対象とな
るよりも前のタイミングにおいて特定する先動作期間特定手段（演出制御装置８２におけ
るステップＳ８０２，Ｓ８０５，Ｓ８０６の処理を実行する機能）と、
を備え、
　前記特別報知制御手段は、前記先動作期間特定手段により特定される前記動作期間の情
報を利用して、前記特別報知を行うものであることを特徴とする遊技機。
【０５５３】
　上記構成によれば、取得情報記憶手段に記憶されている所定の特別情報についての特別
報知が、それが付与判定の対象となるよりも前に行われることがある。そのため、特別報
知から所定の特別情報の内容を予測するという遊技が追加され、遊技の多様化が図られる
。よって、遊技の注目度を高めることが可能となる。
【０５５４】
　特別報知は、先動作期間特定手段により特定される動作期間の情報を利用して行われる
。そのため、この特別報知の内容を、取得情報に記憶されている特別情報に対応する遊技
回の動作期間に対応付けることができる。このようにすることで、特別報知の内容から、
動作期間の長短を予測することができるし、例えば、動作期間と付与対応情報である期待
度とが関連付けられている遊技機に適用すると、この特別報知と付与対応情報である期待
度とを関連付けることができる。これにより、遊技への注目度を好適に高めることができ
る。
【０５５５】
　特徴Ａ２２．予め定められた取得条件が成立したことに基づいて、特別情報を取得する
情報取得手段（主制御装置８１における作動口用の入賞処理を実行する機能）と、
　当該情報取得手段の取得した特別情報を、複数の数として予め定められた所定数を上限
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として記憶する取得情報記憶手段（主制御装置８１における保留球格納エリア２３２）と
、
　前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報が、予め設定されている付与情報に対
応しているか否かの付与判定を行うとともに、前記取得情報記憶手段に複数の特別情報が
記憶されている場合にはそれら複数の特別情報に対して前記付与判定を順次行う付与判定
手段（主制御装置８１におけるステップＳ６０１の処理を実行する機能）と、
　当該付与判定手段による付与判定の結果が、判定対象の特別情報が前記付与情報に対応
しているとする付与対応結果となったことに基づいて、遊技者に対して特典を付与する特
典付与手段（主制御装置８１におけるステップＳ３０５の処理を実行する機能）と、
　前記付与判定手段により前記付与判定が行われたことに基づいて遊技回用動作が開始さ
れ、前記付与判定手段の判定結果に対応した報知結果とし前記遊技回用動作が終了される
ことを遊技回の１回として、前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報に応じて各
遊技回の前記遊技回用動作が行われるように報知手段（図柄表示装置４１）を制御する遊
技回制御手段（主制御装置８１における遊技回制御処理を実行する機能）と、
を備えた遊技機において、
　前記情報取得手段により取得された所定の特別情報について当該所定の特別情報が前記
付与判定の対象となった場合における判定結果に対応する情報を、その特別情報が前記付
与判定の対象となるよりも前のタイミングにおいて特定する先特定手段（主制御装置８１
における保留予告用の確認処理を実行する機能）と、
　前記先特定手段による特定が行われた場合に、該先特定手段による特定結果に対応する
対応情報が含まれる複数の示唆情報（示唆画像）を設定する設定手段（演出制御装置８２
における保留表示決定処理を実行する機能）と、
　前記先特定手段により特定対象となった前記所定の特別情報が前記付与判定の対象とな
るよりも前のタイミングを開始時点として前記設定手段により設定された前記複数の示唆
情報の切替表示（保留用変動表示）を開始させ、所定の終了タイミングにて前記切替表示
を終了させる特別報知（保留予告）を、前記報知手段又はそれとは異なる報知手段におい
て行わせる特別報知制御手段（演出制御装置８２におけるステップＳ１５０２～Ｓ１５０
４，Ｓ１６０２～Ｓ１６０４の処理を実行する機能）と、
を備え、
　前記特別報知制御手段による前記切替表示において、一の示唆情報の表示に切り替えて
から次の示唆情報の表示に切り替えるまでの期間が、前記遊技回制御手段により一の遊技
回の前記遊技回用動作が行われる動作期間以下に設定されていることを特徴とする遊技機
。
【０５５６】
　上記構成によれば、取得情報記憶手段に記憶されている所定の特別情報について、それ
が付与判定の対象となるよりも前の特別報知として、先特定された情報を含む複数の示唆
情報の切替表示が行われる。この場合、その特別報知では、最終的に先特定の内容が示唆
された状態で切替表示が終了するようになっている。そのため、遊技者は、示唆情報の切
替表示を予測の材料として、特別報知において最終的に示唆される内容をこの切替表示が
終了するよりも前のタイミングで予測することが可能となる。これにより、先特定手段に
より特定対象となった所定の特別情報を、当該所定の特別情報に対応する遊技回用動作よ
りも前に予測する、という遊技を好適に行うことが可能となり、遊技の多様化が図られる
。
【０５５７】
　特に上記構成では、切替表示において、一の示唆情報の表示に切り替えてから次の示唆
情報の表示に切り替えるまでの期間が、遊技回における動作期間以下に設定されているた
め、遊技回中に少なくとも１回の示唆情報の切り替えが行われる。したがって、付与判定
手段の判定結果に対応した報知結果とし遊技回用動作が終了される遊技回において、当該
終了されるタイミングに注目度が高まりがちな構成であっても、それ以外のタイミングで
示唆情報の切り替えが行われ得るため、遊技回中の注目度をバランスよく高めることが可
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能となる。
【０５５８】
　＜特徴Ｂ群＞
　特徴Ｂ１．予め定められた取得条件が成立したことに基づいて、特別情報を取得する情
報取得手段（主制御装置８１における作動口用の入賞処理を実行する機能）と、
　当該情報取得手段の取得した特別情報を、複数の数として予め定められた所定数を上限
として記憶する取得情報記憶手段（主制御装置８１における保留球格納エリア２３２）と
、
　前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報が、予め設定されている付与情報に対
応しているか否かの付与判定を行うとともに、前記取得情報記憶手段に複数の特別情報が
記憶されている場合にはそれら複数の特別情報に対して前記付与判定を順次行う付与判定
手段（主制御装置８１におけるステップＳ６０１の処理を実行する機能）と、
　当該付与判定手段による付与判定の結果が、判定対象の特別情報が前記付与情報に対応
しているとする付与対応結果となったことに基づいて、遊技者に対して特典を付与する特
典付与手段（主制御装置８１におけるステップＳ３０５の処理を実行する機能）と、
　絵柄を変動表示する絵柄表示手段（図柄表示装置４１）と、
　前記付与判定手段により前記付与判定が行われたことに基づいて、前記絵柄表示手段に
おける複数の変動表示領域において前記絵柄の変動表示が開始された後絵柄を停止表示又
は仮停止表示させる単位表示が少なくとも１回行われるようにし、前記付与判定の判定結
果に対応した結果を停止表示させることを１回の遊技回とする遊技回用動作を実行するよ
うに前記絵柄表示手段を制御する遊技回制御手段（主制御装置８１における変動開始処理
を実行する機能）と、
を備えた遊技機において、
　前記情報取得手段により取得された所定の特別情報について当該所定の特別情報が前記
付与判定の対象となった場合における判定結果に対応する情報を、その特別情報が前記付
与判定の対象となるよりも前のタイミングにおいて特定する先特定手段（主制御装置８１
における保留予告用の確認処理を実行する機能）と、
　前記先特定手段による特定が行われた場合に、該先特定手段による特定結果に対応する
対応情報が含まれる複数の示唆情報（示唆画像）を設定する設定手段（第２，第３の実施
形態の、演出制御装置８２における保留表示決定処理を実行する機能）と、
　前記先特定手段により特定対象となった前記所定の特別情報が前記付与判定の対象とな
るよりも前のタイミングを開始時点として、前記設定手段により設定された前記複数の示
唆情報の表示を前記単位表示が実行される度に所定順序で変化させる特別報知（保留予告
）を、前記絵柄表示手段又はそれとは異なる報知手段において行わせる特別報知制御手段
（演出制御装置８２におけるステップＳ２３０２，Ｓ２３０３，Ｓ２４０２～Ｓ２４０７
の処理を実行する機能）と、
　前記特別報知を開始してから終了するまでに実行する前記単位表示の回数を算出する回
数算出手段（演出制御装置８２におけるステップＳ２００１～Ｓ２００４，Ｓ２１０１～
Ｓ２１０４の処理を実行する機能）と、
を備え、
　前記設定手段は、前記複数の示唆情報のうちの前記対応情報により前記特定結果の内容
が示唆された状態で前記変化が終了されるように、前記所定順序と前記回数算出手段によ
り算出された前記単位表示の回数に基づいて、前記特別報知の開始時に表示される前記示
唆情報と前記所定順序とを設定することを特徴とする遊技機。
【０５５９】
　特徴Ｂ１によれば、取得情報記憶手段に記憶されている所定の特別情報について、それ
が付与判定の対象となるよりも前の特別報知として、先特定された情報を含む複数の示唆
情報の表示の変化が行われる。この場合、その特別報知は、示唆情報の表示の変化が所定
順序で行われ、最終的に先特定の内容が示唆された状態で当該変化が終了するようになっ
ている。そのため、所定順序で行われる示唆情報の表示の変化を材料として特別報知にお
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いて最終的に示唆される内容をこの変化が終了するよりも前のタイミングで予測すること
ができる。これにより、先特定手段により特定対象となった所定の特別情報を、当該所定
の特別情報に対応する遊技回用動作よりも前に予測する、という遊技を好適に行うことが
可能となり、遊技の多様化が図られる。よって、遊技の注目度を高めることができる。
【０５６０】
　ここで、付与判定の対象となっている特別情報に関する遊技回用動作とは別途、当該付
与判定の対象となっていない所定の特別情報に関する特別報知（所謂保留先読み予告）が
行われる遊技機においては、この特別報知に工夫を凝らせば凝らすほど、当該特別報知へ
の注目度を高めることが可能となるものの、実行中の遊技回用動作への注目度が低下する
、といった不都合が生じ得る。そのため、特別報知への注目度を高めつつ遊技回用動作へ
の注目度を好適に高める、という観点では未だ改善の余地があった。本発明は、かかる課
題を解決すべくなされたものであり、本発明では、遊技回用動作における単位表示が行わ
れるたびに示唆情報の表示が変化されるため、遊技者はその示唆情報の所定順序とその後
に実行される単位表示の数との関係から、所定の特別情報の内容を予測することになる。
つまり、特別報知の予測に関するパラメータである所定順序と単位表示の数は、いずれも
遊技回用動作から確認することができる構成とすることで、特別報知と遊技回用動作とを
関連付け、特別報知への注目度を高めつつ遊技回用動作への注目度を好適に高めることが
可能となる。
【０５６１】
　このような特別報知を行う上で、設定手段は、特別報知の開始時から終了時までに実行
される単位表示に基づいて特別報知の開始時における報知内容を設定する。したがって、
所定の特別情報に対応する情報を表示した状態で特別報知を終了させる場合に矛盾が生じ
ずに、特別報知を好適に実行することが可能となる。
【０５６２】
　特徴Ｂ２．前記特別報知制御手段は、前記単位表示が実行される度に、前記複数の示唆
情報のうちの一の示唆情報を前記所定順序で表示するものであることを特徴とする特徴Ｂ
１に記載の遊技機。
【０５６３】
　上記構成によれば、単位表示が行われる度に所定順序が徐々に明らかになる。遊技者は
、その徐々に明らかになる内容を基に特別情報の内容を予測するため、その予測する遊技
を長く行わせることが可能となる。よって、遊技への注目度を好適に高めることができる
。
【０５６４】
　特徴Ｂ３．前記各示唆情報を変化させる前記所定順序を、前記特別報知の開始に際して
報知する手段（演出制御装置８２におけるステップＳ２１２０，Ｓ２２１５の処理を実行
する機能）を備えていることを特徴とする特徴Ｂ１又は特徴Ｂ２に記載の遊技機。
【０５６５】
　上記構成によれば、遊技者は、特別報知の予測に関するパラメータのうち、所定順序を
把握することができる。これにより、遊技者は、特別報知に関する特別情報の内容を予測
することができる。
【０５６６】
　特徴Ｂ４．前記特別報知制御手段は、前記単位表示において前記絵柄が停止表示又は仮
停止表示されるタイミングに合わせて前記複数の示唆情報の変化を実行するものであるこ
とを特徴とする特徴Ｂ１乃至Ｂ３のいずれか１に記載の遊技機。
【０５６７】
　上記構成によれば、遊技回用動作における絵柄の変動表示に注目している場合であって
も、示唆情報が変化されたことを把握し易くなる。すなわち、遊技回用動作における絵柄
の変動表示の最中には、示唆情報の変化が行われないため、絵柄の変動表示を心行くまで
注目し該変動表示が終了してから示唆情報を確認することが可能となり、これら演出の注
目度を好適に高めることが可能となる。
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【０５６８】
　特徴Ｂ５．前記遊技回における前記遊技回用動作として、前記単位表示が複数回に亘っ
て繰り返され、最終的に前記付与判定の判定結果に対応した結果が停止表示される連続表
示動作を実行する連続表示制御手段（演出制御装置８２における連続演出設定処理を実行
する機能）を備えていることを特徴とする特徴Ｂ１乃至Ｂ４のいずれか１に記載の遊技機
。
【０５６９】
　上記構成によれば、連続表示動作が行われることで単位表示が行われる数が増加し、特
別報知において示唆情報の変化が行われる契機の回数を増やすことができる。これにより
、特別報知の内容を多様なものとすることができる。
【０５７０】
　特徴Ｂ６．前記特別報知制御手段は、前記連続表示動作による前記遊技回用動作が実行
されている場合には、前記特別報知の開始を制限する手段（演出制御装置８２におけるス
テップＳ１９０４の処理を実行する機能）を備えていることを特徴とする特徴Ｂ５に記載
の遊技機。
【０５７１】
　上記構成によれば、遊技回用動作として連続表示動作が行われている場合には特別報知
の開始が制限される。これにより、連続表示動作に注目している遊技者が特別報知の開始
を見逃す不具合を抑制することができる。
【０５７２】
　特に特徴Ｂ３の構成に本構成を適用することで、連続表示と所定順序の報知とが重なら
ず、所定順序を遊技者に好適に認識させることが可能となる。
【０５７３】
　特徴Ｂ７．前記特別報知制御手段は、前記特別報知の実行中においては前記連続表示制
御手段により前記連続表示動作が実行されることを許容するものであることを特徴とする
特徴Ｂ５又は特徴Ｂ６に記載の遊技機。
【０５７４】
　上記構成によれば、特別報知が開始されてからは連続表示動作が実行されることが許容
される。これにより、特徴Ｂ５に示した効果を好適に奏することができる。
【０５７５】
　特に特徴Ｂ４の構成に本構成を適用することで、示唆情報の変化タイミングが明確とな
り、遊技者は遊技回用動作における連続表示動作に注目しつつも特別報知の内容を把握す
ることが可能となる。
【０５７６】
　特徴Ｂ８．前記特別報知制御手段は、前記複数の示唆情報を巡回変化させるものであり
、
　前記連続表示制御手段により設定される前記連続表示動作における前記単位表示の回数
を、当該遊技回用動作において前記複数の示唆情報の数（４回）の自然数倍となる回数の
単位表示が増加するように設定する手段を備えていることを特徴とする特徴Ｂ５乃至Ｂ７
のいずれか１に記載の遊技機。
【０５７７】
　上記構成によれば、複数の示唆情報が巡回変化することから、示唆情報が変化する所定
順序を明確に示すことができる。これにより、遊技者としては特別情報の予測がし易くな
る。
【０５７８】
　さらに、連続表示制御手段により設定される単位表示の回数として、その増加分が複数
の示唆情報の数の自然数倍となる回数が選択された場合には、巡回変化する示唆情報にお
いて最終的に表示される示唆情報が変化しない。したがって、遊技者が予測した内容が遊
技者にとって好ましいものであれば、自然数倍となる回数の連続表示動作であって欲しい
と期待し、当該連続表示動作の注目度を高めることが可能となる。
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【０５７９】
　特徴Ｂ９．前記特別報知制御手段は、前記複数の示唆情報を巡回変化させるものであり
、
　前記連続表示制御手段により設定される前記連続表示動作における前記単位表示の回数
を、当該遊技回用動作において前記複数の示唆情報の数の自然数倍となる数とは異なる回
数の単位表示が増加するように設定する手段を備えていることを特徴とする特徴Ｂ５乃至
Ｂ８のいずれか１に記載の遊技機。
【０５８０】
　上記構成によれば、複数の示唆情報が巡回変化することから、示唆情報が変化する所定
順序を明確に示すことができる。これにより、遊技者としては特別情報の予測がし易くな
る。
【０５８１】
　さらに、連続表示制御手段により設定される単位表示の回数として、複数の示唆情報の
数の自然数倍となる数とは異なる回数が選択された場合には、巡回変化される示唆情報に
おいて最終的に表示される示唆情報が変化する。したがって、遊技者が予測した内容が遊
技者にとって好ましくないものであれば、自然数倍となる数とは異なる回数の連続表示動
作であって欲しいと期待し、当該連続表示動作の注目度を高めることが可能となる。
【０５８２】
　特徴Ｂ１０．前記特別報知制御手段は、前記複数の示唆情報を巡回変化させるものであ
り、
　前記連続表示制御手段により設定される前記連続表示動作における前記単位表示の回数
には、当該遊技回用動作における前記単位表示の増加分が前記複数の示唆情報の数の自然
数倍となる回数と、その増加分が前記複数の示唆情報の数の自然数倍となる数とは異なる
回数と、が含まれており、
　前記連続表示制御手段は、前記付与判定の判定結果が前記付与対応結果である場合のほ
うがそうではない場合よりも、前記連続表示動作において前記複数の示唆情報の数の自然
数倍となる回数を選択する確率が高く設定されていることを特徴とする特徴Ｂ５乃至Ｂ９
のいずれか１に記載の遊技機。
【０５８３】
　上記構成によれば、複数の示唆情報が巡回変化されることから、示唆情報が変化される
所定順序を明確に示すことができる。これにより、遊技者としては特別情報の予測がし易
くなる。
【０５８４】
　さらに、連続表示制御手段により設定される単位表示の回数として、その増加分が複数
の示唆情報の数の自然数倍となる回数が選択された場合には、巡回変化される示唆情報に
おいて最終的に表示される示唆情報が変化しない。また、連続表示制御手段により設定さ
れる単位表示の回数として、複数の示唆情報の数の自然数倍となる数とは異なる回数が選
択された場合には、巡回変化される示唆情報において最終的に表示される示唆情報が変化
する。例えば、遊技者が特別報知から所定の特別情報が好ましいものではないと予測して
いる場合、連続表示動作が行われることで示唆情報が変化して欲しいと望むものと考えら
れる。そこで、付与判定の結果が付与対応結果である場合のほうが連続表示動作による示
唆情報の変化が行われない確率が高い構成とすることで、所定の特別情報が遊技者にとっ
て好ましくないものである場合には、それが変化することで特別報知側は遊技者にとって
好ましいものに変化し得るし、それが変化しない場合には当該遊技回において付与対応結
果である可能性が高くなりそれは遊技者にとって好ましいものとなる。このようにするこ
とで、特別報知と遊技回とに対する注目度を好適に高めることが可能となる。
【０５８５】
　特徴Ｂ１１．遊技者による発射操作に基づいて、遊技領域に向けて遊技球を発射する発
射手段（遊技球発射機構）と、
　前記遊技領域に設けられ、当該遊技領域を流下する遊技球が入球可能な第１始動入球部
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（上作動口３３）及び第２始動入球部（下作動口３４）と、
を備え、
　前記情報取得手段は、前記第１始動入球部又は前記第２始動入球部に遊技球が入球した
ことに基づいて、前記予め定められた取得条件が成立したとして、前記特別情報を取得す
るものであり、
　前記取得情報記憶手段は、前記第１始動入球部に遊技球が入球した場合に前記情報取得
手段が取得した特別情報を第１特別情報として記憶し、前記第２始動入球部に遊技球が入
球した場合に前記情報取得手段が取得した特別情報を第２特別情報として記憶するもので
あり、
　前記付与判定手段は、前記第１特別情報が複数記憶されている場合には先に取得された
第１特別情報から順に前記付与判定を行うとともに、前記第２特別情報が複数記憶されて
いる場合には先に取得された第２特別情報から順に前記付与判定を行うものであり、
　前記第２特別情報が記憶されている場合には、その記憶されている第２特別情報よりも
早いタイミングで取得された第１特別情報が記憶されていたとしても前記第２特別情報に
対して前記付与判定が行われるようにする優先手段（第３の実施形態の主制御装置８１に
おけるデータ設定処理を実行する機能）を備え、
　前記特別報知制御手段は、前記第１特別情報に対応する前記特別報知を開始してから前
記第２特別情報が記憶された場合には、前記単位表示の回数を増加又は減少させて特別報
知の内容を調整する調整手段（演出制御装置８２におけるステップＳ２７０１～ステップ
Ｓ２７０３の処理を実行する機能）を備えていることを特徴とする特徴Ｂ１乃至Ｂ１０の
いずれか１に記載の遊技機。
【０５８６】
　上記構成によれば、第１始動入球部への遊技球の入球に基づく第１特別情報よりも、第
２始動入球部への遊技球の入球に基づく第２特別情報のほうが、優先して付与判定手段に
よる付与判定が行われる。そして、第１特別情報に対応する特別報知を行っている状況で
第２特別情報が記憶された場合には、遊技回における単位表示の回数が増加することによ
り複数の示唆情報を変化させる回数も増加することになる。したがってこのような構成に
おいては、単位表示の回数を増加又は減少させて特別報知の内容を調整する構成とするこ
とで、特別報知の開始時に報知した内容と示唆情報の所定順序とに矛盾が生じず、好適に
特別報知を実行することが可能となる。
【０５８７】
　特に特徴Ｂ３に本構成を適用すると、特別報知の開始時に報知した所定順序との矛盾が
生じないため好ましい。
【０５８８】
　特徴Ｂ１２．前記遊技回における前記遊技回用動作として、前記単位表示が複数回に亘
って繰り返され、最終的に前記付与判定の判定結果に対応した結果が停止表示される連続
表示動作を実行する連続表示制御手段（演出制御装置８２における連続演出設定処理を実
行する機能）を備え、
　前記調整手段は、前記連続表示制御手段による前記連続表示動作を行わせることで前記
単位表示の回数を増加させて前記特別報知の内容を調整するものであることを特徴とする
特徴Ｂ１１に記載の遊技機。
【０５８９】
　上記構成によれば、調整手段は連続表示動作により単位表示の回数を増加させて特別報
知の内容を調整する。このように遊技回用動作の演出にからめて調整することで、違和感
なく特別報知の内容の調整を行うことが可能となる。
【０５９０】
　特徴Ｂ１３．記特別報知制御手段は、前記複数の示唆情報を巡回変化させるものであり
、
　前記連続表示制御手段により設定される前記連続表示動作における前記単位表示の回数
には、前記複数の示唆情報の数の自然数倍となる回数（４回）が含まれており、
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　前記調整手段は、前記連続表示制御手段による前記連続表示動作における前記単位表示
の回数を前記複数の示唆情報の数の自然数倍となる回数に設定して前記特別報知の内容を
調整することを特徴とする特徴Ｂ１２に記載の遊技機。
【０５９１】
　上記構成によれば、複数の示唆情報が巡回変化される構成において、調整手段により連
続表示動作における単位表示の回数が複数の示唆情報の自然数倍となる回数に設定される
。これにより、特別報知の内容を示唆画像の変更なく調整することができ、所定順序の矛
盾を回避することができる。
【０５９２】
　特徴Ｂ１４．前記複数の示唆情報には、少なくとも前記先特定手段による特定結果に対
応する情報と当該先特定手段による特定結果に対応しない情報とが含まれていることを特
徴とする特徴Ｂ１乃至Ｂ１３のいずれか１に記載の遊技機。
【０５９３】
　上記構成によれば、先特定手段の特定結果に対応しない情報も含んだ状態で特別報知が
行われる。つまり、本構成は、特別報知において先特定手段による特定結果に対応する情
報のみが報知される所謂確定報知が行われない構成である。このように確定報知が行われ
ない構成とすることで、特別情報を予測するという遊技の意義を高めることができる。
【０５９４】
　＜特徴Ｃ群＞
　特徴Ｃ１．予め定められた取得条件が成立したことに基づいて、特別情報を取得する情
報取得手段（主制御装置８１における作動口用の入賞処理を実行する機能）と、
　当該情報取得手段の取得した特別情報を、複数の数として予め定められた所定数を上限
として記憶する取得情報記憶手段（主制御装置８１における保留球格納エリア２３２）と
、
　前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報が、予め設定されている付与情報に対
応しているか否かの付与判定を行うとともに、前記取得情報記憶手段に複数の特別情報が
記憶されている場合にはそれら複数の特別情報に対して前記付与判定を順次行う付与判定
手段（主制御装置８１におけるステップＳ６０１の処理を実行する機能）と、
　当該付与判定手段による付与判定の結果が判定対象の特別情報が前記付与情報に対応し
ているとする付与対応結果となったことに基づいて、遊技者に対して特典を付与する特典
付与手段（主制御装置８１におけるステップＳ３０５の処理を実行する機能）と、
　前記付与判定手段により前記付与判定が行われたことに基づいて遊技回用動作が開始さ
れ、前記付与判定手段の判定結果に対応した報知結果とし前記遊技回用動作が終了される
ことを遊技回の１回として、前記取得情報記憶手段に記憶されている特別情報に応じて各
遊技回の前記遊技回用動作が行われるように報知手段（図柄表示装置４１）を制御する遊
技回制御手段（主制御装置８１における遊技回制御処理を実行する機能）と、
を備えた遊技機において、
　前記遊技回制御手段は、前記遊技回用動作を開始してから当該遊技回用動作を終了する
までの動作期間を設定する動作期間設定手段（主制御装置８１におけるステップＳ６０８
の処理を実行する機能）を備え、当該動作期間設定手段により設定された動作期間に基づ
いて前記遊技回用動作を実行するものであり、
　前記情報取得手段により取得された所定の特別情報が前記付与判定の対象となった場合
における判定結果に対応する情報を、当該所定の特別情報が前記付与判定の対象となるよ
りも前のタイミングにおいて特定する先特定手段（主制御装置８１における保留予告用の
確認処理を実行する機能）と、
　当該先特定手段による特定結果に対応する特別報知が、当該先特定手段による特定対象
となった前記所定の特別情報が前記付与判定の対象となるよりも前のタイミングにおいて
前記報知手段又はそれとは異なる報知手段にて実行されるように制御する特別報知制御手
段（演出制御装置８２における保留表示決定処理を実行する機能）と、
　前記所定の特別情報よりも前に前記付与判定の対象となる特別情報の遊技回における前
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記動作期間の情報を、当該前に付与判定の対象となる特別情報が前記付与判定の対象とな
るよりも前のタイミングにおいて特定する先動作期間特定手段（演出制御装置８２におけ
るステップＳ８０２，Ｓ８０５，Ｓ８０６の処理を実行する機能）と、
　を備え、
　前記特別報知制御手段は、前記先動作期間特定手段により特定される前記動作期間の情
報を利用して、前記特別報知を行うものであり、
　前記動作期間設定手段により設定される前記動作期間が、前記先動作期間特定手段によ
り特定された時点での前記動作期間と異なる場合に、前記特別報知の内容を調整する調整
手段（演出制御装置８２におけるステップＳ９０８の処理を実行する機能）を備えている
ことを特徴とする遊技機。
【０５９５】
　特徴Ｃ１によれば、取得情報記憶手段に記憶されている所定の特別情報についての特別
報知が、それが付与判定の対象となるよりも前に行われることがある。そのため、特別報
知から所定の特別情報の内容を予測するという遊技が追加され、遊技の多様化が図られる
。よって、遊技の注目度を高めることが可能となる。
【０５９６】
　特別報知は、先動作期間特定手段により特定される動作期間の情報を利用して行われる
。そして、先動作期間特定手段により動作期間の情報が特定されるタイミングは、動作期
間設定手段により動作期間が設定されるタイミングよりも前のタイミングであり、このタ
イミングの相違により特定又は設定した動作期間が相違する場合には、動作期間の情報を
利用して行われる特別報知の内容に支障が生じ得る。この場合、特徴Ｃ１によれば、調整
手段により特別報知の内容が調整されるため、例えば特別報知の開始時から終了時までの
期間に応じて特別報知の報知内容が変化する構成の場合に、報知内容に矛盾が生じない。
また、動作期間を調節するのではなく特別報知側の内容が調節されるため、この調整に遊
技回用動作に関する変更を要さず、既存の構成を利用して好適に特別報知を実行すること
ができる。これにより、上記のように特定又は設定した動作期間が相違する構成であって
も特別報知を好適に実行することが可能となる。
【０５９７】
　特徴Ｃ２．前記調整手段は、前記特別報知の開始後に前記特別報知の内容を調節するも
のであることを特徴とする特徴Ｃ１に記載の遊技機。
【０５９８】
　上記構成によれば、特別報知を動作期間設定手段による動作期間の設定がなされるより
も前のタイミングで開始することができる。これにより、特別報知を行う期間を長く確保
することができ、特別報知を好適に実行することができる。
【０５９９】
　特徴Ｃ３．前記特別報知制御手段は、前記特別報知として複数の情報の表示を周期的に
巡回変化させて、前記先特定手段による特定結果の内容に対応する情報が表示された状態
で当該特別報知を終了するものであり、
　前記調整手段は、前記先動作期間特定手段により特定された前記動作期間と、前記動作
期間設定手段により設定された前記動作期間と、の差を利用して前記特別報知の内容を調
整するものであり、
　これら各動作期間の差が、前記複数の情報の表示における巡回周期の自然数倍となるよ
うに設定されていることを特徴とする特徴Ｃ１又は特徴Ｃ２に記載の遊技機。
【０６００】
　上記構成によれば、先動作期間特定手段により特定された動作期間と、動作期間設定手
段により設定された動作期間との差が、巡回周期の自然数倍となっているため、これら動
作期間に差が生じても、特別報知においてはその差によって複数の情報の表示の巡回回数
が変化するだけで、特別報知の終了時の内容に影響がない。換言すると、調整手段は特別
報知の巡回回数を変化させるだけでよく、特別な処理を必要とせず、内容の調整を好適に
行うことが可能となる。
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【０６０１】
　なお、上記特徴Ｃ１乃至Ｃ３のいずれか１に対して、特徴Ａ１乃至Ａ２２、特徴Ｂ１乃
至Ｂ１４、特徴Ｄ１乃至Ｄ３のいずれかで示した構成を適用してもよい。
【０６０２】
　＜特徴Ｄ群＞
　特徴Ｄ１．遊技者による発射操作に基づいて、遊技領域に向けて遊技球を発射する発射
手段（遊技球発射機構）と、
　前記遊技領域に設けられ、当該遊技領域を流下する遊技球が入球可能な始動入球部（上
作動口３３、下作動口３４）と、
　当該始動入球部に遊技球が入球したことに基づいて特別情報を取得する情報取得手段（
主制御装置８１における作動口用の入賞処理を実行する機能）と、
　当該情報取得手段が取得した特別情報を、複数の数として予め定められた所定数を上限
として記憶する取得情報記憶手段（第１結果表示部用保留エリアＲａ、第２結果表示部用
保留エリアＲｂ）と、
　当該取得情報記憶手段に記憶されている特別情報が、予め定められた付与情報に対応し
ているか否かの付与判定を行うとともに、前記取得情報記憶手段に複数の特別情報が記憶
されている場合には、それら複数の特別情報に対して前記付与判定を順次行う付与判定手
段（主制御装置８１におけるステップＳ６０１の処理を実行する機能）と、
　当該付与判定手段による付与判定の結果が、判定対象の特別情報が前記付与情報に対応
している付与対応結果となったことに基づいて、遊技者に特典を付与する特典付与手段（
主制御装置８１におけるステップＳ３０５の処理を実行する機能）と、
　絵柄を変動表示する絵柄表示手段（図柄表示装置４１）と、
　前記付与判定手段により前記付与判定が行われたことに基づいて、前記絵柄表示手段に
おける複数の変動表示領域において前記絵柄の変動表示が開始された後絵柄を停止表示又
は仮停止表示させる単位表示が少なくとも１回行われるようにし、各遊技回において前記
付与判定の判定結果に対応した結果を停止表示させることを１回の遊技回として遊技回用
動作を実行するように前記絵柄表示手段を制御する遊技回制御手段（主制御装置８１にお
ける変動開始処理を実行する機能）と、
を備えている遊技機において、
　前記遊技領域には、前記始動入球部として少なくとも第１始動入球部（上作動口３３）
と第２始動入球部（下作動口３４）とが設けられており、
　前記取得情報記憶手段は、前記第１始動入球部に遊技球が入球した場合に前記情報取得
手段が取得した特別情報を第１特別情報として記憶し、前記第２始動入球部に遊技球が入
球した場合に前記情報取得手段が取得した特別情報を第２特別情報として記憶するもので
あり、
　前記付与判定手段は、前記第１特別情報が複数記憶されている場合には先に取得された
第１特別情報から順に前記付与判定を行うとともに、前記第２特別情報が複数記憶されて
いる場合には先に取得された第２特別情報から順に前記付与判定を行うものであり、
　前記第２特別情報が記憶されている場合には、その記憶されている第２特別情報よりも
早いタイミングで取得された第１特別情報が記憶されていたとしても前記第２特別情報に
対して前記付与判定が行われるようにする優先手段（第３の実施形態の主制御装置８１に
おけるデータ設定処理を実行する機能）と、
を備え、
　前記遊技回制御手段は、前記優先手段により前記第２特別情報に対して当該第２特別情
報よりも早いタイミングで取得された前記第１特別情報よりも先に前記付与判定を行わせ
る場合、当該第２特別情報が付与判定の対象となることに基づいて実行される遊技回の前
記遊技回用動作として、前記単位表示が複数回に亘って繰り返され、最終的に前記付与判
定の判定結果に対応した結果が停止表示されるように制御する連続表示実行手段（演出制
御装置８２におけるステップＳ２６０１～ステップＳ２６０４の処理を実行する機能）を
備えていることを特徴とする遊技機。
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【０６０３】
　特徴Ｄ１によれば、優先手段により第２特別情報が第１特別情報よりも優先されて付与
判定が行われる場合には、当該第２特別情報の遊技回にて単位表示が複数回実行される。
これにより、第２始動入球部への入球に基づく付与判定が行われたことを認識し易くなる
。また、第２特別情報が優先されることで、その優先前と比べて単位表示の数が増加する
ことになる。そしてこの連続表示実行手段による複数回の単位表示が行われる構成によれ
ば、この優先時に増加する単位表示の数を、優先される特別情報の数よりも増加させるこ
とが可能となる。これにより、その単位表示の増加分を利用した演出を行うなど、斬新な
遊技を創出することができる。
【０６０４】
　特徴Ｄ２．前記第２始動入球部に対して設けられ、当該第２始動入球部へ遊技球が入球
する第１状態（開放状態）と当該第１状態よりも前記第２始動入球部へ遊技球が入球しに
くい第２状態（閉鎖状態）とに切換可能な切換手段（電動役物３４ａ）と、
　当該切換手段を前記第１状態と前記第２状態とに切り換える切換制御手段（主制御装置
８１におけるステップＳ３０６の処理を実行する機能）と、
を備え、
　前記切換制御手段による前記切換手段の切換モードとして、前記切換手段が前記第１状
態とされる頻度が相対的に高低となるように高頻度モード（高頻度サポートモード）と低
頻度モード（低頻度サポートモード）とが設定されており、
　前記連続表示実行手段は、前記低頻度モード時に前記第２始動入球部へ入球したことに
基づく前記第２特別情報が前記優先手段により優先される場合に、前記単位表示を前記複
数回に亘って繰り返すよう制御するものであることを特徴とする特徴Ｄ１に記載の遊技機
。
【０６０５】
　上記構成によれば、第２始動入球部への入球が低頻度となる低頻度モード時に、当該第
２始動入球部へ入球した場合にその遊技回にて複数回の単位表示が行われる。遊技者とし
ては、低頻度モード時に入賞した場合には、高頻度モード時に入賞した場合と比較して、
何らかの特別な特典が得られるのでは、と期待するものと考えられる。そこでそのような
状況（低頻度モード時に入賞した状況）において、単位表示を複数回に亘って繰り返すこ
とで、遊技者の期待をさらに煽ることができる。これにより、この複数回に亘って繰り返
す単位表示に対して遊技者の注目を集めることが可能となる。
【０６０６】
　特徴Ｄ３．前記情報取得手段により取得された所定の特別情報が前記付与判定の対象と
なった場合における判定結果に対応する情報を、当該所定の特別情報が前記付与判定の対
象となるよりも前のタイミングにおいて特定する先特定手段（主制御装置８１における保
留予告用の確認処理を実行する機能）と、
　当該先特定手段による特定結果に対応する特別報知が、当該先特定手段による特定対象
となった前記所定の特別情報が前記付与判定の対象となるよりも前のタイミングにおいて
前記絵柄表示手段又はそれとは異なる報知手段にて実行されるように制御する特別報知制
御手段（演出制御装置８２における保留表示決定処理を実行する機能）と、
　前記特別報知を開始してから終了するまでに実行する前記単位表示の回数を算出する回
数算出手段（演出制御装置８２におけるステップＳ２００１～Ｓ２００４，Ｓ２１０１～
Ｓ２１０４の処理を実行する機能）と、
を備え、
　前記特別報知制御手段は、前記回数算出手段により算出された前記単位表示の回数に基
づいて前記特別報知を実行するものであることを特徴とする特徴Ｄ１又は特徴Ｄ２に記載
の遊技機。
【０６０７】
　上記構成によれば、取得情報記憶手段に記憶されている所定の特別情報についての特別
報知が、それが付与判定の対象となるよりも前に行われることがある。そのため、特別報



(93) JP 6318806 B2 2018.5.9

10

20

30

40

知から所定の特別情報の内容を予測するという遊技が追加され、遊技の多様化が図られる
。よって、遊技の注目度を高めることが可能となる。
【０６０８】
　そしてこの特別報知は、単位表示の回数に基づいて実行される。そのため、特徴Ｄ１に
記載したように第２始動入球部への入球に基づいて単位表示の回数が変化すると、この特
別報知についても影響が及ぶものと遊技者は考える。すなわち、上記予測した所定の特別
情報の内容が遊技者にとって好ましいものであればそれが変化して欲しいと望むであろう
し、好ましくないものであればそれが変化して欲しいと望むものと考えられる。そのため
、このような特別報知を行う構成において、特徴Ｄ１の構成を適用することで、特別報知
における遊技者の予測に影響を及ぼすことができ、該特別報知への注目度を好適に高める
ことが可能となる。
【０６０９】
　なお、上記特徴Ｄ１乃至Ｄ３のいずれか１に対して、特徴Ａ１乃至Ａ２２、特徴Ｂ１乃
至Ｂ１４、特徴Ｃ１乃至Ｃ３のいずれかで示した構成を適用してもよい。
【０６１０】
　以下に、以上の各特徴を適用し得る各種遊技機の基本構成を示す。
【０６１１】
　パチンコ遊技機：遊技者が操作する操作手段と、その操作手段の操作に基づいて遊技球
を発射する遊技球発射手段と、その発射された遊技球を所定の遊技領域に導く球通路と、
遊技領域内に配置された各遊技部品とを備え、それら各遊技部品のうち所定の通過部を遊
技球が通過した場合に遊技者に特典を付与する遊技機。
【０６１２】
　スロットマシン等の回胴式遊技機：複数の絵柄を可変表示させる絵柄表示装置を備え、
始動操作手段の操作に起因して前記複数の絵柄の可変表示が開始され、停止操作手段の操
作に起因して又は所定時間経過することにより前記複数の絵柄の可変表示が停止され、そ
の停止後の絵柄に応じて遊技者に特典を付与する遊技機。
【０６１３】
　球使用ベルト式遊技機：複数の図柄からなる図柄列を変動表示した後に図柄列を最終停
止表示する可変表示手段を備え、始動用操作手段の操作に起因して図柄の変動が開始され
、停止用操作手段の操作に起因して又は所定時間経過することにより図柄の変動が停止さ
れ、その停止時の最終停止図柄が特定図柄であることを必要条件として遊技者に有利な特
別遊技状態（ボーナスゲーム等）を発生させるようにし、さらに、球受皿を設けてその球
受皿から遊技球を取り込む投入処理を行う投入装置と、前記球受皿に遊技球の払出を行う
払出装置とを備え、投入装置により遊技球が投入されることにより前記始動用操作手段の
操作が有効となるように構成した遊技機。
【符号の説明】
【０６１４】
　１０…パチンコ機、２４…遊技盤、３３…上作動口、３４…下作動口、４１…図柄表示
装置、５４…発射ハンドル、８１…主制御装置、８２…演出制御装置、２０２…ＭＰＵ、
２１２…表示制御装置、２４２…ＭＰＵ、２５２…ＭＰＵ、Ｇ…表示画面、Ｇａ…保留表
示領域、Ｐｂ…特別保留用画像、Ｐｅ…第２特別保留用画像。
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